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日誌　一　夏休みの……の、ちょっと前






　夏休みが近付いて荒あら谷や学がく園えん全体が浮き足立った雰囲気の中、学園の倉庫と呼ばれる第三旧校舎だけはいつもどおり人ひと気け少なく静かだった。

　その第三旧校舎を根ね城じろにするゲーム同好会の会員（全三名）である白しろ崎さき宗そう司じは放課後、いつものように部室のドアを開ける。

「悪い二人とも、また遅くなった」と、既に室内にいた残り二人の会員に挨あい拶さつすることすら忘れ宗司はぽかんと立ち尽くした。

「やっぱり夏は小悪魔ナースよね」

「いやいや、やっぱり夏はネコミミチャイナにゃー」

　小悪魔ナースとネコミミチャイナが、そこにいた。

　山中にある荒谷学園は夏休み前でも比較的涼しく、窓からは山の涼気を含んだ放課後の風が吹いていのに、宗司の全身からぶわりと汗が噴き出る。

　いつもどおりの部室──中央に古びたテーブル、隅には布の仕切りで作った更衣室、逆隅にカセットコンロに薬や缶かん、壁際の姿見とガラクタ。

　いつもどおりでなさすぎる小悪魔ナースとネコミミチャイナ。

　あまりの衝撃に、宗そう司じは（ツッコミ役のくせに）精神をノックアウトされ立ち尽くす。

「ふふっ、なぁにぼうっとして。風邪でもひいたの？　それなら私が悪戯いたずらたっぷりに優しく看病してあげましょうか」

　テーブルの手前で黒髪と赤い瞳ひとみの少女──森もり塚つか一いち乃のが床に敷いたフェイクファーの上にしどけなく横たわり、黒いナースキャップが載った長い黒髪を誘うようにかき上げる。

　宗司の視線は、ごく自然に一乃へと誘導されていく。

　小悪魔ナース、すらりとした肢体を包む黒のナース服。

　白肌との対比も艶つやめかしい黒のナース服は大胆なミニで、同じく黒いニーソックスとの間に覗のぞくきゅっと締まった白い太ふと腿ももが眩まぶしかった。

「ねえ、知っているかしら、私の看病は……」

　僅わずかに頰ほおを赤く染めながらも挑発的に、

「蕩とろけそうなぐらい甘いわよ」

　ちろりと赤い舌を出した。

「あっ、うっ、ぐっ」

　真っ白な一乃の太腿に、宗司は瞬間湯沸し器並みの速度で顔を赤くし、わけのわからない呻うめきと共に視線を逸そらす──そらそうとした。

　しかし宗司の眼球は意思と裏腹に、もう一人の会員──銀髪碧へき眼がんとにこにこ笑顔がトレードマークの沢さわ村むらキリカに引き寄せられる。

　キリカは部室中央のテーブルに、ネコミミ付きのチャイナドレス姿で座っていた。

「ニャハハー、ソージ、こっちのキリカさんはもっとあーまいよー？」

　悪戯猫の笑みを浮かべたキリカは手首を曲げて、おいでおいでと手で招く。

　二つに結んだ輝く銀髪の上に可愛かわいらしいネコミミが鎮座して、一乃とは対称的な柔らかくて抱き心地の良さそうな体を包むのは赤いチャイナドレス──脚部には大胆なスリットが入り、胸元にはハート型の穴が開いていた。

「んー、ソージってばー、どこを見てるにゃー？」

　手招きされた宗司の視線は否応なくその、胸元のハートに誘われる。

　今にも生地を突き破らんばかりに大きな、たわわに実った果実のような胸が作る深い谷間が宗司の目を捉えて離さない。

「目つきがいやらしくて、キリカ猫は恐いにゃー」

　言葉とは裏腹に恐がる様子もなく、悪戯猫は無む邪じや気きな笑顔の中に少しだけの羞しゆう恥ちを混ぜ込んで、くねくねと体を揺らす。

　胸元のハートの向こうで豊かな胸がむぎゅむぎゅ形を変える。

　柔らかそうな太ふと腿ももがスリットの間でちらちら見えては消えて見えては消える。

「ななななな、な、夏、は、全然関係ねえだろ」

　脳が茹ゆだっているかのように真っ赤な宗そう司じは、ようやくそれだけツッコミを入れた。

　花かミルクか、あるいは毒か。

　部室に甘い香りが満ちているように思えたのは宗司の錯誤か。

　小悪魔ナースにネコミミチャイナという衣装以上に、二人の醸かもし出す挑発的な空気と、一つまみの恥じらいを混ぜた大胆な仕草がひどく宗司の心を騒がせる。

「宗司、あなたは本当に愚かだわ。もうすぐ夏休みなのよ」

　小悪魔ナース一いち乃のが長い黒髪をかき上げ、色っぽく流し目を向けた。

「夏休みと言えば、ソージ、何だと思う？」

　ネコミミチャイナが悪戯いたずらっぽく唇に人差し指を当て、小首を傾かしげた。

　黒ナースキャップとネコミミが、黒と銀色の髪の上で揺れていた。

「……はい？　ええと、夏休みだから……夏休み？」

　艶然とした二人の態度に、宗司の視線は落ち着きなく左右する。

「夏、それは学校から解放される自由の季節」

「暑い日差し、心の開放感、女の子をちょっぴり大胆にさせる魔法の季節」

　言いながら、一乃がフェイクファーから立ち上がり、キリカはテーブルから下りる。












「だから、ちょっぴり大胆に宗そう司じを苛いじめてみたの」

「だから、ちょっぴり大胆にソージで遊んでみたんだよっ」

「大胆にも程がありますよお姫さまがた！」

　宗司は叫んだが、二人は聞いちゃいない。

　小悪魔ナース一いち乃のが腰こしに手を当てて、ネコミミチャイナキリカは両手を頭の後ろで組んで、しゃなりしゃなりと魅力的な肉体を魅み惑わく的てきに見せ付け宗司に向かって歩いてくる。

　宗司の視線は右往左往、小悪魔ナース一乃とネコミミチャイナキリカの間で往復する。

　揺れる黒髪、艶つやめいた赤い瞳ひとみ、太ふと腿もも眩まぶしい黒い小悪魔ナース服。

　ネコミミをつけた輝く銀髪、青い瞳、ハート型に穴の開いたチャイナドレス。

　ちょっぴり大胆らしき衣装は、すらりとした一乃に、柔らかなキリカに似合いすぎた。

　見まいとしても見てしまう、見たくなってしまうパーツには事欠かず。宗司はツッコミすら忘れて二人に見入る。

　二人もまた見せ付けるように、宗司の目の前でポーズを決める、のだが……

「あの、無言でじっと見詰められると、その、困るわ」

「う、うん、ノリでここまでやったけど、我に返ると、うん、あれだよね」

　さすがに恥ずかしくなったのか、首筋を赤くした二人はポーズを崩して体を隠した。

　一乃はスカートをちょっと引っ張り太腿を見せないようにし、キリカは腕で胸元に開いたハート型の穴を覆おおう。

「ああ…………すまん、けど、いや、でも……」

　しかし二人のそんな恥ずかしそうな仕草に、宗司の眼球はますます引き寄せられる。

「ん、もう……えっちぃんだから」

「そうだよ、ソージのバカ、えっち」

　もじっと体をくねらせながら、二人は拗すねたように言う。

　二人を見詰めたまま、宗司はうわ言のように謝罪の言葉を発する。

「エロくて…………すいません」

　部室が沈黙に覆われ、ひゅるりと風が吹いた。

　正直すぎた己の発言に気付いたのか、宗司が顔を引ひき攣つらせる。

「い、いや、今の違うんだ。そういう意味じゃなくて……ああああ、すいませんでした、今のなしでお願いします、頼む忘れて下さい！」

　わたわたと手を振り回し自己弁護しようとするも、弁護がしようのない駄目な発言だと自覚はあるのか素直にぺこぺこ頭を下げ続ける。

「ふふっ、恥ずかしい格好ではあったけれど、達成感はあったわね」

「アハハハ、相変わらずソージは可愛かわいいねー」

　二人はちょっと満足そうだ。

「いやもう、本当にすいませんでした」

「いいのよ、あなたが私の小悪魔ナースに夢中で、もう乱暴に押し倒したくてたまらないことぐらい理解しているわ。まったくあなたの性的欲求には困ったものだわ」

「気にしなくて良いよっ！　ソージはもうネコミミキリカさんが好きで好きでたまらないんだよねー、ほら、そろそろ勢いに任せて、好きだーって告白しちゃおっ！」

　同時に言った二人が、くるりと向き直る。

「今、何か幻聴が聞こえたのだけれど」

「あれ奇遇だね、わたしも妙な空耳がしたよー」

「宗そう司じは私の小悪魔ナース姿を強く求めているのよ」

「ソージはわたしのネコミミチャイナ姿がたまらなかったんだよっ」

「ふっ……」

「アハハッ」

　小悪魔ナース一いち乃のが冷たさを宿したその赤い瞳ひとみを細め、一度長い黒髪をかきあげる。

　ネコミミチャイナキリカはにこやかに微笑ほほえんだまま、僅わずかに重心を落とし身構えた。

　高まる緊張、部室に満ちる闘争の空気、彼女たちは拳こぶしを振り上げ──

「待ておまえら！　悪いのはおれだ、おれを殴れ！」

　何をとち狂ったのか、宗司が二人の間に割り込みそう叫んだ。

　……十五分後。

「正直、本当に殴られるとは思いませんでした」

　宗司を殴って我に返った二人が着替え、今はいつものように部室中央のテーブルに着いている。

「ごめんなさい、つい、殴ってしまったわ」

　小悪魔ナースからいつもの黒ベースのセーラー服に着替えた一乃が頭を下げた。

「ソージの割り込むタイミングが良すぎて、自然に手が……ごめんねっ」

　ネコミミチャイナを脱ぎ、カッターシャツとスカートの夏服姿になったキリカは叱しかられた猫のようにしょんぼり告げる。因ちなみに、今日のヘアピンは星型だ。

「いいよ、殴れって言ったのおれだし。それより、今日は何をする？」

「はいはい、どっかエアコンがある場所で涼みつつお喋しやべりとかどうかな」

「それは名案だわ」

「ゲームをしろゲーム同好会！」

「全く、学期の途中で同好会を作り既に夏休みが目前だというのに学習しない人ね」

「ゲーム同好会だよ？　なんでゲームなんてするのさ、ありえないよー」

「もうゲーム同好会でもなんでもねえなここ……」

　宗司は軽く頭を抱え、ふと思い出したように二人を見た。

「そういえば、夏休みはどうするんだ？」

「特に予定はないわ。私の部屋に入り浸びたって夜も昼もなく爛ただれた関係に溺おぼれたいならそれも構わないわよ」

「一緒に遊びに行こっ！　遠出も出来るし、何なら泊りがけでもいいし、二人で美お味いしいもの食べよっ！」

　二人がほぼ同時に答えた。

「インドアとアウトドアで見事に対照的なのは興味深いが、そういうことじゃなくて、夏休みの間、この同好会の活動はどうするんだと聞いてるんだ」

　すると一いち乃のが僅わずかに赤い瞳ひとみを見開き、キリカは大おお袈げ裟さな動作で肩をすくめた。

「なるほど、そういう意図だったの」

「それは考えてなかったねー」

「おまえら、夏休みも学校来るつもりだったのか？　まあ、おれとしては別にわざわざ部室に来る必要もないとは思うんだが」

「そう」

「ふーん」

　何な故ぜか、一段階、二人の声が小さくなった気がした。

「どうせ何か活動してるわけでもないだろ？　休みにして遊び相手が欲しいだの、用事があるだのなら連絡すればいいんじゃないか、と、思うんだが」

　一乃とキリカが微妙な顔で視線を逸そらし、宗そう司じは不思議そうに首を傾かしげた。

「そうね、あなたの言うことは確かにもっともなのだけれど……」

「うーん、でも、あれだよね。折角の同好会なんだし、部室が勿もつ体たい無ないかな……」

「はっきりしない口調だな……何かあるのか？」

　歯切れの悪い二人の言葉に含まれた意味を理解しないのか、宗司は頭の上に幾つものクエスチョンマークを浮かべて首を左右に傾げている。

「そ、そうだわ！　宗司が全く予定のない夏休みを過ごした結果、自堕落な生活に耽たん溺できし明日の日付すらわからないような駄目人間になってしまうのを防ぐ為に、定期的に外出する用事を作るべきではないかしら！」

「うんうんうん！　そうだよソージ、やっぱり時々は外出した方が肉体と精神の健康によろしいよ。別に理由なんて何でも良いけど夏休みの間もソージと会える用事を作っとこうって企たくらんでたわけじゃないよ！」

「ええ、全く他意はないわ。ただ宗司を心配しているだけなの。自分からメールを送って誘うのが恥ずかしいとか、直接家に訪ねていくと面倒な妹がいるとか、そんなことは全くこれっぽっちも考えてないわよ！」

「う、うん。二人同時に喋しやべる上に早口すぎて半分も聞き取れなかったが、とにかくわかった。じゃあ週に何回か集あつまるぐらいするか」

　二人がいきなり身を乗り出して、物もの凄すごい速度でまくし立てる。

　宗そう司じは若干腰こしが引けながらもこくこくと頷うなずいた。

「決まりね、なら細かいことを話し──」

　言葉の続きを奪うように、一いち乃のでもキリカでもない少女の声がした。

「話し合う必要など、」

「どこにもありません」

　全員が、声の方向を見た。

　涼しげな風が吹く窓、その窓枠に一組の少女が器用に仁王立ちしていた。

　鏡に映したように同じ少女たち、顔も、髪型も、制服も、纏まとう空気すらもが同じ。

　可愛かわいらしくも幼さの残る顔立ち、ふわりとした髪を白いリボンで結んで小さなポニーテイルを作っている。

　着ているのは六種類ある荒あら谷や学がく園えん制服の一つ、胸元を青いリボンで、襟元を白いレースで飾ったペールオレンジのブラウスとクリーム色のブレザーだ。

　スカートの裾すそにもレースがあり、若干子どもっぽいがリリスにはよく似合っていた。

　沈黙の中、そよ風がリリスのスカートをほんの少し揺らす。

　そして部室にいた三人を代表するように、宗司が訊きいた。

「何してんのおまえ」

　白しろ崎さきリリス──宗司の妹。双子で、荒谷学園中等部に所属している。

　鏡に映したように同じ顔をしていて、奇妙にも一つの台詞せりふを二人で喋しやべる。

「はい、兄さま、リリスレーダーが、」

「兄さまの危機を察知したので参りました」

「おれの妹がどんどん意味不明な特殊能力を得ている……」

「それで白崎リリス、『部外者』のあなたが、部室に何の用なのかしら」

　部外者をやたらと強調しながら、一乃はずい、と、宗司を押しのけ前に出た。

「用事がないなら一秒でも速く消えてねー、用事があっても消えちゃえっ」

　同じく、キリカはにこにこと笑ったまま毒を吐きつつ宗司を押しのけ前に出る。

　赤と青の瞳ひとみは、どう表情を繕つくろおうとも隠せないほど敵意に満ちていた。

　部室の温度が下がったように感じたのは、宗司の気のせいか。

「兄さま、ご安心ください、」

「夏休みまで、こんな粗そ暴ぼうな雌豚どもに付き合う必要はありません」

　リリスたちは間に立たち塞ふさがる一乃もキリカもいないように涼しげな顔で言う。

「兄さまはただひたすら昼も夜もリリスにお世話され、」

「日ごろの疲れを癒いやせばいいのです」

「いや、おれ、そこまでされるほど疲れてないけど」

「その為に、夏休み開始から終了までの日程で、」

「兄妹旅行を手配しておきました」

「ちょっと待て！　それこそ本気で聞いてないよ！」

「既に入金済みでキャンセルは利きません、」

「兄さまをびっくりさせようと秘密にしていました」

「むむむ……そうだったのか」

　宗そう司じは困ったような顔で唸うなる。リリスとリリスの顔に表情は一つもなく、言葉はあくまで淡々としていた。

「ふっ、残念だったわね白しろ崎さきリリス。既に宗司は夏休み全日程を利用した『二学期が始まるまでひたすらゲーム漬け、地獄のゲーム同好会合宿』に参加すると決まっているのよ」

「噓うそ吐つけそこぉおおおおおおおおおおお！」

「噓じゃないよっ！　実はそんな計画があったんだよっ！」

「ぬう……キリカまでそう言うってことは本当に計画されてたのか。それでさっき夏休みのことを訊きいたら微妙な反応だったんだな」

　凄すごく分かりやすい噓にあっさり騙だまされた宗司は、一人で納得したように頷うなずく。

「あれ、じゃあ、おれはどうすればいいんだ？」

「私たちと合宿に決まってるじゃない」

「そーだよソージ、きっと毎日楽しいよっ！」

「いいえ兄さま、ここは赤の他人より大事な妹を優先すべきです、」

「兄妹水入らず、誰だれも知らない新しい土地で幸福に過ごしましょう」

　口々に宗司へ向けて言いながらも、彼女たちの視線は立たち塞ふさがる相手から外れない。

　隙すきを探る戦士の如ごとく鋭く、彼女たちは互いを睨にらみ合う。

「いいわ、旅行も合宿も偽りなのはわかりきったこと、このままでは水掛け論。ならばここは仮にも『ゲーム同好会』。誰が宗司を得るか──ゲームで決めましょう」

　言うと、一いち乃のは右の拳こぶしを掲げた。

「題して、『サバイバル・じゃんけん』」

「おいこら待て、旅行も合宿も噓ってどういうことだ」

　今更な宗司のツッコミはスルーされる。

「ゲームは私とキリカ、リリスとリリスがチームの二対二。宗司は賞品なので不参加よ。

　ルール一、十本先取。

　ルール二、じゃんけんのルールから外れる行動は禁止。

　ルール三、次の手を出せなくなった場合は自動的に失格。

　ゲームの説明は以上よ」

「一いち乃のにしては普通のルールだな、十本は多いけど」

　ルールの上っ面しか見ていない宗そう司じはそう言った。

「面白いルールでしょう？」

「アハハハ、いいね、早く始めようっ！」

「なるほどサバイバル、」

「上等であるとリリスは判断します」

　しかし宗司以外の参加者は、正しくこのルールの真意を理解していた。

　ルール二と三が示す事実──要するに、これはじゃんけんの形を借りた殴り合いだ。

　グー（拳こぶし）、チョキ（目め潰つぶし）、パー（張り手）、を繰り出し、じゃんけんをして十本勝つか相手を倒してしまえば勝ち。

　普段は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵なれど、こういう場面ならば団結も厭いとわぬ一乃とキリカは互いに目配せをしてにやりと笑い頷うなずいた。

　対するリリスとリリスはあくまで静かに、しかし虹にじ色いろの瞳ひとみに強い光を宿す。

「さあ、始めましょうか」

　一乃が言う。四人の少女が火花を散らし、大きく腕を引く。

「じゃん──」

「けん──」

「ぽん──」

　がすっ！　ごすっ！　ばたん！

　最初の一手は、全員グーだった。

　そして、一乃とキリカはお互いを殴り倒して部室の床に崩れ落ちた。

　……不俱戴天の敵なれど、こういう場面ならば団結も厭わぬ一乃とキリカが、『ぽん』の一瞬前に、いきなり方向を変えて、互いをぶん殴った。

「ああなるほど、やっと本当の意味でルールが理解できた」

　何かを諦あきらめたような顔で宗司が首を振る。窓の外ではどこか白けた風が吹き、リリスですら床の二人を呆あきれたように見ていた。

　よろよろと、一乃とキリカは立ち上がる。

「何をするのよ、私とあなたは、同じチームのはずでしょう……」

「イチノこそ、躊ちゆう躇ちよなくこっちを殴ってきた、くせにぃ」

「さすがのリリスも少し驚いてしまいました、」

「あなたたちは頭が悪いのですか？」

「黙りなさい、白しろ崎さきリリス」

「気に入らないなー、一乃もそうだけど、リリスもやっぱり、気に入らないよー」

「所しよ詮せん、私たちはどこまで行っても敵でしかないようね」

　赤い瞳ひとみに炎を宿し、一いち乃のは音もなくジッポライターを取り出し握る。

「アハハハ、いいよいいよ、そういうのわかりやすくて好きだよっ！」

「いいでしょう。どうせいつかは、決着が必要なのです」

　一乃が、キリカが、リリスが、寒気がするような殺気を放つ。

　それは十六歳の、十七歳の、十三歳の少女が普通ならば持てるものではない。

　だが彼女たちは、普通の少女ではない。

『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一乃、『道化師の栄光バツドジヨーク』沢さわ村むらキリカ、『第一世界シユレデインガー』白しろ崎さきリリス。

　それぞれに背負った力と代償、即ち異能を持つ。

　悪の大魔王も、異世界からの侵略者も、千年前から世界の裏に潜んでいた謎なぞの組織も──この世界には何もない。

　一時の意味を求めるように、彼女たちは互いに戦いを渇かつ望ぼうする。

　そして宗そう司じは闘争の気配を察し、彼女たちの間に割り込み叫ぶ。

「やめろおまえら、どうせ殴るならおれを殴れ！　殴ってください！」

　どん引きされた。

　一瞬で教室の隅まで逃げた一乃たちは身を寄せ合い、怯おびえた顔で宗司を見ている。

「あ、あなた、そんな、まさかマゾヒズムに目覚めて…………」

「そんな、ソージは猫被かぶってるオレサマ系だと思ってたのにぃ」

「あ、兄さまが、リリスの兄さまがおかしくなってしまいました、」

「足りませんでしたか兄さま、リリスのご奉仕が足りませんでしたか兄さま」

「うん、ごめんね。エキサイトしてるおまえらに話を聞いてもらいたくて叫んだんだが、我ながら今のは酷ひどかった。本当は殴られたくありません」

「安心したわ。確かにあなたはちょっと類を見ないぐらいの鈍どん感かんへタレな駄目人間だけれど。変態ではなかったものね、一応、変態ではなかったものね」

「あれ、なんか凄すごく鋭い言葉のナイフが飛んできた気がするぞ」

「概おおむね間違ってないよねー」

「ええ、概ね正解だとリリスも思います」

「おれの味方はいないのか！」

　言葉のナイフの三倍返し。

　だが安心したというのも本当なのか、どん引いていた一乃たちは戻って来た。

「それでだ。夏休みのことなんだけどな、同好会は特に用事がなくても週三日ぐらい集あつまるってのでどうだ。リリスも旅行は無理だけどどっか遊びに行こうぜ。これでどうよ」

　戻ってきた一乃たちに折せつ衷ちゆう案あんを出し、宗司は順番に彼女たちの顔を見る。

「私は構わないわ。妥だ当とうなところでしょう」

　一乃は長い黒髪をかき上げると、腕組みをして頷うなずいた。

「うん、いいんじゃないかなっ、そんな感じで」

　にこにこと笑顔を浮かべたキリカが三度頷うなずく、大きな胸が小さく三度揺れた。

「兄さまの提案ならば、リリスは従います」

　最後にリリスが淡々と首しゆ肯こうした。

「決まりだな」

　珍しく、平和的に──多少、宗そう司じの犠牲があったことを除けば──話は纏まとまった。




　時間は流れ、夕刻の部室に一いち乃のとキリカが二人きりで残っていた。

　真紅に染まる部室で一乃は椅い子すに座り、キリカはテーブルに直接腰こしをかけていた。

　火の中にいるように、二人の姿も赤く染まっている。

「ねえキリカ、私、今からとてもみっともない発言をするわよ」

「わーお、それはとっても面白そうだねっ、どうぞー」

　一乃は赤い瞳ひとみを伏せて、小さく言う。

「宗司は、私たちのことをどう思っているのかしら」

　夕焼けの赤の中、キリカは青い瞳を細めて肩をすくめる。

「『友だち』だと思うよ。それ以上も以下もなく、だけどね」

「友人というのは、理由がなければ会わないものなの？」

「そんなの人それぞれだよ……まあ、用事もないし夏休みの活動は休みにしようなんて提案する人は、意外と、きっちり距離をとる人だとは思うけどねっ」

　テーブルの上に座るキリカはぷらぷらと脚を揺らす。

「……そう、それなら、あなたは宗司のことをどれぐらい知っているの？」

「沢山、って言いたいけど。残念ながらほんの少しだねー」

「私は全然よ」

「ふーん？」

「今日気がついたわ。笑えるぐらい、私は、宗司のことを、何も知らない」

「アハハハ、そんなもんだよっ。昔の私だって、ずっとそれに気付きもせずにソージソージって追い掛け回してたらしいんだからっ」

「…………何をにやにやとチェシャ猫みたいに笑っているのよ」

「んー、イチノって意外にナイーブなんだねっ」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　瞳を伏せた一乃がそっと、その長い黒髪をかき上げる。

「意外にもナイーブだったことを、今更自覚して動揺している少女」

　赤い夕焼けにも染まり切らない深い夜のような黒髪がしゃらりと揺れた。

　そんな一乃を見ていたキリカが大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

「わお、いつもの決め台詞ぜりふに全然キレがないよっ！」

「うるさいわね。だから言っているでしょう、動揺しているのよ」

　苛いら立だちを抑えるように、一いち乃のは何度も自分の黒髪を指で梳すく。

「笑えるわね、私、ここまで弱くはなかったはずだけれど」

　一乃は思い出す。

　ある夜に宗そう司じと出会い、異能とその代償を晒さらし、契約を結び──そして、こうなった。

「少し、しゃくに障さわるわ。同じ異能使いなのに宗司だけがあまりにも普通で、私が一方的に寄りかかっているようで」

「そんなの、ソージは気にしないよ。寄りかかられても、離れて行っちゃっても、全部、許してくれるよ。イイヒトだから」

　青い瞳ひとみに炎のように赤い夕陽を宿し、キリカは一乃の顔を見た。

　燃え盛るような赤の中で、一乃の瞳はさらに、煉れん獄ごくの炎のように赤かった。

「それが、一番、嫌よ」

「そだね、一番、嫌だ」

　彼女たちは、恋をしている。






日誌　二　夏休み前日の大掃除、が始まらない






　終業式が終わった。

　教室で夏休みの諸しよ注ちゆう意いを聞き、十時過ぎにはホームルームも終わり解散。

　同じクラスの一乃は、少し目を離した瞬間に教室内からいなくなっていた。

　こんな日に悩みを聞いて欲しいという生徒もおらず、宗司は恐らく一乃とキリカがいるだろうゲーム同好会の部室に向かう。

　明日から夏休みと学園全体が騒がしい中で、第三旧校舎だけはいつもどおり忘れられたように静かで、その廊下には宗司の足音がするだけだった。

「うーす、一応来た……あれ、誰だれもいない」

　ドアから室内を覗のぞき、呟つぶやく。

「だーれだ」

　不意に視界が閉ざされ背後から声がした。

　柔らかい手、甘い、ミルクに似た匂におい──背せ中なかに当たる、特大マシュマロの感触。

「……キ、キリカだな」

「ぴんぽーん、ソージラブー」

　背せ中なかに当たったマシュマロのせいで声が上ずってしまった。

　宗そう司じの視界を塞ふさいでいた手がそのまま肩にずれ、ひょいとキリカが頰ほおと頰をくっつけるように顎あごを乗せる。

「正解者にはキリカさんを一年分プレゼントだよっ」

「一年分か、そりゃ面倒くさそうだな」

「むー、ソージが冷たいよー」

　甘える猫のように、キリカが顎の下でぐりぐりと肩を押す。

「うぉおお……」

　肩のこりを揉もみほぐされているようで、少し、気持ちがいい。

「うにゃーん、ソージ、こってるねー」

　きらり、キリカの青い瞳ひとみが悪戯いたずらに輝く。

「ほーら、ぐりぐりー、ぐりぐりー」

　ぎゅっと体を寄せて、顎で器用に肩を押す。

「ちょ、おま、離れろ」

　宗司は忘れかけていた、背中に当たるキリカの胸の感触をうっかり思い出してしまう。

「いー、やー、にゃー」

「ああああ、こいつ猫っぽくなって性た質ちの悪さが増した気がする！」

　叫び、無理矢理キリカの体を引ひき剝はがす。

「ぶーぶー、こんなの、ただのマッサージなのにさっ！」

　ひょいと、キリカが宗司の前に回りこむ。

　カッターシャツの上にボタンを開けたベスト、二つに括くくった銀色の髪には白猫のヘアピンが乗っていた。

　夏休み前日だからだろう、手に持っていた通学鞄かばんがパンパンに膨ふくらんでいる。

「ソージ鈍いねっ、校舎を出たところから尾行してたのに気付かないんだもん」

　キリカは凄すごく楽しそうに笑って言う。

「学校にいるのに尾行されるなんて誰だれも思わねえだろ、普通に」

「……え？」

　呟つぶやくと、キリカははっとして両手で口を塞いだ。

「そ、そうだよね、学校で尾行されるなんてありえないよねっ」

「ちょっと待て、すげえ気になる反応なんだが！」

「気にしないで……本当に、何でもないんだから」

　青い瞳に僅わずかな悲しみを込めて、そっとキリカが顔を伏せた。

「何だよ、何があるんだよおれに！」

　宗そう司じはキリカの肩を摑つかんで、がくがくと揺さぶる。

　ゆっくりと、キリカは伏せたその顔を上げる。

「なーんにもないよ」

　満面の笑みだった。

「ちくしょう、騙だまされた！」

「『悪い冗談バツド・ジヨーク』、なんてね」

　キリカはケラケラと笑って、宗司の背せ中なかを叩たたきながら部室に入ってテーブルに着く。

　がりがりと頭をかいて、宗司は盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「本気で面倒くせえ、こいつ」

　そして自分もキリカに続いて部室に入ろうと──

「だーれだ」

「うぉおおおおおおおおおおおおおお！」

　再び視界が閉ざされて宗司は驚きのあまり叫びを上げて跳び上がった。

　おまけに腰こしを抜かして、そのまま床にへたり込む。

「……そこまで驚かれると大変不愉快になるわね。あなた、ヘタレで鈍どん感かんで優しさ大安売りに加えて臆おく病びよう者ものという称号まで欲しいの？」

　へたり込んだまま宗司は背後を振り返り見上げる。

　赤と桜色のセーラー服を着た一いち乃のが腕組みをして冷えた赤い瞳ひとみで見下ろしていた。

「いや、ちょ、ちょっと真剣に心臓に悪かったんだ」

「アハハハ、二回目だしね」

　テーブルに着いたキリカが言う。一乃は露ろ骨こつに不愉快そうに鼻を鳴らした。

「そう、大体何があったのか理解したわ。キリカと同レベルの行動をとってしまうなんて私の人生の汚点だわ」

「同レベル？　アハハハ、イチノってばカワイイこと言うねー」

　意味ありげに、キリカは少し尖とがらせた唇を指先で撫なでる。

「もっと、凄すごいことしたに、決まってるよ」

　色っぽいウインクを一つ。

　一乃の表情が引きつる。

「宗司！」

「ああ、びっくりし──うおっ、こ、こら落ち着け一乃、今度は何だ！」

　ようやく立ち上がった宗司の胸倉を、一乃が摑み上げた。

「キリカに何をされたのか言いなさい、そして祈りなさい、それが私の許容範囲であることを」

「何をされた、って、ええと……か、肩かた揉もみ、かな？」

「…………肩揉み？」

　宗そう司じの胸倉を摑つかんだまま、一いち乃のはキリカに視線を向けた。

　キリカは悪戯いたずら猫の顔でにやにやしていた。

「やってくれるじゃない」

　担がれたことに気付いたのか、一乃は舌打ちをすると宗司を解放しテーブルに着く。

「おまえら、実は結構同レベルだよな」

　遅れて、宗司も続いた。

　時刻が昼前である点を除けばいつものように三人がテーブルの周囲に集あつまる。

　そして、一乃が宗司とキリカの二人をちらと見てその場の口火を切った。

「教師に面倒ごとを押し付けられたわ」

「面倒ごと？　何だそりゃ？」

「イチノ、何したのさ」

「何もしてないわよ。いえ、何もしてないのが問題だったのだけれど」

　ふう、と小さく嘆息する。

「この第三旧校舎を使用しているのは、私たちゲーム同好会だけでしょう。だから大掃除をしろと言われたわ。まあ……教室の使用料と考えるしかなさそうね」

「なるほどね、大掃除ってのは部室だけか？」

「部室とトイレと廊下。余裕があれば他ほかの部屋もだけれど、最低限は最初の三箇所ね」

「んー、この部室だけなら三人でもすぐ終わりそうだし。今からやっちゃう？」

　キリカが携帯電話で時刻を──十一時を回ったところだ──確認し言った。

「いいんじゃね。廊下とかトイレは後回しってことにしてな」

「決まりね」

　珍しく素直に三人の意見が一致し、彼らは揃そろって席を立つ。

「よし、まずは荷物を出して……と、その前に道具取ってくるか？」

「そうね、なら私とキリカで掃除道具を取ってくるわ。宗司はとりあえずこのテーブル、外に出しておいてくれるかしら」

「ああ、任せろ」

　宗司は安請け合いし二人を見送った。

　そして後悔した。

「このテーブル重てええええええええ！　つうか、前にも同じことやって、同じこと言った気がする忘れてた！」

　三人が普段使っている部室の古いテーブルは、古びてはいるが質が良くかなり重い。それでも引き受けたのだからと、宗司は何とかテーブルを廊下に出す。

「ああ……手が痺しびれた。つうか、一いち乃の、あいつわかっててやらせやがったな」

　宗そう司じは盛大に溜ため息いきをつくとテーブルに座り、赤くなった手を振って痺れを取りながら一乃たちの帰りを待った。

「うわ……凄すごい、本当に一人であのテーブル外に出しちゃってるよっ！」

「言ったでしょう宗司になら出来るって」

　程なく、廊下の向こうから声がした。

　文句の一つでも言ってやろうと宗司はそちらを向く。

　手に手に箒ほうきやバケツを持って歩いてくる一乃とキリカの姿。

　二人は掃除に備え制服の上からエプロンを着け、髪を三さん角かく巾きんでまとめていた。

「……若奥様スタイルか」

「そうよ、あなた」

「アハハハ、そうだよダーリン！」

　小さな呟つぶやきを耳ざとく聞きつけたのか、宗司の前の二人がからかうように言った。

「やめろ、あなたとか、ダーリンとかそういうのは……恥ずかしいっての」

　照れくさそうに、宗司が視線を逸そらす。

「ふふっ、あなたってこういうのも好きだったの？　直接的にえっちぃ衣装も、間接的にえっちぃ衣装もいけるなんて宗司のエロス大王ぶりにも困ったものだわ」

「ちょっと待ってよイチノ……この格好って、別にえ、えっちくはないと思うよー？」

「わかっていないわね、宗司の脳内ではもう既に私たちは欲望の餌え食じきよ」

「おいこら待て、何が餌食だ」と、その声は続いたキリカの悲鳴にかき消される。

「イ、イチノ！　ソージの脳内で、私たち、どんなことされちゃってるのっ！」

「そう、まずは窓まど拭ふきをしている私を宗司がじっと見ているの」




＊随分久しぶりですが、ここから一乃さんの妄想です──

　少し背伸びをして窓を拭ふいていた一乃は、宗司の視線を感じて振り返る。

「何をそんなにじっと見ているのよ」

「いや、可愛かわいいなーと思って」

「なっ……ば、この馬ば鹿か！」

「なんだ照れてるのか？　顔真っ赤だぜ」

「くっ、そ、そんな冗談を言っている暇があるならさぼっていないで掃除をしなさい！」

「冗談？」

　一乃の赤い瞳ひとみをじっと見詰めたまま、宗司は窓辺に立つ一乃の傍そばに立つ。

「おれは冗談なんて言わない。今すぐ、おれだけのものにしたいぐらいだ」

「なななな、何を言ってるのよ。もう馬鹿、この馬鹿、顔が、近いわ…………だめ」

「可愛かわいいよ、一いち乃の」

　うろたえる一乃を、宗そう司じはそっと抱き締めて一乃の耳元に唇を寄せる。

「その恥ずかしそうな赤い頰ほおも、濡ぬれたルビーのような潤うるんだ瞳ひとみも、小さな唇も──濡れた鴉からすのような黒い髪も」

「やめなさい、そんな噓うそばっかり……んっ、耳に息が、あたって、んうっ」

「おまえが信じるまで、何度でも言ってやるさ」

　ぎゅっ、と宗司は両手に少し力をこめた。

「可愛いよ、一乃。今すぐ、おれのものにしたいぐらい」

「ああっ……もう、許して宗司…………」

　甘い吐息を漏らして、一乃は静かに目を閉じる。

　そして宗司は口元に酷こく薄はくな笑みを浮かべ、一乃を──


──ここまで、一乃さんの妄想でした。






「この後はあまりにもえっちぃので人様にはお見せできないため秘密にするわ」

「おれが別人ってレベルじゃねえぞ！」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　一乃は腕組みをして薄い胸を張った。












「強引に迫られるのも悪くないかもとちょっぴり思う、意外に受け身な部分もある少女」

「わからない……おまえがどういう人間なのか、未いまだによくわからない」

　桃色な妄想を披ひ露ろうしたくせに何な故ぜか自信満々な一いち乃のに向け、宗そう司じは疲れた声でぼやく。

　よくよく一乃を見れば、その首筋が微かすかに赤いことに気付いたかもしれない。

「は……はう、あう、あう」

　一方のキリカは顔面を熟れた林りん檎ごよりもはっきりと赤くしていた。

「み、水着とか下着姿ならともかく、制服の上にエプロンと三さん角かく巾きんだけなのに……ソージってば、そんな風になっちゃうんだ」

「なりませんよキリカさん！」

「大丈夫だよ、わたし、頑張るからっ！」

　青い瞳ひとみを少し潤うるませて、キリカは健けな気げにも笑顔を浮かべて宗司を見詰めた。

「戻って来いキリカ！　そんな覚悟は少しもいらねえから！　泣きそうな顔するな変な気分になる、ああもう、こいつら、本当に見た目だけは確実に可愛かわいいから性た質ち悪い！」

　ひとしきり嘆なげくと、宗司は気を取り直すようにぶんぶんと首を振る。

「頼むから掃除を始めようぜ、まだ何もしてないのに疲れた気分だ」

「そうね、このままではいつものように宗司遊びで一日終わりそうだもの」

「オッケー、じゃ、宗司遊びはこの辺にして掃除しよっか」

「……最近、玩具おもちや扱いに慣れてきたおれがいるよ」

「まずは、荷物を出すべきよね」

「宗司が廊下に出してくれたテーブルの上に積んでこうよっ」

「うわ、スルーされた」

　ともあれ掃除が始まり、三人は室内に散る。

　宗司は壁際に積んである種々のガラクタの一つを手に取った。

「……そういや、結局持ってきたけどろくに使わなかったな」

　ガラクタ、厳密には以前に三人が資料室（倉庫）から持ってきたゲームの類だ。

　駒こまがなかったり、駒だけだったりと色々あるが完全なものは一つもない。

「そもそも、ゲームしてないもんね」

　部屋の隅のカセットコンロを抱えて運ぶキリカが言った。

「最初はゲーム同好会らしいことをしてた気もするな、異能バトルポーカーとかありえねえ際きわ物ものもあったが……で、どうするこのゲームというかガラクタ、捨てるか？」

「置いておくべきだと思うわ」

　逆の隅で、着替えに使う布製の仕切りを畳みながら一乃が答えた。

「確かに限りなくガラクタだとは思うけれど、それすらなくなったら、本当にゲーム同好会の部屋だとは思えなくなるわよ」

「アイデンティティーの問題だねっ！」

「まあ、そんなところよ。所しよ詮せん、ゲーム同好会なんてただの見せ掛けだけれど、見せ掛けなら見せ掛けらしく、見せ掛けるぐらいはするべきでしょう」

　宗そう司じは一いち乃のを見たが、彼女の横顔は三さん角かく巾きんから零こぼれた長い黒髪に隠れて見えなかった。

「よくわからんが、おまえらがそう言うなら置いとくか」

　宗司はガラクタ改めアイデンティティーを部室の外、廊下へと運び出す。

　運びながら、一乃の言葉を胸中で繰り返す。

　見せ掛け──ゲーム同好会は見せ掛けだ。宗司と一乃が一緒にいる理由に過ぎない。

　一緒にいるのは契約で、一乃は言った──私にあなたを信じさせてと。

　契約は今も続いている。

「あいつ、おれのことどう思ってるんだ」

　ぽつりと呟つぶやいて、

「まあ、いいか」

　すぐに気にしないことにした。

　彼にとって、彼女たちは友人だ。ただの、友人だ。

　廊下に出したテーブルの上にガラクタを置き、宗司は部室へ戻る。

「『煉獄カサルテイリオ』の炎に、その魂までも焼き尽くされてしまうがいいわ」

「殺す、必ず殺す、キミは触れちゃいけない場所にふれたんだよ……」

　一乃とキリカが睨にらみ合っていた。

　若奥さまスタイルの一乃とキリカが、炎を宿す赤眼と刃やいばを宿す碧へき眼がんが、今にも互いの喉のど笛ぶえに嚙かみ付かんばかりの距離で睨み合っていた。

「ほんの少し目を離していた隙すきに何があったんだ！」

　長い黒髪を、輝く銀髪を揺らし、二人の女が宗司の方を見る。

「丁度良かったわ、宗司、この女を殺すから手伝いなさい」

「ソージ、ソージ、ちょっとこいつ殺すんだけど、一緒にやろっ」

「そんな『ちょっと買い物に付き合って頂戴』みたいなノリで悲惨な道連れを作ろうとするな、まず原因ぐらい話せ！　何でそこまでシリアスな展開になってるんだ！」

「それはこの女が──」

「だってイチノが──」

　宗司が慌てて二人の間に割って入ると、一乃とキリカが同時に叫んだ。

「この私に胸パッドを寄越すような無礼を働いたのよ！」

「何日か前にわたしが買って来たどら焼きをこっそり食べちゃったんだよっ！」

「……とりあえず、順番に細かい事情を頼む。既に脱力感でいっぱいだがな」

　一乃とキリカはちらと顔を見合わせ、すぐにそっぽを向いて鼻を鳴らした。

「いいわ、まずは私から説明しましょう。私は部屋の隅の更衣室代わりに使っている仕切りを外に運ぼうとしたわ」

「ああ、その辺は見てた」

「仕切りをどけるとその影に胸パッドが落ちていたの！　それも純粋に胸を大きく見せるためだけの偽乳よ！　おまけにマジックで一いち乃の専用とか書いてあるじゃない！　私の誇りに誓って、私はそんなもの使わないわ！」

「どうどう、一乃、まずは落ち着け」

「そして！　私はこんな嫌がらせをするのは一人だけだと思ってキリカを見たわ」

　因ちなみに丁度、宗そう司じがガラクタを出しに廊下へ出ていた頃ころだ。

「キリカは悪びれもせずに言ったわ、『胸の貧しい私へのプレゼントのつもりで持ってきたけれど渡すの忘れて気がついたらどっかいっちゃっててさー』とか勝ち誇りながら」

　思い出しても腹が立つのか、一乃は赤い瞳ひとみを吊つり上あげ乱暴に長い黒髪をかき上げた。

　その左手は強く胸パッドを握り締めている。

「ええと、じゃあ次、キリカ頼む」

「はーい。何日か前──夏休みは部活やるやらないって話した次の日ぐらいかな。ソージと一緒に食べようと思って、購買でどら焼き買ってきたの、覚えてる？」

「どら焼き？　ああ！　そういえば、どら焼きがないない言いながら、おまえが部室うろうろしてた日があったな」

「そうだよ、結局一日探しても見つからなくってさ、仕方なく諦あきらめたんだよっ」

　キリカは不満そうに唇を尖とがらせたかと思うと、きっと一乃を睨にらんだ。

「そしたらさっき、お茶を淹いれる薬や缶かんの下からどら焼きの包みが出て来て、まさかと思って一乃に聞いたら『そういえばそんなもの食べたような気もするわね』とかいけしゃあしゃあと言ってくれちゃったんだよっ！」

　だんっ、悔しげにキリカが地団駄を踏む。

「ありえないよ！　高校生にもなって他人のどら焼き勝手に食べちゃうなんて信じられないよ！　絶対、わたしを悔しがらせるための嫌がらせだよ！　死ねばいいのに！」

「なるほど、よくわかった」

　宗司は深く頷うなずき、そしてじろりと二人を見た。

「このアホアホコンビが！　心底くだらねえ理由で争ってんじゃねえ！」

「失礼ね、大切なことだわ！」

「そうだよ、購買のどら焼き七十円なのに美お味いしいんだよっ！」

「やかましい！　キリカ、後で購買行くぞ。どら焼き奢おごるから、それで機嫌直せ」

「んー、それならいいよっ、ソージも一緒に食べよっ！」

　にこっと、可愛かわいらしくキリカは笑った。

「ああ、一緒に食うか。で……ええと、一いち乃のなんだが」

　もごもごと、宗そう司じは言い辛づらそうに視線を逸そらす。

「その、胸の大きさ、とか、別にあんまり、気にしなくて……いいんじゃ、ないかな？　パッドがどうとか、そんな、気にしない、ぜ？」

　思春期男子にはやはり言及し辛い部分だ。

「……あなたは何もわかっていないわ。胸パッドがどれほどに女性の誇りを傷つけ、虚栄心を満たし、最後にはその心を抉えぐるような傷を与えるか」

「そんな大おお袈げ裟さな話なのか、それ」

「大袈裟……大袈裟では、ないわ、何な故ぜならこれは身体ではなく魂の問題なのだから！」

　淡々と語っていた一乃が、突如爆発した。

　一乃は宗司に詰め寄るやその左手を取り、胸パッドを無理矢理握らせる。

「いい、それが胸パッド、偽の乳！　そしてこれが──」

　次いで、宗司の右手を取り、それを、

「──これが、本物よ！」

　一乃は自分自身の胸に強く押し付けた。

「わかりなさい、この差異を。知りなさい、どれほど大きく見せようとも所しよ詮せんは欺ぎ瞞まんでしかないというこの現実を！」

　あまつさえ、一乃は宗司の手を上から押さえて自らの胸を、揉もませる。

「こっ、これは、この、柔らかさ、は」

　それは恐らく、今までに、経験したことのない感覚だった。

　宗司にはそれを形容する言葉も、比ひ喩ゆする言葉も見つからず、それがそういうものとしてただ柔らかい。

　右手だけに、全すべての意識が集中してしまっていた。

　それ以外の全てが白かった。

「魂が、理解したようね」

　満足気に、一乃は唇を吊つり上あげて……硬直した。

　次の瞬間、顔が真っ赤になった。

　自分が勢いに任せて何をしたのかようやく気付いたのだろう。

「そ、その、あんまり、大きくなくて、ご、ごめんなさい」

「い、いえ、こちら、こそ、その、ご馳ち走そうさま、で、す？」

　宗司と顔を真っ赤にした一乃が互いにぺこぺこと頭を下げる。

　こいつらは何を言っているのだろう。

　まだ微妙に正気じゃなかった。

　ついでにまだ宗司の右手は一乃の胸にあった。

「いつまでイチノの胸触ってるのさ！　ソージのバカァアアアアアアアアアアアア！」

　目の前の光景に耐えかねたのか、キリカが絶叫と共に手刀を放ち、一いち乃のの胸を触っている宗そう司じの右手を叩たたき落す。

「……あ、いや、すまん、何か離すタイミングを見失って」

「……宗司の馬ば鹿か」

　一乃は両腕を組んで胸元を隠し恥ずかしそうにそっぽを向く。三さん角かく巾きんから零こぼれた黒髪がしゃらりと流れ、赤く染まった首筋がちらと覗のぞいた。

　その赤さがまたひどく、宗司を落ち着かなくさせる。

「その、さっきのことは、忘れますので……ええと、ごめんなさい」

「いいのよ、忘れなくても。私の暴走なのだし、それぐらいは気にしない……というわけでもないのだけれど、あなたのことは嫌いではないし、その…………」

「いや、でも、やっぱりおれが悪かったと……」

　もじもじもじもじ、ぎくしゃくぎくしゃく──していると、

「ぬっがあああああああ！　わたしの目の前でイチャイチャするなっ！」

「イチャイチャなんてしてねえですよ！」

「イイイイイイイイチャイチャなんて、ししししししてないわよぅ……」

「それがイチャイチャしてるってんだぞこらああああああああああああああ！」

　ぶち切れてキャラ崩壊したキリカの背後に、虎とらの幻が見えそうだった。

　青い瞳ひとみは血走り、夏服の上にエプロンと三角巾の若奥さまスタイルの体が怒りにふるふると震えている。

「ソージのバカ、ソージのバカ、ソージのバカ！　こうなったら！」

　ぐわしと乱暴に自分のエプロンを引ひき剝はがし、羽織っていたベストを放ほうり投げ、カッターシャツの襟元を摑つかんでそのままいっきにボタンを引き千切ろうと手をかけた。

「待て待て待て、やめろ、それは絶対やばい！」

　慌てた宗司がキリカの手を摑んで止めるが、キリカはじたばたと激しく抵抗する。

「離してよ！　イチノの胸を触ったくせに、なんでわたしはだめなのさっ！」

「落ち着け、あれは半分事故みたいなものだから」

「そんな言い訳は聞きたくないよっ、さあ、男らしく直接触って揉もみしだいてよっ！」

「それは男らしさじゃなくて、雄らしさだ。くそっこいつの力すげえ、一乃、ちょっとキリカ止めるの手伝っ──部屋の隅でしゃがみこんで兎うさぎみたいに震えてるぅうう」

「落ち着きなさい森もり塚つか一乃、ちょっと胸を触られたぐらい何でもないわ。普段の言動と行動を思い出しなさい。あんなものは挨あい拶さつレベルだと……思えない、ああああああ、恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしいぃいいいいい！　うきゅううううううううう！」

「何でそんなに触るの嫌なのさ、そんなにイチノが良かったの？　イチノが好きなの？　いいよ、だったら絶対こっち向かせてやる。使える手は全部使ってキリカさんに夢中にさせてやる──手始めに食らえ『道化師の栄光バツドジヨーク』！　ネコミミでネコ尻尾しつぽで黒髪ロングなキリカさんに変身だよっ！」

「あああああああああああああああ、もう嫌だああああああああああ！」

　大掃除はどこへやら、ちっとも前進しない状況に宗そう司じは悲痛な声をあげた。






日誌　三　夏休み前日の大掃除、ようやく終わる






「……恐ろしく無駄な時間を過ごしたな」

「とうに、十二時を回ったわね」

「アハハハ……部室のお掃除、全然進んでないね」

　胸を触るだ触らないだので大騒ぎし、最終的に何な故ぜか一いち乃のとキリカが殴りあい、間に挟まれた宗司が頑張って止めた挙句──三人とも疲れて部室の床に寝転んでいた。

　制服や髪の毛が汚れるのも構わず大の字になって愛想のない天上を眺めている。

「争いって、虚むなしいわ」

「人生って何の意味があるんだろうね」

　一乃とキリカの二人は全すべてがどうでもよくなってしまったような遠い目をしていた。

　一乃はまだ若奥さまスタイルで三さん角かく巾きんとエプロンをつけていたが床に直接寝転んでいては意味がなく、長い黒髪が床の上に広がり窓からのそよ風でさらさらと揺れている。

　そしてキリカの方は、胸云うん々ぬんの時にエプロンも三角巾も夏服のベストも投げ捨てカッターシャツのボタンも上から二つ千切れた目に毒な姿だった。

「掃除、するか」

　無理矢理にやる気を奮い起こし、宗そう司じがのろのろと立ち上がる。

「面倒だわ」

「おなか減った」

　一いち乃のとキリカは相変わらず寝転んでいる。上からだとキリカの胸の谷間もそれを包む下着まで見えた……が、宗司も当のキリカも疲れているのでどうでもいいようだ。

「……やる気を根こそぎ奪うようなこと言うなよ」

　二人を見下ろす。まるで暑さにへたばった動物のようだった。

　床の上に広がる長い黒髪は、くたりとした銀色の髪は尻尾しつぽに似ていたかもしれない。

　赤と青のその瞳ひとみには力がなく、顔全体に面倒くさいと書いてあるようだった。

「仕方ない、助っ人呼ぶから寝てろ」

　死んだ魚のような目をした宗司は携帯電話を取り出し番号を呼び出しコールする。

「はい、どうしました兄さま」

　相手はワンコールで電話に出た。

「あー、今は家か？　悪いがちょっと頼みがあるんで部室まで来て欲しいんだが」

「自宅にいますが兄さまの頼みならば喜んで何ど処こへでも、それでどんな用事でしょう」

　それから宗司は細かい説明をして、電話を終えると床に座り込む。

「……どうしてリリスを呼ぶのよ」

　不機嫌そうな声がして、宗司がそちらを向くと寝転んだままの一乃とキリカ左右からじとっとした目で睨にらんでいた。

「部室の大掃除ぐらい終わらせねえと、明日から夏休みだってのにすっきりしないだろ」

「そういうことじゃないよ、ソージのバカ」

「むう？　確かに会員でもないリリスに掃除させるのは悪いと思うが」

　宗司が首を傾かしげる。一乃とキリカは盛大に溜ため息いきを吐ついてのろのろと立ち上がった。

「少し、身み繕づくろいしてくるわ」

　床に寝転び埃ほこりが絡んだ長い黒髪をかき上げ、赤と桜色のセーラー服のスカートを揺らして部室を出て行く。

「同じく、リリス来るならちょっと本気の格好してくるよー」

　脱ぎ捨てたエプロンその他を拾い、銀の髪を風になびかせキリカが一乃に続いた。

「よくわからんが、行ってらっしゃい……で、いいのか？」

　しばらくして戻ってきた二人は、暴れて乱れた若奥さまスタイルから、きっちりとした清潔な若奥さまスタイルに戻っている。

「さあ、敵を迎え撃つ準備は出来たわ。いつでも来なさい白しろ崎さきリリス」

　若奥さまスタイルの一いち乃のは、不敵にその唇を吊つり上あげた。

　赤と桜色のセーラー服には皺しわ一つなく、エプロンもまた洗いたてのような純白、三さん角かく巾きんでまとめた長い黒髪は艶つやめいて輝き、その顔はどこか冷たく凛りんと美しい。

「家事はリリスの得意分野──それでも、負けるつもりはないよっ！」

　自信たっぷりにキリカが笑う。夏服のベストは脱ぎ、エプロンは半分に折り腰こしから下だけにアレンジ、そして上二つボタンが千切れたカッターシャツをそのままに豊かな胸の谷間を覗のぞかせ一乃やリリスにはない健康的な色気を放っている。

　宗そう司じには理由がさっぱりだが、二人とも妙に気合が入っている。

「何な故ぜおれの妹が敵扱いされているんだ」

「敵と書いてライバルと読むわ」

「ライバルてなんだよ。つっても、リリスは家から来るんだから結構時間かかるぞ」

「ソージ、そういう台詞せりふをフラグって言うんだよ？」

「はあ？」

　宗司が怪け訝げんそうに言う。

　同時にガラリ、ドアが開いた。音に反応して宗司たちは一斉にそちらを向く。

「見透かされたようで不愉快ですが、」

「兄さまに呼ばれて飛び出て参上、素敵な妹リリスです」

　虹にじ色いろの瞳ひとみ、幼い顔立ちに小さなポニーテイル、胸元に青いリボンがついたペールオレンジのブラウス、その上にクリーム色のブレザーの見慣れた制服姿。

　何から何まで鏡合わせの少女──宗司の妹リリスが涼しい顔で現れた。

「いやいやいや、どう考えても速度的におかしいだろ……タクシーでも使った、とか？」

「そんな無駄遣いはしません、」

「リリスに備わる『兄さまエンジン』の力で空間を歪ゆがめショートカットしました」

「お、おれの妹が日に日に謎なぞのスキルを身につけていく」

「『兄さまエンジン』とは、」

「リリスの兄さまを想う気持ちを原動力とし物理法則を超越する不思議システムです」

「うん、お兄ちゃん何一つ納得できない」

「なるほど、それなら納得できるわ」

「うん、納得するしかない見事な説明だねっ」

「どうしてそれで納得できるんだおまえら！」

「あら知らないのかしら、乙女とは物理法則なんて簡単に超越する生命体なのよ？」

「乙女はいつからバトル漫画に出てきそうな超能力キャラの代名詞になったんだ！」

「そもそも軽い冗談だったのですが、」

「リリスは兄さまのそんな騙だまされやすい性格を愛しています」

「ありがとう、兄さんもそんな妹が大好きだ、よっ──！」

　いきなり、一いち乃のとキリカに足を踏まれ宗そう司じは声にならない悲鳴をあげる。

「この男は本当に……救いようのない馬ば鹿かだわ」

「ソージ、怒るよ？」

　一乃の赤い瞳ひとみが、キリカの青の瞳が、剣けん吞のんな輝きを浮かべていた。

「よくわかりませんが、ごめんなさい」

　宗司が反射的に謝る。

「ああ、こんな理不尽な女たちに囲まれて可哀かわい想そうな兄さま、」

「リリスなら兄さまにもっと優しくしてあげます」

　リリスとリリスは宗司を左右から挟む一乃とキリカに対たい峙じするように室内を進む。

　淡々と告げたリリスの顔に、一瞬、勝ち誇った笑みが浮かんでいた。

　それに一乃とキリカは気付き、宗司は気付かなかった。

「くっ、思った以上に厄介な相手ね」

　宗司の隣に立つ一乃が不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せて長い黒髪をかきあげた。

「むー、てりゃっ！」

　逆サイドのキリカがおもむろに宗司に抱きつく。

「っと、危な……キリカさん、色々当たってるので離れてくれませんか」

　具体的には胸とか乳とかそういう柔らかいものがわき腹に当たり、ぐにゅぐにゅと押し付けられて形が変わっていた。

「嫌だよっ、何かムカつくもんっ」

　べーっと、リリスに向かって舌を出す。

「この女、」

「少し乳が大きいからと調子に乗って」

「牛胸女とか死ねばいいと思うわ」一乃も呟つぶやく。

「今度は一乃とリリスが団結しやがった、何なんだおまえらは」

　ぼやき、宗司ははっと気付く。

「そうじゃねえよ！　大掃除のこと忘れかけてたじゃねえか！」

「あら、そういえば」

「あー、そういえばそんなものも」

「リリスが呼ばれた理由も、確か大掃除であったような気がします」

「誰だれ一ひと人り覚えてなかった……だと？」

「そのようです。さて兄さま、話を戻しまして大掃除ですが、」

「最低限この部室、最大限第三旧校舎全体、ということでしたね」

「ああ、そうだよ。無理はしなくていいぞ、最悪夏休みの間にゆっくりやるし」

「何を言います兄さま、」

「リリスが本気になればその程度の家事は一撃必殺です」

　リリスは挑発するようにちらりと虹にじ色いろの瞳ひとみを一いち乃のとキリカに向け、持参していた三さん角かく巾きんとエプロンを取り出し素早く着けた。

「どこぞの俄にわか仕込みでは太た刀ち打ちできない家事の冴さえ、」

「リリスがお見せしましょう」

　挑発されて黙っている二人でもなく、一乃とキリカはずいと一歩前に出た。

　赤い瞳が、青い瞳が、リリスとリリスの虹色の瞳を真正面から睨にらみ付ける。

「ふっ、俄かとは失礼ね。これでも一人暮らしは長いのよ」

「アハハハ、将来の夢はお嫁さんのこのわたし、花嫁修業なんて当然実行中だよっ」

「いいでしょう、それほどまでに自信があるのならば、」

「リリスと勝負しましょうか」

「いや、大掃除で何をどう勝負するんだよ」

　火花を散らし睨み合う女性陣の横で、宗そう司じがうんざりしたように額を搔かいている。

「当然、大掃除の手際よ。審査員は宗司、そして賞品も宗司よ」

「賞品？　ジュースでも奢おごればいいのか？」

「実は何も考えてないのでアイデアを募集します」

「はいっ！　ソージが勝者を後ろから抱き締めて『おれに捕まった可愛かわいい小鳥ちゃん。おれのためだけに素敵な声で鳴ないてごらん──上手に鳴けたら、蕩とろけるぐらいに甘いご褒美をあげるから』って囁ささやく。あ、『上手に鳴けたら』の部分で耳を軽く嚙かんでくれるとモアベターだねっ」

「台詞せりふ長っ！　演技指導細かっ！　しかもそれ賞品じゃなくておれへの罰ゲームだろ！」

　宗司は叫ぶ、一乃とリリスはぽっと頰ほおを染めている。

「録音して目覚ましに設定したいわ」

「リリスは大変やる気になりました、」

「世界を敵に回してでも勝者となるとこの燃える胸に誓います」

「故ゆえに先手を打ち、」

「リリスは大掃除を開始します」

　リリスとリリスは手を繫つなぎ、己が異能の名を呼んだ。

「鏡よ歪ゆがめ──、」

「狂いの境界『第一世界シユレデインガー』」

　繫がぬ手を虚空に伸ばし、その異能をもって呼び出した剣を握る。

　鏡の刃やいばを持つ一組の、鏡合わせのような一組の、細い剣を片手に握り、片手を繫ぐ。

「踊り狂い全すべて歪めよ、」

「『合わせ鏡の無限迷宮ラビリンス・オブ・デビルデビル』」

　呪じゆ文もんに似た言葉を紡つむぎ、二振りの鏡の剣をぶつけ合い、砕く。

　キラキラと、砕けた鏡の破片が舞い散る。

　そして鏡の剣はその力を顕現させる。

　その力は『複製』。

　鏡の破片の一つ一つから、サイズも物理法則も無視してリリスが現れる。

　増えたリリスは元のリリスと区別が付かず、服装──三さん角かく巾きんとエプロンまで同じ。

　二人四人六人──増えたリリスもまた、手を繫つなぎ、鏡の剣を呼び砕き、増える。

　部室が瞬く間に、身動きが取れなくなるほどの数のリリスで埋まる。

「うわ、めっちゃ増えやがった、こんな本気のリリス久しぶりに見た！」

「増えるのは知っていたけれど……ここまで増えるとは凄すさまじい能力ね」

「うっわー、実際に見たの初めてだけど、これだけ同じ顔が並んでると気持ち悪いね」

　一いち乃のとキリカすら驚いたような顔をしていた。

　剣の形、鏡の異能、『複製』の力──『第一世界シユレデインガー』

　三角巾とエプロンをつけたリリスの群れ。

「それでは、兄さまリリスは上階の掃除をします」

「それでは、兄さまリリスは廊下の掃除をします」












「それでは、兄さまリリスは資料室の掃除をします」

「それでは、兄さま──」

　リリスたちは口々に告げて、大半が部室を出て行った。

　それでも四人ほどのリリスが部室に残っている。

「本気すぎるだろリリス……家ならともかく、間違って誰だれか来たらどうするんだ」

「問題ありません兄さま、」

「リリスを四名ほど第三旧校舎周辺の見張りに当てています」

「頼もしいな」

　宗そう司じは感心しているような、困ったような顔で曖あい昧まいに頷うなずいた。

「それでは森もり塚つか一いち乃のに沢さわ村むらキリカ、リリスの家事能力の高さを、」

「どうぞごゆっくりご覧下さい」

　嫌味なほど丁寧に、四人のリリスが礼をする。

「ふふっ……上等よ。泣き喚わめいても許さない、地獄の底まで叩たたき落としてあげるわ」

「アハハハ、楽しい楽しい、大掃除の始まりだねー」

　静けさの中に炎を宿し、一乃たちもまたリリスの挑発に応じた。

「な……なんだ、この迫力は、大掃除ってこんな物騒なイベントだったか」

　気け圧おされ、後あと退ずさる宗司──一乃が、キリカが、リリスが一斉に振り向く。

「ひいっ！　何だかわからないけどごめんなさい！」

「宗司！　この私の若奥さまぶりをとくと見てなさい！」

「ソージ！　この大掃除でキリカさんの新たな魅力に気付いてもらうよっ！」

「兄さま、どうぞ全すべてリリスにお任せを」

　反射的に謝る宗司に向けて言うと、彼女たちは素早く部室に散り掃除を始める。

「邪魔よどきなさいリリス、その窓は私が拭ふくわ！」

「いいえ、どきません森塚一乃、窓拭きはこのリリスの仕事です」

　一乃とリリスがお互いの足を踏み合いながら窓を拭いていた。

「アハハハー、ゴミと一緒に箒ほうきで掃いてちりとりで捨てちゃうよっ」

「無意味です。リリスを一人排除したところで、次のリリスは無限にいます」

　ぶつかり合う牛のように、キリカとリリスが額をごつごつとぶつけながら床を掃く。

「……そうだ、うん、男子トイレの掃除でもしてこよう。それがいい」

　腰こしが抜けそうなほどびびらされた宗司は現実逃避気味に呟つぶやき、こそこそと教室を出た。




　三十分後、リリスの人海戦術の力もあり掃除は終わった。

　男子トイレの掃除をしていた宗司も、丁度それぐらいに部室に戻って来る。

「お疲れリリス、一乃とキリカも。ジュース買ってきたからこれで一息……どうしたおまえら、目が怖いぞ」

　部室に入るなり凄すごい目で睨にらまれた。

　横一列に並んで待ち構えていた四人は、三さん角かく巾きんもエプロンも外し制服姿に戻っている。

　因ちなみに、リリスは掃除が片付くといつのまにか二人に減っていた。

「あなた、いつの間に部室からいなくなっていたのよ」

　赤い瞳ひとみを吊つり上あげた一いち乃のが、腕組みをし仁王立ちしている。

「そーだよ、頑張ってたのにー」

　ぷう、と不機嫌そうにキリカは頰ほおを膨ふくらせる。

「兄さまの馬ば鹿か」

　じとっと、拗すねたリリスが睨んだ。

「その……男子トイレの掃除してました」

　じーーーーーーーっ、と、女性陣は宗そう司じを見詰めている。

「すいません、このジュースおれの奢おごりです。どうかこれで勘弁してください」

　何で謝らないといけないのだろうかと思いつつ。買ってきたジュースを差し出す。

「まあ、ありがたく貰もらってあげるわ」

「ありがと、ソージ」

　一人は素直でなく、一人は素直に缶ジュースを受け取り早速、ごくごくと飲み始めた。掃除で動いて喉のどが渇いていたのだろう。

「リリスもほら、会員でもないのに手伝わせて悪かったな」

「ありがとうございます、兄さま」

　リリスとリリスは受け取ると、ぺこりと頭を下げた。

「いやいや、無理言ったのこっちだからな」

　言いながら、頭の高さが丁度良かったので労ねぎらうようにリリスたちの頭を撫なでた。

　手つきは優しく、妹への気遣いに満ちて、公園の小リスを撫でるようだ。

「あの兄さま、何を……」

「いや、何となく。それにほら、頭撫でられるの好きだったろリリス」

「そんな小学生の頃ころの話を、」

「しないでください兄さま」

「去年まで小学生だっただろ、おまえら」

「それはそうですが……」

　口では文句を言っているが逃げもせず、リリスの頰は緩んで嬉うれしそうだった。

「気持ちいいです兄さま、」

「リリスはやっぱりこれ好きです」

「知ってるよ」

　ひどく、宗そう司じは優しい顔をしていた。

「……いいわね、あれ」

　ジュースを飲みながら、その光景を見ていた一いち乃のがぽつりと呟つぶやく。

「何となく、踏み込めないよね」

　キリカもまた、羨うらやましげに呟いた。

　しばらく、じっと二人は宗司がリリスの頭を撫なでるのを見ていた。

「ねえ、宗司……その」

　ちょんちょんと宗司の肩を指で突き、一乃が小さな声で呼んだ。

「ん、なんだ？」

　手を止めて、宗司は振り返る。

　リリスたちは手が止まっていても、ほわあっと幸せそうに余韻に浸ひたっている。

「えっと、その……ね」

　一乃とキリカは、何な故ぜか二人とも目を伏せ頰ほおを染めもじもじしていた。

　子犬か子猫みたいで、ちょっと可愛かわいい。

「私もその、お掃除頑張ったわよね」

「いや、おれは見てないんだが」

「頑張ったのよ！」

「待ってソージ、キリカさんも頑張ったよっ！　頑張ったんだよっ！」

「あ、ああ、頑張ったのか……お疲れ」

「お疲れさま、ではなくて、その……頑張ったのよ、だから、ええと、察しなさい！」

「何だその無茶な振り！」

「ああもう、ソージのバカ！　てりゃ！」

　鈍い宗司に苛いら々いらしたのか、キリカは少し頭を下げると宗司にぶつかっていく。

「む、ああ、なるほど！」

　要求をやっと察したのか、宗司はキリカの銀色の髪を柔らかく撫でる。

「う、うにゃあ……」

　とろん、とした声でキリカが鳴ないた。

「おまえもこれ、好きなのか？」

「にゃー」

　返事は猫語だったが、恐らく肯定だろうと宗司は思う。もしもキリカが本物の猫だったら、耳をぴくぴくさせて喉のどを鳴らしていただろう。

「くうう……沢さわ村むらキリカ、猫属性を手に入れて積極性がましたわね」

　リリスにもキリカにも先を越された一乃が悔しそうに唇を嚙かむ。

「おまえもやるか？」

「あなたがどうしてもと言うならば、撫なでられてあげてもいいわ！」

「すまん、嫌なら無理にとは」

「そう、そんなに撫でたいというならば、特別に撫でさせてあげましょう心を込めて私の頭をなでなでしなさい！」

「……そうすか」

　宗そう司じの声を搔かき消し叫び、一いち乃のはちょこんと頭を下げて宗司の前に進み出る。

「おまえは本当によくわからん奴だな」

　首を傾かしげながらも、丁寧に、長い黒髪を梳すくように宗司は撫でた。

「あなたが鈍いのよ、馬ば鹿か」

　呟つぶやきながら、横目でキリカを、リリスを見る。

　リリスは撫でられた余韻に浸ひたりほわっとしていて、キリカは撫でられながら日向ひなたぼっこをする猫のように無防備な顔をしている。

「まったく、安いものだわ」

　キリカもリリスも、少しの優しさで簡単に心地よくなって身を委ゆだねてしまう。

「私も、人のことは言えないかしら」

　一乃は目を閉じて、撫でる掌てのひらから伝わる甘い優しさに心を委ねた。

　とても、幸せそうに表情を緩めて。






日誌　四　線香花火






「ソージラブー、あとついでのイチノー、花火しようよ、花火！」

　夏休みのある日、用事もないがそう決めたから集あつまった日差しの強い午後だった。

　第三旧校舎の部室で一足先にやって来た宗司と一乃が、窓からの山風を浴びながらのんびりと紅茶を飲んでいたところに、大きな紙袋を抱えたキリカが銀の髪と──ついでにまあ、その豊かな胸部を揺らしながら飛び込んで来た。

「最近の花火って妙に安いんだねっ、つい沢山買ってきちゃったよ」

　どん、と一抱えも有るような紙袋をキリカはテーブルの上に置き、自分も椅い子すに座る。

　今日のキリカは見慣れたシャツにスカートの夏服で、ヘアピンを二つ色違いの朝顔を模したものをつけていた。

「花火か、そういやもうそんな季節だったな」

　いつもどおりにカッターシャツとスラックスの夏服姿の宗司は紙袋を覗のぞき込む。

　いわゆる花火セットが、いくつか突っ込んであった。

「凄すごい量ね」

　たわわなキリカの胸元を親の仇あだのような目で睨にらんでいた一いち乃のも、興味を惹ひかれたように紙袋を眺めている。

「でしょ。ちょっとやそっとじゃ遊びつくせないよ……ところでさイチノ、せめて夏場はその真っ黒なセーラー服やめて赤いのにしようよ。黒は見てるだけで暑苦しいもん」

「大きなお世話よ」

　夜のような長い黒髪に、黒のセーラー服と見事に黒尽くしの彼女は不愉快そうに眉まゆ根ねを寄せて腕組みをする。

「私は黒が好きなの」

　ちら、と一乃は目線を宗そう司じに向けた。宗司は花火セットを一つ取り出し眺めながら、何気ない仕草で紅茶を口に含み……

「だから、下着も黒」

　ぶほあっ！

　宗司が盛大に紅茶を吹いた。

「げほっ、げほっげほっ、がほっ……ぐ、お、おいこら、一乃」

　むせて、げほげほと咳せきをしていた宗司は立ち直ると一乃を睨んだ。

　一乃は涼しい顔をして、長い黒髪をかきあげる。

「わざとだけれど、何か問題があって？」

「うわっ、開き直った。最悪だよっ！」

「ぐううう、毎度毎度律儀に反応する上に免疫のできない自分が憎い！」

　言いながら、宗司はハンカチを取り出し口元と吹いた紅茶を拭ふき取っていく。

「毎度毎度律儀に反応する、免疫のないあなたがとっても可愛かわいくて嫌いじゃないわよ」

「十六歳男子生徒に可愛いって形容は結構傷つくんでやめてくれませんかね」

「んー、ごめんねソージ、イチノと同意見」

「おまえらとは一度、話し合う必要が有りそうだな、本気で……」

「文脈から読み取るに、ベッドの上でお話し合いがしたい、と？」

「捻ねじ曲まがった読み方すんな！」

「えっと、じゃあソージ流のデートのお誘いかなっ？」

「それで誘われてくれる女がいたら是非見せてくれ」

「はい、ここに一人いるわ」

「はいはーい、もう一人」

「おまえら、こんなんで誘われるなよ！」

「そう、私は森もり塚つか一乃、十六歳」

　ふわりと一乃は長い黒髪をかき上げる。淡い花の香りが僅わずかに流れる。

「鉄壁のガードを誇るも一度内側に踏み込まれると意外にちょろい少女、攻略難易度は上の下ぐらい」

「……微妙な難易度だな」

「気をつけなさい、一つ選択肢を間違えると刺されるわよ」

「難易度激高じゃねえか！」

　叫ぶ宗そう司じ、そしてひっそりとキリカが席を立ち足音を忍ばせ進み、

「因ちなみにキリカさんの難易度は中の上、構ってくれないと嚙かみ付いちゃうよーだっ！」

　がばり、後ろから宗司に抱きついた。

「うわっ、おまえいつのまに」

「アハハハ、ソージが叫んでる間にかなっ」

　むぎゅっー、キリカが腕に力を入れる。

　宗司の首筋を包む何か柔らかい感触、頰ほおに触れた銀の髪から甘いミルクの香りがした。

「うにゃーうにゃー」

　猫のように鳴なきながら、キリカが顎あごを肩に乗せてぐりぐりする。

「うおおおお」

　気持ちよくて、思わず変なところから声が出る。

　首筋にあたる柔らかい感触は極上の枕まくらのように宗司の精神を解ほぐし、たまらない。

　何が嬉うれしいのか、キリカは青い瞳ひとみをきらきらと輝かせてごろごろと喉のどを鳴らす。

「にゃははー」

「あぁぁあ……これは、効く、って──やばっ！」

　猫モードに入ったキリカの顎ぐりぐりに気持ちよくなる宗司だったが、今はまだ黙ってみている一いち乃のの赤い瞳が吊つり上あがっていることに気付いた。

　警戒色だ。

　放ほうっておけば間違いなく一乃の怒りは爆発する。宗司は慌ててキリカの腕を振り解ほどく。

「うにゃん！」

「ありがとうっ、もう充分だから、できれば離れて席に戻ってゆっくり紅茶でも飲めばいいんじゃないかなって、おまえの紅茶ないな、待ってろ、すぐ淹いれる！」

「ソージ、微妙に台詞せりふ変だよ」

「気のせいさ！」

　きらり、無駄に歯を光らせ宗司はダッシュで紅茶を淹れ、キリカの前に置いた。

「あ、ありがとソージ」

「どういたしましてお姫さま！」

　またも無駄に歯を光らせ、宗司も花火の入った紙袋が置いてあるテーブルに席に戻る。

「ん？」

　一いち乃のの姿がなかった。

「動いては駄目よ」

　囁ささやくような声と共に、今度は一乃が背後から抱きついて来る。

　宗そう司じの首筋に薄い胸が、さらさらの長い黒髪が触れ淡い花の香りに包まれる。

「なんで、おまえ、ま、でおおおおおお」

　キリカがしたように、宗司の肩に顎あごを乗せて一乃がぐりぐりした。

「これ、面白いわね」

「でしょでしょ」

　ぽつりと一乃が呟つぶやき、キリカが悪戯いたずら猫の顔で微笑ほほえんだ。

「くふぉあぁ、一乃、こら、やめ、は、はなしぇ」

「あらあら、呂ろ律れつが回ってないわよ。そんなに気持ちいいのかしら」

　基本は肩かた揉もみだ。気持ちよくないはずがない。

　また絶対にわざとやっているのだろうが、一乃は宗司の耳の中に息を吹き込むようにして喋しやべるので、背筋がぞくぞくした。

「えっちぃわね」

「なにがふぁ、こら、話してる最中にぐりぐりするな！」

「ふふっ、可愛かわいいわよ」

　興が乗った一乃は、ますます熱心に宗司の肩を顎でぐりぐりと揉もんでいく。

「ふぉおおおお」

　宗司は何度も変な声をあげてしまい、それがまた一乃をそそり行為に熱が篭こもる。

　まるで永久機関だ。

「むー、うにゃにゃー。一乃ー、一緒にやろっか、わたし左肩っ！」

　見ているうちにうずうずしたらしきキリカが青い瞳ひとみを輝かせ言い出す。

「…………いいわよ、宗司がどんな風になるのか見てみたいわ」

　しばし迷ったようだが、結局一乃は頷うなずいた。

「なん……だと……」

　このままでは堕落すると宗司の脳髄が警告を発する。

「うおりゃあああああああああ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、宗司は強引に立ち上がった。

　引っ張られた一乃はぺたりと宗司の背せ中なかに体がくっつき、ぽっと赤く頰ほおを染める。

「…………あっ」

　頰を染めた一乃が、驚いたようにぴょこんと離れて胸を押さえた。

「一乃離れ、ん、どうした？」

　宗司が、そしてキリカも怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「別に、なんでもなく、そのあなたの背せ中なかが、意外に広く……もう、何でもないわよ！」

　怒鳴り、一いち乃のは赤い顔のまま自分の席に戻りカップに残っていた紅茶を飲み干した。

「むー、むーむー、ソージー、何か一乃にだけ甘くないー？」

「何だよそれは、ああもう、花火の話をしてたのに、何でこうなるんだ」

　席に戻りながら、宗そう司じはテーブルの上の花火を見てぼやく。

「あなたを見ると、つい、こうなってしまうのよね。からかいたくなる、と言うか、弄もてあそびたくなる、可愛かわいがりたくなる……どれもしっくりしないわね」

「だいじょーぶだよイチノ、そーいうときは『万能メイド理論』で解決だよっ」

「初めて聞く理論ね、説明を頂戴」

「何でだろうな、おれは説明されても理解できない予感がする」

　二人の視線がキリカに向かう。キリカはにこっと笑って口を開く。

「全すべては『ご主人さまへのご奉仕』の一言で解決、これが『万能メイド理論』だよっ」

「うん、予想通り僕には理解できなかった」

「なるほど、そういうことね」

「理解してらっしゃるんですか一乃さん！」

「まさにメイド的コペルニクス的転換。宗司で遊ぶのも、宗司を弄ぶのも、宗司に対する『ご奉仕』、宗司が潜在意識で望むからこそ私たちはそれをしていると考えるのね」

「潜在意識とか言い出したら何でもありじゃねえか！」

「素晴らしいわ沢さわ村むらキリカ、メイド服を脱いでもメイドの魂を忘れないその心意気」

「アハハハッ、任せてよ、キリカさんだってメイドについて勉強してるんだからっ」

　えっへんとばかりに、キリカがぽよよんと豊かな胸を張った。

「なんでこいつら当然のように自分をメイドだと思ってるんだ。メイドのコスプレは何回もしてたけどそれだけだろうに」

　宗司は一人で頭を抱えている。

「おれがおかしいのか、おれ以外の全てがおかしいのか……」

「さて恒例のメイドネタもやったことだし、花火に戻りましょうか」

「花火は場所が問題だよね。公園とかでやってるとお巡りさん来ちゃうし」

「何事もなかったかのように話を戻してるんじゃねえよ！」

「はいはい、後で新作のえっちぃメイド服を着てあげるから機嫌直しなさい」

「おれがメイドを求めてるみたいに言うな……いやもういいよ。おれが悪かったよ、花火だな確かに場所は困ったな」

「場所なら、そこでいいじゃない」

　赤い瞳ひとみで、一乃が窓の外──第三旧校舎の校舎裏を指す。

　丁度、開け放たれていた窓から少し強い風が吹き、一乃の長い黒髪が風になびいた。

「外っておまえ、学校でやる気か？」

「それはさすがに無理がないかな」

　同じく風に、キリカの二つに括くくった銀髪が猫の耳のようにぱたぱた跳ねていた。

「ふふっ、まあ私に任せなさい」

　なびく黒髪を手で押さえ、一いち乃のはゆっくりと立ち上がり部室を出て行く。

「……どうするつもりだ、あいつ？」

「さあ？　とりあえず紅茶でも飲みながら待ってよっか」

　そしてお互い二杯ほど紅茶を飲み終えた頃ころ、一乃が戻ってきた。

「許可を取ってきたわよ、大型の、打ち上げのような花火以外なら構わないそうよ」

「マジか……どんな手品だ」

「さすがに、びっくりだよ」

　二人は呆あきれた顔をしていたが、一乃は誇るように唇を吊つり上あげて腕組みをする。

「と、いうことで、今夜二十時、部室に集合ね」

「わかった」

「了解、そうと決まったら──じゃあね、また夜にっ！」

「あら？　随分と急ぐ──しまった、そういうことね！　待ちなさい！」

　挨あい拶さつもそこそこにキリカが席を立って走り去り、一乃が即座にその後に続いた。

　二人は脚を大きく上げ、黒いセーラー服の、ブレザーのスカートを揺らして走る。

　銀の髪が、長い黒髪が宗そう司じの前を風のように通り過ぎていく。

　少し遅れて、甘いミルクと淡い花の香りがした。

「……何だあいつら、そこまで急がんでもいいだろうに」

　女性には色々と準備があると、宗司はいまいち理解していなかった。




　宗司は部室の戸締りをすると一度家に戻り、リリスに今夜出かける旨むねを伝える。

「て、ことでリリス。今夜ちょっと同好会の連中と花火するから出かけるんで、戸締りには気をつけてくれ。後、あんまり夜更かしするなよ」

「わかりました、兄さま、」

「全くの偶然ですが、リリスは突然今夜外出することにしました」

「全くの偶然で花火をしているところにリリスが、」

「現れるかもしれませんが、気になさらないで下さい」

「ああうん、一緒に花火したいなら素直にそう言え」

　参加者が増えて、その夜。

　時刻は二十時の五分前、ゲーム同好会部室のある第三旧校舎の外に、制服姿（一応、学校に行くのだからそうした）の宗司だけがいた。

　妹のリリスと一緒に出かけるつもりだったのだが、出掛けに掛かってきた電話に出るやリリスが少し遅れると言い出したので宗そう司じは本当に一人きりだ。

「……よし、まあ、こんなもんか」

　部室から花火の詰まった紙袋を引っ張り出し、水を汲くんだバケツに点火用の蠟ろう燭そくを用意して他ほかの面子めんつを待つ。

　夜の学園はしんと静まり、聞こえるのは冷たい山風とすぐ傍そばに立つ木々から届く僅わずかな虫の声だけだった。

　夜空には朧おぼろ月づきが浮かび、硝子がらすの欠片かけらをちりばめたように星が輝いていた。

「…………」

　手が届きそうなその星を見上げ、宗司は第三旧校舎の壁に背せ中なかを預けて静かに佇たたずむ。

　夜の静けさがそうするのか、その時の白しろ崎さき宗司はとても、遠い存在に見えた。

「……宗司、よね？」

　問いかけるような声がする。

「おれが他の誰だれに見えるよ」

　苦笑混じりに答え、宗司はそちらを向く。

　束つかの間見えたその遠さは、陽炎かげろうのように消える。

　数歩先に、どこか安あん堵どしたような顔で浴衣姿の一いち乃のが立っていた。

「へえ……」

　思わず、宗司は感嘆の声を漏らす。

　黒の浴衣に、蝶ちようが舞っていた。

　しっとりとした長い黒髪、赤い瞳ひとみに白い肌、黒と蝶がしっとりと一乃を彩る。

　朧月から注ぐ月光すら彼女のために誂あつらえたように、その輪郭を淡く照らしていた。

「似合うかしら？」

　半月の唇を僅かに緩めて、一乃が小首を傾かしげる。

　夜の山風が吹き、長い黒髪がしゃらりとなびき、宗司は微かすかに淡い花の香りを嗅かぐ。

　可愛かわいいとは言えない、しかし、綺き麗れいだった。

「ああ……似合うよ」

　それこそ見み惚とれるほどに。

「ありがとう……でも、あまりじっと見られると、恥ずかしいわね」

　そう言いながらも、一乃はしゃなりと腰こしを揺らす。

　長い黒髪がはらりと揺れて、白い首筋はちらりと覗のぞく。

「いや、その、すまん」

　一乃の浴衣姿は妙に色っぽく、宗司は落ち着かなさそうに口ごもる。

「ふふっ」

　浴衣の袖そでで口元を隠し、一いち乃のは艶つやっぽい流し目をどぎまぎしている宗そう司じに向ける。

　その赤い瞳ひとみは、誘うように妖あやしく、媚こびるように甘く、

「ねえ宗司──」

　口付けをねだるように、一乃は宗司の肩に腕を回して顔を寄せる。

「もっと、私を見て」

　吐息が触れるほどの近くで、ほんの一瞬、一乃が悲しそうに微笑ほほえんだ。

　どきり、宗司の心臓が鳴る。

　しかし全すべては刹せつ那な、一乃は夜のように静かに身を引き遠ざかる。

「私、許可をくれた先生に挨あい拶さつをしてくるわ。他ほかの連中の相手はお願いね」

　ふわり、一乃は蝶ちようの羽のように浴衣の裾すそを翻し歩いて行く。

「ああ、そういやそうだな。悪い頼んだ」

「任せなさい。ゲーム同好会を作った人間として、それぐらいはやるわ」

　一乃の姿が消えても、宗司は何となく一乃が去っていった方を見ていた。

　ざり、と逆方向から砂を踏む音がした。

「っと、今度はキリカ……おまえも浴衣か」

「イエスだよ！　ねねねソージ、似合う？　キリカさんの浴衣姿どう？」

　猫さんだった。薄桃色の浴衣の中に、デフォルメされた猫が何匹も住んでいる。

　胸がたゆんと大きいせいで、浴衣の胸元の猫だけが変に歪ゆがんでいるのはご愛あい嬌きようか。

　銀の髪にも猫のヘアピン、手には同じ生地の小さな巾きん着ちやくとひたすらに猫尽くしだ。あんまりにも猫だらけで、二つに括くくった髪型が本物のネコミミのように見えてしまった。

「えへへー、ほーらソージ、くるくるー」

　真夏の太陽のような笑顔で銀髪猫娘、ではなくキリカが両手を広げてくるくる回る。

　小さな巾着が、薄桃色の浴衣の上で猫たちも一緒にくるくると回る。

　一乃とは逆方向に可愛かわいらしく、傍そばにいるだけで、奇妙に心が穏やかだった。

　無む邪じや気きな仕草がどこまでも可愛らしく、微笑ましい。

　宗司は我知らず微笑んでいて、キリカの傍に行く。

「どうかしたの、ソージ」

　回るのを止めて、キリカがきょとんと首を傾かしげる。

「ああいや、猫みたいで可愛いなと思って」

「うにゃん！」

　ぼんっ、とキリカの顔が真っ赤になった。

「ほーれキリカ猫ー、顎あごの下ごろごろー」

　からかうように、宗司は指先でキリカの顎の下を撫なでる。

　意外に、宗司も猫モードのキリカを気に入っているのかもしれない。

「ふにゃー、やめてよソージー、ふにぃー、んにぃー、って花火が始まる前に満足しちゃいそうだよっ！」

　凄すごい勢いで蕩とろけていったキリカは、思い出したように我に返る。

「ははっ、すまんすまん。つい面白くて」

「ソージのバカー、頰ほっぺたがほてほてだよ、一いち乃のにこんな顔見られるの嫌だし、ちょっと顔洗ってくるっ」

　林りん檎ごみたいになった自分の頰を両手で隠しながら、キリカがぱたぱたと第三旧校舎の方へと小走りに駆けて行く。

「やれやれ……さてと、後はリリスだけだし、電話してみるか」

　ポケットに突っ込んだ携帯を取り出そうとすると、丁度そのリリスが姿を見せた。

「お待たせしました兄さま、」

「その…………どう、でしょうか浴衣」

　やはりリリスも浴衣を着ていた。一緒に出かける予定だったのに、急に先に行けと言われた理由はこれかと、宗そう司じは今更のように納得する。

「いや、何か凄く久しぶりに見た……つうか、リリス」

　目のやり場に困り、宗司は少し視線を逸そらす。

　リリスの浴衣は花柄模様のちょっと子どもっぽいデザインで似合ってはいるのだが……丈が、大分、短かった。膝ひざの少し上ぐらいのミニ丈な浴衣だった。

「お兄ちゃんの記憶が確かならその浴衣、小学生の頃ころのじゃ」

「……はい、急だったのでこれしかなく、慌てて裾すそ直しをしました、」

「布地が足りずミニ浴衣になりましたが、これはこれで可愛かわいいのでいいかなと、リリスは若干の開き直りを込めてこの場に来ました」

　いつも淡々としているリリスが珍しく恥ずかしそうに頰を染めていた。

　開き直ったと言うも、やはり丈が気になるのか、たまに裾を引っ張り足を隠している。

　が、その動きが逆に目を惹ひく。

「落ち着けおれ、リリスは妹だ、妹だからな」

　ぶつぶつと自分に言い聞かせながらも宗司はつい、リリスの脚──ちらちら見える太ふと腿ももと膝に視線を吸い寄せられる。

　何だか妙にいけないことをしている気分になる。

「う、うん、確かに可愛いとは思うよ。可愛いんだが……」

　やっぱりリリスの太腿が気になるのか、視線は剝むき出だしの脚に釘くぎ付づけだった。

「あ、あの兄さま、」

「脚ばかり見られると、そのリリスは、その、少し恥ずかしいのです」

　見られるリリスの顔はますます赤くなりもじもじと内うち股また気味に脚をくねらせる。

　視線を誤ご魔ま化かそうとする動作が、一々宗そう司じの目を惹ひいて完全に逆効果だ。

「あっ、うっ、いや、すまん、別に、変な意味じゃなくて、やっぱり気になるというか」

「参考までにお聞きしたのですが、」

「兄さまはその、脚が、好きなのでしょうか？」

「リリスは頑張って、」

「普段から脚を見せたら、兄さまは嬉うれしいですか？」

「いや嬉しくない」

　宗司は物もの凄すごく真面目まじめな顔をした。

「女の子があんまり露出度高い格好するもんじゃありません…………まあ、おれとか女同士とかそういう場面まで五月蝿うるさく言わないけどな」

「兄さま、」

「リリスは嬉しいです」

　頰ほおを赤く染めたリリスが、はにかんで微笑ほほえみかける。

　さくらんぼの赤い実のように可か憐れんな微笑みだった。

「いや、まあ我ながら口うるさいような、おっさん臭いような、あんまり気にするな」

　宗司は頰を搔かきながら口の中でもごもごと呟つぶやく。

「しかし……我が妹ながら、可愛かわいくなったなあ」












「あわ、あわわわわわ、あの、兄さま、」

「あ、ありがとうごじゃ、ございます」

「うえっ、聞こえてた！　待って聞こえなかったことにして、お兄ちゃん恥ずかしい！」

「それは嫌です！」

「なにぃ、リリスが珍しくきっぱりと返事をしただとぉ！」

「とりあえず、その辺りにしておきなさい」

「そうだよ、見てるこっちが恥ずかしくなっちゃうよ」

「お、おお、一いち乃のキリカ、良いところで戻ってきてくれた！」

　挨あい拶さつと洗顔で姿を消していた二人が、いつの間にか戻って来ていた。

　揃そろって、呆あきれたような少し羨うらやましそうな顔で宗そう司じとリリスを見ていた。

「……凄すごいわね、救いの女神を見たような顔をしているわ」

　口元を袖そでで隠しながら、黒と蝶ちようの浴衣の一乃が言う。

「最初から、順番に浴衣を見せるって話しだっただけなのにねっ」

　薄桃色に猫さん模様の浴衣のキリカが大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

「順番？」

「折角なので、兄さまにそれぞれの浴衣姿を堪たん能のうしてもらおうと、」

「そんな気遣いで順番に登場しました」

　花柄のミニ浴衣のリリスが淡々と告げる。

「因ちなみに、順番はじゃんけんで決めたわ」

「よくわからんが、おれに気を遣っていただいたようで、ありがとうございます」

　素直にぺこりと宗司は頭を下げ、改めてそれぞれの浴衣を眺めた。

　妖よう艶えんに色気を醸かもす一乃。

　無む邪じや気きに可愛かわいく猫さんなキリカ。

　短い丈に恥じらう可か憐れんなリリス。

「あれ、もしかしておれ、凄く幸せな状況にいるんじゃね？」

「……宗司、あなた馬ば鹿かだわ」

「……ソージのバーカ」

「……兄さまは馬鹿です」

「ちょっと幸せを感じた途端にこれですよ。女の人って恐いですね」

「さてと、前置きが長くなったけれど花火を始めましょうか」

「アハハハ、何だかソージに浴衣姿を見せるのがメインみたいだったけどね」

「ある意味でそちらがメインで間違えていないと、」

「リリスは判断します」

　宗司を軽くスルーして、女性陣が壁際に置かれていた紙袋から花火を取り出し適当に選んで手に取った。

　一つ溜ため息いきを吐つき、宗そう司じはバケツの水がちゃんとあることを確認し、花火点火用の蠟ろう燭そくに火を点けようとする。

「あ、悪い、一いち乃のライター貸してくれ」

「いいわよ、はい」

　と、懐からジッポライターを取り出し宗司に渡した。

「サンキュ……」ジッポライターが妙に生暖かい。

「胸の谷間に収めていたの」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ、一乃、ナイスジョークだぜ」

「どうして即座に噓うそだと思ったのか、非常に気になるわね」

「それは言わぬが華だろガール」

「アメリカ人喋しやべりは不愉快だからやめなさい、抉えぐるわよ」

「すいません調子に乗りました！」

　阿あ呆ほうな会話をしつつ、宗司は蠟燭に火を点けて一乃にジッポライターを返す。

「さて、花火を始める前に、おまえたちに言っておくことがある」

　早速、蠟燭で花火に火を点けようとしていた女性陣は動きを止めて、宗司を見た。

　こほん、咳せき払ばらいをして宗司ははっきりと告げる。

「花火を人に向けてはいけません！」

　返事は、盛大な舌打ちと、一乃キリカリリスが揃そろって顔を背そむける音だった。

「ふぅ、仕方ないわね。普通に花火を楽しみましょうか」

「打ち上げとか、大きなのがダメで花火合戦も禁止かー、ちょっと残念だよっ」

「兄さまがそう言われるのでしたら、仕方ありません」

　全く、宗司にしては珍しく気が効いた言葉だ。

　一乃たちは多少不満そうながらも、素直に賛同し適当な花火を取り蠟燭に近づけた。

　彼女たちの手の中で、バチバチと手を立てて花火が咲く。

「…………わあ」

　誰だれともなく盛らした感嘆の声、校舎裏に漂う僅わずかな火薬の匂におい、色とりどりの火花が夜の闇やみの中に散っていく。

　比例するように、花火を静かに見詰める一乃たちの瞳ひとみもきらきらと──まるで歳相応に、ただの幸せな少女のように輝きだす。

「これだけでも、夜中に学校まで来た甲か斐いはあったな」

　宗司はひどく優しい顔で、そんな、彼女たちを見詰めていた。




　もっとも、一乃たちが大人しかったのは最初だけだ。

　色々と花火をやるうちにテンションがあがって結局は……

「ねねね、ソージ、見て見てー、ほらー、花火をこうやって六本持ってぐるぐるー」

「おー、すごい、けど熱っ！　火花めっちゃおれに飛んでる！　熱っ！」

「アハハハハハハ！　ソージほらほらー」

「おれの被害全力で無視っすか！　うわ、おま、髪が燃え、うおおおっ」

「アハハハハハハ、ソージ燃えろー、アハハハハハ！」

　キリカが右と左に三本ずつ花火を持って、くるくる回る。

　赤、青、黄、色とりどりの火花が夜の中に無数の螺ら旋せんを描くのは確かに綺き麗れいで、それをするキリカの笑顔は日ひ溜だまりで遊ぶ猫のように無む邪じや気きで可愛かわいらしい。

　が、基本、宗そう司じの被害は無視された。




「兄さま。この沢山入ってる輪っかは何でしょうか、」

「ハズレですか？」

「いや、ハズレじゃなくてネズミ花火だ、やったことなかったか？　火を点けて地面にぽい、って、リリス、待て──」

「点火して、地面にぽい、ですね」

　宗司が止める間もなく、リリスとリリスは十数個のネズミ花火全部に火を点けて、自分の足元に放ほうり投げた。

　十数個のネズミ花火が一斉に赤い火花を吹き上げ、リリスの足元で勢い良く走り回る。

「あっ、あわわわわわあ！　こ、これは何ということでしょうか、」

「こ、これがネズミ花火なのですね、リリスは驚きです」

　不規則な軌道を描くネズミ花火が足元をちょろちょろと動き回り、リリスとリリスはミニ丈浴衣の裾すそを押さえて、ぴょこぴょこと跳ねてネズミ花火を避よけ続ける。

「だ、大丈夫かリリス！」

「はい、兄さま、」

「リリスはこんな面白い花火があるとは知りませんでした！」

「……はい？」

「花火とは見て楽しむものだと思っていましたが、」

「まさかこのように反射神経を使い楽しむものがあるとは、侮あなどれません！」

　よく見たら、リリスは普段の三倍ぐらい楽しそうだった。と、言っても元が無表情なリリスのことだ、見慣れている宗司にしかわからないぐらいの差でもある。

「うん、それ絶対ネズミ花火の楽しみ方じゃないけど、お兄ちゃんあえて何も言わない」




「ん？　どうした一いち乃の、おまえは花火をしない──花火を食ってるぅううううう！」

「安物の花火はだめね、美お味いしくないわ」

「美う味まい不ま味ずい以前に花火を食うな、火薬だぞ」

「ふふっ、夏の夜に私の『煉獄カサルテイリオ』──火ひ喰くいが疼うずいたのよ」

「むう？　要するに、何となく食べてみたってことか……腹を壊しても知らんぞ」

「……ちょっと待ちなさい。あなた、私の代償のこと忘れてないでしょうね」

「代償？　あー、あー、あー、そういやあったな。最近その手の話が出なかったから忘れてたぜ。あれって火薬食べても平気なんだ…………ところで一いち乃のさん、何な故ぜおもむろにドラゴン花火（直径十センチほどの大型花火）を僕に向けたのでしょうか。それは手に持ってやる花火ではありませんよ？」

「私の秘密を『そういやあったな』程度にしたその度胸、素晴らしいわ」

「うわあ、すっげえ笑顔だ。超怖い、マジすいません」

「あら、人語を解す珍しい猿が何かほざいているわね」

「人間ですよ、僕は人間ですよ！」

「ほら、火を点けたわよ……せいぜい、逃げなさい！」

「うぎゃあああ、マジでやりやがった、鬼だこいつ！」

　逃げ出す宗そう司じ、噴出す火花、火を吹くドラゴン。

　バチバチと燃える火に照らされた一乃が、怖い笑みを浮かべて高笑いを上げる。

「──まったく愉快ね、宗司が塵ゴ芥ミのようだわ！」

　そして騒々しく華々しく、花火の時間は流れて行く。




「最後は、やっぱりこれか？」

　大量の花火をあらかたやり尽くして、宗司は袋の底に残っていた線香花火を取り出す。

「あら、いいじゃない」

「誰だれのが最後まで残ってるか、競争したりするよね」

「この面子めんつでそれをすると、」

「平和に終わらないと推測するので、賛同しません」

　そして線香花火に火を点ければ、誰もが自然と口を閉ざした。

　パチ、パチと、夜の中に小さな灯りが弾はじける音だけが鳴る。

　キラキラと、キラキラと、儚はかない火花が夜をほんの一瞬照らしては消える。

　光が、夜よ闇やみに吸い込まれて……ただ寂せきと沈む。

　その静かさが、きっと恐らく人の心を捉とらえるのだ。

「綺き麗れいね」

　全すべての線香花火が終わったその瞬間、一乃の声がした。






日誌　五　白崎家に集いし者たち






　何の用事もない夏休みの一日、夕食前の気だるい時刻の白崎家。

　シャツにジーンズと寛くつろいだ姿で、宗そう司じはのんびりとリビングダイニングキッチン（キッチンとダイニングが一体化した部屋）のソファーに座り、スイカを齧かじっていた。

　リビング側にはテーブルを挟んで向かい合うよう三人掛けのソファーが二つ、やはりテーブルを挟んで一人用のソファーとテレビがあった。

　あまり物は置かない主義なのか、キッチン側寄りに食器棚がある他ほかは壁掛け時計がある程度……何な故ぜか、部屋の片隅にはダンボールが四つほど置いてある。

　エアコンの効いた室内はともかく、窓の外は随分と暑そうで時刻的には夕方だが、夏場の太陽は昼間と変わらず照り付けていた。

「兄さま、今日の夕食は、」

「何にしましょうか」

　キッチン側からリリスとリリスがそう訊きいた。

　背せ中なかに『西瓜すいか魂』と墨書風に書かれたＴシャツにフリルのついたミニスカートを着て、その上に白いエプロンの姿、いつものようにリボンで小さなポニーテイルを作っている。

「んー、そうだな。リリスの作る料理は何でも美う味まいから迷うな」

　冷蔵庫に何が残っていたかと思いつつ宗司が立ち上がると、不意にチャイムが鳴った。

「誰だれか来たのでしょうか、」

「来客の予定はありませんでした」

「じゃ、おれが見てくるよ。セールスとかなら面倒だしな」

「ありがとうございます、兄さま」

　リリスに軽く手を振り、宗司は誰が来たのかと見に行く。

　ドアの覗のぞき窓から確認すれば、見知った人間の見慣れぬ姿があった。

　人形のように端整な顔立ちと長い黒髪と赤い瞳ひとみの少女、要するに一いち乃のがいた。

　日ひ除よけの麦むぎ藁わら帽子、黒のキャミソールと黒いスカート、やっぱり黒いニーソックスと見事に黒ずくめな私服姿で、手には紙袋を持っている。

「前に見舞いに来てもらって以来か？　珍しいな一乃」

「べ、別にあなたの顔が見たくなって来たわけじゃないんだからね」

「棒読みでわけのわからんことを言うな」

「ふむ、ツンデレはあなたの好みではないのかしら。まあいいわ、これお土産ね」

　言って一いち乃のは宗そう司じに紙袋を押し付けると、しゃらりと長い黒髪をかきあげた。

　淡い花の香りに混ざって、わずかに汗の匂におい。一乃をよく見れば薄っすらと汗を搔かいている。暑い中を歩いてここまで来たのだと宗司にもわかった。

「土産？　まあ、とにかくあがれよ、暑かっただろ。スイカあるから食べてけ」

「気が利いているのね。ご褒美に、このマニア垂すい涎ぜんの黒いニーソックスで踏んであげましょうか？　夏場で少々蒸れてるから超マニアなあなたでも満足できると思うわよ」

「帰れ」

「冗談よ、お邪魔するわ」

「……どうぞ、いらっしゃい」

　リビングまでの短い廊下を、帽子を小こ脇わきに抱えた一乃と歩く。

「そういや、土産って、なんだこれ？」

　宗司は押し付けられた紙袋のことを一乃に訊きいた。

「大家族用高級和牛十人前セット、福引の二等があたったの」

「十人前とはまた豪気な……福引？　えっ、おまえが？」

「私だって福引ぐらいするわよ…………だから、そんな逆さ倒立してシェイクスピアを暗あん誦しようする猿を見るような目はやめなさい」

「すまん。おまえの生活感溢あふれる台詞せりふって、何か妙な違い和わ感かんがあってな」

「あなた、今度一日ゆっくりと私の生活を見せてあげるわ。恥ずかしいところから恥ずかしいところまでたっぷりと見て、私に対する印象を改めなさい」

「恥ずかしくない部分はないんですか！」

「深い理由はないのだけれど、あなたが私の生活を観察する時に限って私はえっちぃ衣装を着て過ごす習慣があるのよ」

「それはひょっとして、おれの理性への挑戦か？」

「ふふっ、だとしたらどうするのかしらね」

「逃げます！　自分へタレっすから！　と、そこのソファーに座っといてくれ」

　リビングに入り、宗司は一乃をソファーの方へ案内して、キッチン側のリリスへ大家族用高級和牛十人前セットを持っていく。

「リリス。一乃が肉くれたぞ、しかもお高い奴……」

「わざわざありがとうございます、」

「早速、今日の夕食に使わせて貰もらいます」

　キッチン側にいるエプロン姿のリリスたちが、一乃を見ながらぺこりと頭を下げた。

　宗司はリリスの手元にじっと視線を注いで訊く。

「……なあ、リリス、何で二人して包丁握り締めてんの？」

「武器です、」

「投げてよし、刺してよし、斬きってよしです」

「包丁を調理以外に使っちゃいけません！　お兄ちゃんとの約束だよ！」

「わかりました、兄さま、」

「然しからば、フライパンを鈍器として有効活用したいと思います」

「対人武器から離れなさい！　はいこれ、一いち乃のから貰もらった肉」

「なんということでしょうとリリスは驚いています、」

「本当にかなり質のよい肉に、リリスのテンションは思わず上がります」

　無理矢理押し付けるように渡された紙袋を覗のぞき込み、リリスはやはり淡々と言う。

　何気なくリリスを眺めていた一乃は不思議そうに首を傾かしげた。

「ねえ、リリスのどこがどうテンション上がっているのかしら」

「いや、こんなに嬉うれしそうなリリスは久しぶりに見たぞ」

「私にはいつもの鉄面皮にしか見えないわ」

「いや、こう顔つきとかがテンション上がってるな、と」

「その通りです、森もり塚つか一乃、」

「リリスは意外にも表情豊かなのです」

　リリスとリリスは無表情に淡々と告げた。

「とりあえず、私には理解できないということが理解できたわ」

　一乃は何か不条理なものを見たように嘆息し、ソファーに体を預けた。

「おっと、スイカスイカ」

　宗そう司じは冷蔵庫の中から半分に切りラップをかけたスイカを出した、同時にまたピンポンとチャイムが鳴る。

「またか。悪いリリス、そのスイカ切っといてくれ」

「わかりました兄さま、しかしリリスは悪い予感がします」

「奇遇ね、私もだわ」

「おいおい、揃そろって何の冗談だよ」

　肩をすくめて宗司はまたリビングを出る。

　訪ねて来た誰だれかは子どものように、ピンポンピンポンとチャイムを連射しうるさい。

「ああ、もう誰が来たか大体わかった」

　宗司は相手を確認もせずドアを開ける、予想どおりの人物がそこにいた。

「キリカ、うぜえ、そしてうるせえ、チャイム連射すんな」

「やほー、ソージラブー。会いたくなったから遊びに来ちゃったよっ！　しかもとっても素敵なお土産つきだよっ！」

　ブルーのキャミソールに剝むき出だしの足が眩まぶしいホットパンツ、銀の髪には珍しくヘアピンがなく、代わりにツバのない帽子を被かぶっている。

　露出度は高めながらも健康的な格好だ。ブルーのキャミソールを大きく押し上げるたわわな二つの膨ふくらみと剝むき出だしの太ふと腿ももは眩まぶしく見慣れた宗そう司じですらドキリとさせられた。

「んっ……こほん、で、お土産ってのはそれのことか？」

　咳せき払ばらいして、宗司はキリカが両手で抱えた大きな発泡スチロールの箱の事を訊きく。

「これはね、じゃーん、種類忘れたけど、何か北海道の蟹かにだよっ！」

「アバウトだなおい！　あ、でも確かにこれは美う味まそうな蟹だ」

　キリカが蓋ふたを開ければ、なるほど、見事な蟹が六匹ほどまだ生きて動いている。

「アハハハ、ソージと一緒に食べようと思って持ってきちゃったっ！」

　無む邪じや気きな笑顔で嬉うれし気に言われては、宗司も文句がつけ難がたい。

　一いち乃のと同じく、暑い中を歩いて来てくれたのだろう。キリカの息は微かすかに乱れ、甘いミルクの匂においに混ざって汗の匂いがした。これでは邪険にできない。

「とりあえず入れよ。スイカあるから食え」

「わお、スイカ！　いいね、夏はやっぱりスイカだよね」

　蟹を受け取り、宗司はキリカをリビングに連れて行く。

「おーいリリスに一乃、キリカも来たぞ」

　途端に、一乃がキリカがリリスが揃そろって嫌そうに舌打ちをした。

「…………リリスはともかく、なんで一乃までいるのさ」

「それはわたしの台詞せりふよ、どうして福引で当てた高級和牛を持ってきて、ホルスタインもびっくりの牛胸を見る破目になるのかしら」

　忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せて、一乃はキリカの胸を睨にらみつけている。

「うわ一乃が福引とか、似合わないにもほどがあるよ。キャラクター考えようよ」

　キリカが帽子を脱いで大おお袈げ裟さに肩をすくめると、ふよんと少し胸が揺れた。

　キャミソール一枚と薄着のせいで、ただでさえ目を引く胸がますます強調されている。

　リリスですら思うところがあるのか、妙にじとっとした目でキリカの胸を見ていた。

　敵意溢あふれる同性の視線に、キリカは指先で帽子を回しつつ、むしろ見せ付けるようにゆさゆさと胸を揺らす。

「勝手に成長して困っちゃうよー、この前測ったらまたちょっと大きくなってたさっ！」

　一乃と、そしてリリスに走る戦せん慄りつ。

「ぐぬぬぬぬう、まだ成長している、ですって生意気な」

「…………大丈夫です、リリスはまだ十三歳、」

「これから育ちます、これから」

　一乃の強く握った拳こぶしがぷるぷると、いや、体の全すべてが打ち震えている。

　リリスの方は自分に言い聞かせるように、ぺたんと平たい胸を掌てのひらで撫なでていた。

「アハハハ、もー、肩が凝って大変だよー、まー、一乃たちにはわかんないかなー」

「へえ、大変そうだな。後で揉もんでやろうか？」

　胸のサイズ争いに関係のない宗そう司じは蟹かにをキッチン側に運びながら暢気のんきに口を開く。

「胸を？」

「肩だよ！」

「胸でもオッケーだよー？　ソージだけの特別サービスだねっ！　今なら何と、キリカさん本人がおまけでついてきまーす」

「どう考えてもおまけがメインじゃねえか」

　怒ったのか照れたのか、顔を赤くした宗司が蟹の入った発泡スチロールを流しに置く。

「ああ、スイカ切ってくれたんだな。ありがとうリリス」

　そして今度はリリスが八つ切りにしたスイカ（半分の八つ切りなので、計四切れ）を載せた大皿とスプーンを持ってリビング側に戻った。

　キリカはテーブルを挟み一いち乃のの真正面に座っていた。

　二人とも三人掛けのソファーにいるので、宗司は少し迷い一人掛けのソファーに腰こしを下ろしてテーブルにスイカの大皿を置く。

「遠慮なく食べてくれ、余ってるんだ」

「そう、ありがとう」

「ありがとソージ」

　一乃はスプーンに手を伸ばし、キリカはスイカそのものに手を伸ばす。

　何となく、宗司は二人がスイカを食べるところを眺める。

　一乃はあくまで上品に、アイスクリームでも掬すくうようにスイカを掬い赤い唇の中にスプーンを入れる。スイカの味が気に入ったのか、一乃がほんの一瞬赤い瞳ひとみを細めた。

　キリカはと言うと、ほとんど子どもみたいに満面の笑みでスイカに齧かじりついていた。見ている方が気持ちよくなるような、見事な食べっぷりだ。

「うん、甘くて美お味いしいね」

「ええ、悪くないわ」

「ありがとうよ、まあ確かに美う味まいんだよ……美味いんだけどな」

　スイカを見ながら、宗司は何とも弱々しく溜ため息いきを吐ついた。

「……ねえ宗司、少し気になっていたのだけれど、あそこのダンボールはもしかして？」

　一乃が、ふと、リビングの隅に置かれた四箱のダンボールを目線で指す。

「うわ、本当だ。何あれ？」

「……全部、スイカだ。うちの駄目親父おやじが、『夏バテ対策に食っとけ』とかふざけたメッセージと一緒に送ってきやがった。スイカ以外にも、何か怪しい外国の食い物とかもあるぞ」

　因ちなみに、リリスの着ている『西瓜すいか魂』Ｔシャツも同封されていたものだ。

「ユニークなお父さまね」

「そういえば、宗そう司じのお父さんって見たことないね」

「見ない方がいいだろうな……」

「兄さま、少しいいですか」

「ん、何だリリス？」キッチン側のリリスに向き直る。

「森もり塚つか一いち乃のの和牛と沢さわ村むらキリカの蟹かに、どちらを夕食のメインにしましょう」

　リリスとリリスが、片手に和牛、片手に蟹を持って宗司に問うた。

「んー、正直どっちでもいいな……どっちも美う味まそうだし」

　この一言が、宗司の首を絞めた。

「──ッ！」

　ぎらりと赤い瞳ひとみを輝かせた一乃は長い黒髪を全すべて無理矢理後ろに流し、スプーンを捨てるやスイカに直接かじりつく。

「あっ──！」

　一瞬遅れて、キリカもスイカにかぶりついた。

　あっという間にスイカを食べつくした二人は、ソファーを蹴けり飛ばすような勢いでキッチン側へと突進しリリスの持っていた和牛と蟹を奪い取る。

　無論、一乃は和牛で、キリカが蟹だ。

「リリス、フライパンを貸しなさい！」

「わかりました森塚一乃、一緒に塩と胡こ椒しようも用意します」

「リリス、お鍋なべ貸して、大きいの、とにかく大きいの！」

「茹ゆで蟹ですか。わかりました、リリスは家で一番大きな鍋を取ってきます」

「え……あれ？　あの、皆さん？」

　ぎゅん、凄すさまじい速度で一乃とキリカとリリスが宗司を見る。

　妙な圧力を感じて、宗司の腰こしが自然と逃げた。

「あ……いえ、何でもないです」

「なら少し待ちなさい、美お味いしいステーキをあなたに食べさせてあげるわ」

「なら少し待っててね、最高の茹で蟹を持って行ってあげる」

「兄さま、ご自分の不用意な発言のせいです諦あきらめてください、」

「素敵な食材にテンションの上がったリリスは止める気になれません」

　エプロン姿のリリスが慰めるように言って背を向ける。

「いや、全部使うのは勿もつ体たい無ない……あ、誰だれも聞いてませんね」

　背中に『西瓜すいか魂』と大きく書かれた、リリスのＴシャツを見送り宗司は首を振った。

　そしてしばらく、料理に熱中した女性陣に宗司は忘れ去られる。

　肉は焼くだけ、蟹は茹でるだけ、単純そうに見えるのは料理が不得手な宗司だからだろう。一乃とキリカ、そしてリリスですらいがみ合うことを忘れて食材を見詰めていた。

　仕方なく、宗そう司じは大皿に残っていた、そして若干食べ飽きたスイカを口に運ぶ。

「美う味まいんだけどさ……量を考えろよクソ親父おやじ」

　文句を言いつつもしっかり大皿を空にして、またしばらくキッチン側で料理をする一いち乃のたちを眺めていた。

「まあ……いらない子も、たまにはいいか」

　一乃と、キリカと、リリスにリリス。仲の良さそうな彼女たちの姿を宗司はスイカを食べながら静かに見守っていた。




　やがて窓の外が夕焼けに染まる頃ころ、料理が出来上がった。

「待たせたわね」

「いんや、夕食には丁度良い時間だろ」

　一乃たちが晩ばん餐さんを載せた皿を次々とリビング側のテーブルに並べていく。

　フォークやナイフ、コップなども一緒に並べられ、テーブルの上は瞬く間に夕食に相応ふさわしい品々で埋め尽くされる。

「高級和牛のステーキ、大雑把にレアな感じよ。味付けは塩胡こ椒しよう。熱いうちににどうぞ」

「こっちは北海道産の蟹かに、シンプルに茹ゆでただけ。もうちょっと冷めたら食べてね」

　食欲をそそる肉と脂あぶらの香り、表面には焦げ目がついているのに、側面は微かすかにまだ赤みが残っている。

　蟹はまだ湯ゆ気げを立て、赤い殻も鮮やかにどこか海の匂においがした。

　何とも豪華な夕食だ。

　宗司は変わらず一人用ソファーに、一乃とリリス、キリカとリリスがそれぞれ別のソファーに向かい合い座る。

　一乃、リリス、宗司、リリス、キリカという並びでテーブルを囲んでいた。

　テーブルを埋めるステーキも蟹も文句なしに美味そうだ……問題は、

「どうして一度に全部料理するんだ！」

「勢いね」

「ノリかなっ」

「リリスこのアホアホコンビをどうして止めてくれな……テンション、上がってたのか」

「はい、兄さま、」

「途中でこれは少々多い気がしたのですが、つい」

「明らかに多いな、まあ、食うか……確かに美味そうだ」

「そうなさい。まずはステーキからどうぞ」

「だねー、蟹はもうちょっと冷まさないとだし」

「箸はし休やすめにスイカも用意していますので、」

「必要ならリリスに言ってください」

「スイカを箸はし休やすめにする日が来るとは思わなかったな」

　軽く苦笑をしつつ、宗そう司じは手を合わす。

「それじゃ、いただきます」

　一いち乃のたちも宗司の後に続きそれぞれにナイフとフォークを手に取った。

　すっ、と柔らかい肉をナイフで切りフォークに刺して口に運ぶ。

「…………うわ、すげえ」

　溶けるような、と、喩たとえるのがぴったりだった。

　塩と胡こ椒しようで引き立てられた濃厚な肉と脂あぶらの味がすっと舌に染み込んでいく。

「ふふっ、福引を当てた私に感謝なさい」

　上品な仕草でフォークを口元に運ぶ一乃の頰ほおは心なしか緩み、柔らかい表情になっていた。ステーキの味が気に入ったのか、宗司の反応に満足したのか、あるいはその両方なのかもしれない。

「ううううううううう」

　満足気な一乃とは対称的に、対面のキリカが泣き声に似た声で呻うめいた。

「悔しいよー、イチノの持ってきたお肉なのに凄すごく美お味いしいよー」

「嫌なら食べなくて結構よ。牛胸が牛肉を食べる共食いシーンなんて、私としても見たいわけではないもの」

　ステーキを口に運びながら一乃は軽く肩をすくめた。長い黒髪がふわりと揺れたが、いつもの淡い花の香りはしなかった。と、いうか、ステーキの匂においがした。

「くううううう、お肉が美味しい分、一乃が三倍むかつくよっ！」

「こんな時ぐらい普通に食えよ。食材に罪はねえぞ」

「そうだよねっ！　お肉に罪はないもんねっ！　イチノが触ったからってお肉が毒になるわけじゃないもんねっ！」

　ぱあっと顔を輝かせ、キリカはその健けん啖たん振りをいかんなく発揮する。

「人を毒と病の塊のように言ったわりに、良く食べるのね」

「アハハハ、沢山食べて、笑って、眠って、これが成長する秘ひ訣けつだよっ！」

　一乃の嫌味を物ともせず、キリカは凄く幸せそうにぱくぱくとステーキを食べ進む。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしいわ」

　言いながらも、さり気なく一乃の赤い瞳ひとみはじっとキリカの豊かな胸を見ていた。

　なるほど、確かにキリカは成長している。

「……」一乃は無言で自分の胸を見下ろすと、おもむろに次のステーキに手を伸ばした。

　何な故ぜかその食事ペースは上がっている。

　因ちなみにキリカは既に三皿目に突入していた。

　一いち乃のは追うように二皿目に入るが残りの三人、特にリリスはあまり食べていない。

　元々食が細いのだろうリリスとリリスの皿には半分ほどのステーキが残っている。

　そのリリスがつんつんと小さな指で宗そう司じの肩を突き、口を開く。

「あの、兄さま、半分ほどお肉を食べてくれないでしょうか、」

「リリスには少し多いです。蟹かにもありますし」

「ん？　ああ、別にいいぞ」

「ありがとうございます、兄さま」

「それでは」

　ステーキが半分残った皿を手にリリスとリリスが腰こしを浮かし身を乗り出す。

　じっと虹にじ色いろの瞳ひとみで宗司を見詰め、ステーキを一切れ宗司の口元に運ぶ。

「はい、兄さま、リリスが食べさせてあげますので」

「あーんをしてください」

　その声に一乃とキリカが凄すごい勢いで反応し、宗司の方を見る。

「やられたわね、小食の少女による『食べきれないから少し食べて』攻撃、さしたる道具も衣装も使わず強力に可愛かわいいさアピールを……」

「くうう、ステーキの美お味いしさに夢中になってた隙すきをつかれたよっ！」

　一乃とキリカは小さく呟つぶやくと、獲物を狙ねらう獣のように息を殺した。

　宗司はそんな二人の変化に気付かず、素直にリリスたちのあーんを受け入れる。

「はいはい、あーんだな」

「ではまずリリスから」

　右のリリスの差し出したステーキをぱくりと食べる。

　最初に宗司が食べたものより、少し火の通りが強く肉を食べている感触があった。

「美味しいですか、兄さま」

「ああ、美う味まいよ」

「嬉うれしいです」

　リリスがほんの少し頰ほおを緩めて微笑ほほえみを浮かべる。

　あーんされるのは恥ずかしいが、思わず悪くないと思ってしまう。

「それでは、次はリリスです」

「ん、あーん」

　左のリリスにステーキを食べさせてもらう。これは最初に食べたものに近かった。

「美味しいですか、兄さま」

「ああ、勿もち論ろん。こっちも美味い」

「リリスは嬉しいです、が、兄さま、」

「そのあーんに慣れた態度は何なのでしょうか」

「ひょっとして、リリス以外にあーんされた経験があるのですか兄さま、」

「リリスはとても、とても気になります」

　一瞬、獲物の巣穴を探る獣のようにリリスの虹にじ色いろの瞳ひとみが鋭く輝いた。

　しかし、当の獲物はそれに気付かず素直に答える。

「ん、ああ、一いち乃のとかキリカに何度か」

「どうやら、リリスは遅れをとっていたようです、」

「ならばリリスはもっと大胆に、一歩先へ行きます」

　リリスたちが、ぐっと強く拳こぶしを握る。

「すなわち、」

「口移しです、兄さま」

「リリス落ち着け、それはさすがにヤバイ！」

　しかしリリスとリリスは聞く耳持たず、ステーキを一切れ口に咥くわえた。

　その瞬間、息を殺し機を狙ねらっていた一乃とキリカが動き出す。

「──リリスのマークが緩んだ」

「今だねっ──」

　一乃とキリカがステーキを一つフォークに刺し、リリスを押しのけるようにして宗そう司じの方へと手を伸ばす。

「宗司、急に少し食べきれない気がしたから私の分も食べなさい！」

「ソージ、おなかいっぱいだから半分食べてっ！」

　押しのけられたリリスとリリスが虹色の瞳を見開く。

「くうっ、リリスとしたことが失策です、」

「まだです、リリスは諦あきらめてはいけません」

「兄さま、もう一口、」

「リリスのを食べてください！」

「え？　ちょ、ま、待て」

　ほんの数瞬の間に、ずいずいずいずいと、一乃キリカリリスが宗司の前で顔を並べてステーキを一切れ刺したフォークを突き出している。

「宗司、まさか私の申し出を断りはしないわよね」

「ソージ、キリカさんにあーんされちゃってくれるよねー」

「兄さま……、」

「リリスは信じています」

　赤と青と、虹色と、八つの瞳がじっ、と宗司を見詰めている。

「何だこの状況は…………」

　あっという間に、宗司は追い詰められていた。

　宗そう司じは女性陣の発する威圧感に気け圧おされ、既に腰こしが引けている。

　ここで対応を間違えると危険だと本能が警鐘を鳴らし、背せ中なかを冷たい汗が流れた。

「ああもう、わかったよ、全部おれが食ってやる！」

　自や棄け気味に叫び、宗司は目の前のフォーク四本をひったくるように奪う！　全部同時に口の中に放ほうり込んで、味わいもせずに飲み込む！

「ご馳ち走そうさま！」

　見事な対応だと、宗司は内心で自画自賛するが、

「宗司……あなた、それは最低よ」

「ソージのバーーーーーーカ」

「兄さま……、」

「リリスもたまには怒りますよ？」

　女性陣の反応は冷たかった。

「や、やっぱ駄目か……」

　四つ並んだ顔にじとっとした目つきで睨にらまれ、宗司は小さく呻うめく。

「そ、そうだ、そろそろ蟹かにがいい感じに冷めてるんじゃないかな？　蟹食おうぜ！」

　下へ手たにも程がある話題の逸そらし方に、一いち乃のたちは揃そろって溜ため息いきを吐ついた。

「まあ、宗司ですものね」

「ソージだもん、どうしようもないよ」

「はい、所しよ詮せんは兄さまですから」

「うわー、おまえらの冷たい反応におれの心が折れそう」

「一度ぐらい折れてみなさい、さてと、蟹も食べてみましょうか」

「うんうん、確かに蟹も食たべ頃ごろな感じだよね」

「はい、手で持っても熱すぎません」

　最後にもう一度溜め息を吐くと、女性陣はすっと身を引き蟹に手を伸ばす。

「……助かった」

　ぽつりと呟つぶやき、宗司も遅れて蟹を手に取る。

　蟹バサミで殻に切れ目を入れ、小さめのフォーク（蟹用フォークの代用品）で白く茹ゆで上げられた蟹の身を取り出して口に運ぶ。

　白い身にはまだ微かすかな熱が残り、口に含んだ瞬間、複雑な蟹の旨みが咥こう内ないを満たす。

　仄ほのかな塩味の効いた茹で蟹はそのシンプルさ故ゆえに、美う味まい。

　ステーキのような強烈な満足感はないが、じわじわとその味わいが染み込むように気付けば夢中になり、会話がなくなる。

　殻を割り、身を抉えぐり出し、ポン酢蟹酢、あるいは何もつけず口に運ぶ。

　これを繰り返し、たまに蟹味み噌そや卵を食べる。

　蟹かに味み噌その苦味、卵の珍味が、また食欲をそそる。

　ステーキの素直な美う味まさとはまた違った味わいのせいで、ステーキを結構な量食べたばかりだというのにすいすいと入っていく。

　六匹もあった蟹は、気がつけば粗あら方かたなくなっていた。

「しまった！　つい普通に全部食べてしまったじゃない！」

「はうあっ、食欲に負けるにも程があるよっ！」

「くっ、これはリリスとしても盲点です、」

「ステーキとは違う、蟹の特性にしてやられたと言うべきでしょうか」

「いや、美味かったからいいだろ。つうか、なんでそんな悔しげな顔してんの？」

「悔しがりもするわ、私なんて暑いのを我慢して黒のニーソックスを履いて来たのよ」

　わざわざ宗そう司じに見せ付けるように、一いち乃のはソファーの上に乗せて方膝ひざを立てた。

「ばっ、おま、ちょ、止やめろ、見えるだろうが！」

「これで宗司を踏んだり転がしたり、色々とえっちく宗司を苛いじめようと思っていたのが台無しよ！　つい普通に食事を楽しんでしまったじゃない！　どうしてくれるのよ、責任を取りなさい！」

「理不尽な要求にも程がありますよ一乃さん！」

　叫び返す宗司の顔は、黒いニーソックスに包まれた一乃の脚の艶つやめかしさで真っ赤だ。












「うー、わたしだって今日はキャミソールな感じで薄着して来たんだよー。ほらソージ」

　唇を尖とがらせたキリカは少し上体を倒し、対抗するように薄いキャミソール一枚の胸を両の二の腕で挟み込んだ。

　横から押された胸は、むにょんと上に逃げその谷間は深く強調される。

「ぐおっ、おまえまで、くそっ、こいつら二人揃そろっておれで遊ぶ気か」

「兄さま、こんな雌豚どもに、」

「誑たぶらかされてはいけません」

　右に一いち乃の、左にキリカ、眼のやり場に困っている宗そう司じの後ろにリリスとリリスが立ち、掌てのひらで眼を隠す。

「雌豚とは失礼ね。あなただって、本当はこうしたいのでしょう」

「リリスー、素直になってごらん」

　意い地じ悪わるい顔で、一乃は長い黒髪をかきあげて黒のニーソックスに包まれた脚を組む。

　キリカはチェシャ猫のように笑って腕を組み、胸を下から持ち上げ、横から挟み、さらに強調してリリスへ突き出す。

「リリスは兄さまが優しくしてくれるので満足しています、」

「ですがたまにはちょっとぐらい意地悪されてもいいなと思っています」

　ぽっ、とリリスの頰ほおが赤く染まる。

「具体的には『優しい兄さまの日』が二日続いた後、」

「『意地悪な兄さまの日』が一日あるぐらいのペースが望みです」

「兄さまは無意識に意地悪なところがあるので、」

「意外とそっちの才能もあるのではないかとリリスは思っています」

「……意地悪な宗司、なるほど、悪くないわね」

「……うん、ちょっとドキドキするね」

　何を想像したのか、一乃とキリカまでぽっと頰を染めた。

「え？　何その反応？　おれにどうしろってんのおまえら？」

「そ、そんな恥ずかしいことを、」

「リリスはとても口に出せません」

「ソージのえっち……」

「困った宗司ね、早速『意地悪宗司』になって恥ずかしいおねだりをさせようなんて」

　一乃の赤い瞳ひとみが、キリカの青い瞳ひとみが、リリスとリリスの虹にじ色いろの瞳が僅わずかに潤うるむ。

　そしてその声はどこか誘うように熱っぽく、目隠しされた宗司の耳をくすぐる。

「ね、ねえ宗司、私は首輪と目隠しにロープくらいなら、その、頑張るわよ？」

「なっ、こ、こ、アホかおまえは！　おれは食器を片付ける！　おまえらは休んでろ！」

　恥ずかしそうな一乃の声がとどめになり、色々と耐え切れなくなった宗司は無理矢理リリスの掌てのひらを外すと片端から空いた皿を重ね手にして席を立った。

　自らの抱えた皿の量に、宗そう司じは少し感心する。十人前のステーキに六匹の蟹かにが大体胃の中に消えてしまった。よくもまあ五人でこれだけ食べたものだ。

「ノリと勢い、恐るべしってところか」

　まあ、このメンバーは大体常に、そんな感じだ。

　そして、

「苦しいわ……妊娠した気分ね」

「それは言い過ぎ、うっぷ……でもちょっと、わかる」

「うううう、リリスも胃が、」

「胃、胃薬が、兄さま、胃薬を……」

　大食いのダメージは、食べ終わって、一休みした頃ころにやって来るものである。






日誌　六　どきっ、美少女だらけの赤裸々ガールズトーク（棒読み）






「夜も遅いし。今日は泊まってくか？」

　宗司がまたも善意から、余計なことを言った。

　食べすぎでリビングのソファーでぐったりしていた一いち乃のたちが立ち直り、いよいよ帰宅しようとした時だった。

「年頃の女が、夜道を一人歩きってのはアレだろ」

　長かった陽も落ちてしまい、外はもう深い夜の帳とばりに包まれている。

　白しろ崎さき家のある住宅街は街灯も人ひと気けも少なく、静かなものだ。

「心配してくれるのは嬉うれしいけれど、あなた、私たちがどういう存在か忘れていない」

「そうだよソージ」

　心外そうな顔で、二人は言った。

『煉獄カサルテイリオ』に『道化師の栄光バツドジヨーク』、彼女たちは異能の力を持っている。夜道の一人歩きの最中にライオンが襲ってきても彼女たちなら平然としているだろう。

　文字通り人間を外れた力が彼女たちにはある。

「でも、おまえら女の子だろ？」

「…………あら、今のは危ないところだったわね」

「…………うん、不覚にもときめくところだったよ」

　実際、ときめいていたのかもしれない、心なし頰ほおが赤くなっていた。

「…………兄さまぁ、」

「そんな雌豚どもにまた優しくして…………」

　キッチン側でお湯を沸かして麦茶を作っていたリリスが、宗そう司じの背せ中なか越しにさっさと帰れと言わんばかりの凄すさまじい視線を一いち乃のたちに向ける。

　しかし、二人とも全く気付いたようすはなく。頰を赤くしたまま、もじもじしていた。

「それに、ちょっと言い辛づらいんだが……」

　躊躇ためらいがちに、宗司は指摘する。

「臭いが、その……ステーキと蟹かにが混ざって、すげえ、変」

　指摘され、一乃とキリカと、ついでにキッチン側のリリスが自分の袖そでに鼻を近づけくんくんと匂においを嗅かいだ。

「……うわ」

　一乃がげんなりと呟つぶやく。キリカとリリスも同じように呟いた。

　肉と蟹とスイカが混ざったその微妙な臭いは、無理矢理喩たとえるなら生魚に似ていた。

「宗司、あなたの言葉に甘えさせてもらうわ」

「同じくだよー、この臭いを撒まき散ちらしながら帰る自信はないよー」

「それがいいと、リリスですら思います、」

「同じ女性としてさすがに同情せずにいられません」

　とりあえず泊まることは確定した。




「じゃ風ふ呂ろの準備だな、あ、着替えどうするかな。リリスじゃサイズ合わねえし」

「なら、あなたのシャツを貸して頂戴」

「あ、わたしも貸してっ！　ソージのシャツ着てみたい着てみたいっ！」

「おれのシャツを貸すのか……ちょっと、アレだな」

「いいわよ。それなら全裸で一晩過ごすわ」

「クローゼットごと借してやるよ！」

「無理をしなくていいのよ。えっちぃ宗司のことですもの、本当はもう私の裸を想像していたりするのでしょう」

「しねえよ、絶対」

「ああ、駄目よ宗司、いくら妄想の中でも、そんなことされたら、私、壊れちゃうわ」

「真顔の棒読みでリリスの教育に悪そうな小芝居すんな！　泣くぞおれが！」

　こんないつものやり取りの後、まずは一いち乃のとキリカがステーキと蟹かにの混ざった臭いを落とすために入浴し、リリスがその後に続いた。

　浴室の淡い照明の下、リリスとリリスは並んで体育座りをして浴槽に浸つかっている。

　虹にじ色いろの瞳ひとみは潤うるみ、短いポニーテイルは解ほどいてまとめ、入浴剤により白濁した湯の温度で肌は薄い桃色に染まっていた。

「うっかり同情してしまいましたが、リリスは気付きました、この状況は危険です」

「そうです、森もり塚つか一乃に沢さわ村むらキリカが兄さまの部屋に夜よ這ばいをかけかねません」

「ならばリリスがあらかじめ夜這い、兄さまの布団に潜り込みましょう、」

「その場合、兄さまの枕まくら元もとで森塚一乃、あるいは沢村キリカとの闘争になります」

「兄さまの睡眠の邪魔になるのは、リリスとしては望むところではありません、」

「別の手段が必要です」

「リリスは別の手段を思いつきました、」

「なるほど、リリスもそれはよい考えだと思います」

「では、決まりです、」

「入浴を終わりましょう、でもリリス、その前に」

「ええリリス、確認をしておきましょう」

　左右のリリスが、互いの鼻に右手を伸ばし匂においを嗅かいだ。

　入浴剤の匂いがした。きちんとステーキと蟹の混ざった変な臭いは落ちていた。

「これで、兄さまの前に出ても平気です、」

「では安心して、入浴を終わりましょう」

　リリスとリリスは浴槽の中での相談を終えて、ちゃぷりと水音をさせ立ち上がる。

　折れそうなほどに細く薄い上気した体から、まとめた髪から零こぼれ頰ほおを通って顎あごから落ちる汗の流れまでどこまでも二人は鏡に合わせたように同じだった。

「……リリスの体は中々成長してくれません、」

「沢村キリカとは言いませんがせめて、森塚一乃くらいには成長して欲しいです」

　十三歳という年齢を差し引いても華きや奢しやで……こうぺたんと平たい胸を見て、リリスは鏡合わせに溜ため息いきを吐つき浴室から脱衣所へのドアを開けた。

　脱衣所は洗面所と洗濯機置き場も兼ねており、

「…………すまん」

　タイミング悪く、宗そう司じが歯を磨いていた。

　一瞬ぽかんとしたリリスが、慌てて体を隠す。

「あああああああああ、兄さま、」

「ななななななななな、何な故ぜここに」

「いや見ての通り歯磨き中、で、悪い、出てくる音に気付かなかった」

　気まずげに宗そう司じは背を向ける。

「リリスこそ、確認を忘れてそれでは兄さま、」

「失礼します」

　バタン！　勢い良くドアを閉めてリリスは浴室に戻り、そのまま浴槽内に飛び込んだ。

　鼻の下まで入浴剤で白濁した湯にぶくぶくと息を吐いて泡を出す。

「兄さまに裸を見られてしまいました、」

「リリスの心臓はもう爆発してしまいそうです」

　お湯の下で、リリスは自分の胸を押さえる。

　二人の顔は何時間も風ふ呂ろに浸つかってのぼせたみたいに真っ赤、なのだが、何な故ぜか虹にじ色いろの瞳ひとみは怒ったように吊つり上あがっていた。

「兄さまは申し訳なさそうでしたが、申し訳なさそうなだけでした」

「少しは、リリスの裸にドキドキしてくれてもいいと思うのです」

　恨み言を言いつつ、リリスは白濁した湯の下で自分のぺたんと平たい胸を撫なでる。

「……明日の夕食は、兄さまの嫌いな茄な子すとゴーヤを使いましょう、」

「茄子とゴーヤの中華風ごま油炒いためで決定です……」

「兄さまの馬ば鹿か。リリスの気持ちを知ってるくせに、」












「兄さまの馬ば鹿か。リリスの気持ちを知ってるくせに」

　ぷくぅと、リリスとリリスは拗すねたように頰ほおを膨ふくらませた。




「微妙に不愉快なことがありましたが、」

「リリスの兄さま防衛作戦開始です」

　入浴を終えたリリスとリリスはお揃そろいの花柄のパジャマに着替えた。

　湯上りの二人の頰は微かすかに桃色を帯び、髪はポニーテイルにはせず華きや奢しやな肩へ流している。つやつやの卵肌からは石せつ鹼けんの清潔な香りがしていた。

　リリスとリリスはキッチンに行き、スイカと一緒に送られてきた外国の怪しい缶ジュース（ラベルは全く読めないが南国の果実のイラストがある）を四つ盆に乗せ、一乃とキリカにあてがった両親の寝室に行き、ドアをノックする。

「リリスです、話があるので、」

「開けさせてもらいます」

　飲み物の盆をドアの横に置き、返事を待たずドアを開ける。

　寝室では、一乃とキリカが部屋に唯一のベッドの上で居心地悪そうに座っていた。

　二人とも洗った下着の上からパジャマ代わりに宗そう司じのＴシャツを着ているだけの姿だ。

　全裸よりはマシだが、ある意味で全裸より扇情的な格好かもしれない。

　大きめサイズと言っても、ぎりぎり下着が隠れる程度の裾すそしかなく。動くたびにちらちらと色々見えそうになる。

　特にキリカは胸部にプリントされたロゴが歪ゆがんでしまうほど、大きく盛り上がっているせいで裾が一乃より若干上にあった。

　因ちなみに、宗司は風ふ呂ろ上りの二人の姿を見るなり顔を真っ赤にして部屋に逃げた。追撃をしなかったのは恐らくリリスの予想通り、夜よ這ばい狙ねらいで息を潜めているのだろう。

「邪魔をします、森もり塚つか一乃、沢さわ村むらキリカ」

　ベッドの上で居心地が悪そうにしていた二人が揃ってリリスの方に向き直る。

「丁度良かったわリリス、このベッド、何なのよ」

「いくらこんな大きなベッドでも、イチノと一緒に寝るのはちょっと……困る、かな」

　実際、ベッドは異常に大きい。ダブルベッドを二つ並べたぐらいはあり、部屋の半分を占めている。他ほかにはサイドテーブルぐらいしか家具はない。

「そのベッドは現在海外で仕事中の両親のものです、」

「他には寝具の類はありませんので、妥協してもらうしかありません」

　リリスの回答に、下着の上にシャツ一枚の二人は溜ため息いきを吐ついた。

「仕方ないわね、泊めてもらう身としてはあまり我わが侭ままも言えないもの」

「でもさー、なんでこんな大きなベッド使ってるんだろ、四人ぐらい寝れるよこれ」

　キリカがベッドに座ったまま、少し腰こしを持ち上げてぽよんと落とす。

　スプリングの効いた巨大ベッドが軽く揺れる──ついでにキリカの胸も揺れた。

「……いつ見ても、生意気な脂肪の塊ね」

　一いち乃のが凄すごい目でその揺れる胸を睨にらみ、低い声で呟つぶやく。

　だが、いつものような争いに発展する前に、リリスが淡々と流して話を進めた。

「そのベッドについてリリスに訊きかれても困ります、」

「しかし、そのベッドの持ち主はその、非常に、変わった人です」

「あら、あなたたちも相当の奇人でしょう」

　妙に刺とげ々とげしい声で一乃が皮肉を言う。

　しかし、リリスはこれも軽く流す。

「リリスや兄さま、」

「森もり塚つか一乃に沢さわ村むらキリカと比べても、なお変わった人なのです」

「アハハハ、それは相当変な人だねー」

「まったくね、結婚後の付き合いが大変そうだわ」

「安心してください、そんなことに悩む必要は有りません、」

「兄さまのお嫁さんはリリスと決まっています」

「あら、それは何か自殺願望の発露かしら？」

「アハハハ、今世紀最高のジョークだよ、全然笑えないことを除けばね」

　一乃の赤い瞳ひとみが、キリカの青い瞳が、リリスの虹にじ色いろの瞳が途端に剣けん吞のんな輝きを宿す。

「…………と、このまま当然のように闘争に突入しては、」

「あまりに芸がありませんし。自室で寛くつろいでいるだろう兄さまにも迷惑です」

「そこでリリスは、」

「考えました」

　リリスとリリスは入室前、ドアの横に置いた盆を取る。

「たった一晩ですが同じ屋根の下で過ごすのです、」

「ジュースでも飲みながら、女性同士親しん睦ぼくを深めるというのはどうでしょう」

　ラベルが読めない外国の怪しいジュースをチョイスしている段階で、本気で親睦を深めるつもりがあるのか大変疑問だ。

　一乃とキリカはじっとリリスの顔を見詰めて、言葉の裏の意味を考え、理解した。

　これは非常に分かりやすいリリスからの挑戦状だ。

　宗そう司じの部屋に夜這いをかけるには、リリスを排除せねばならない。

　力をもって打倒するか、策略をもって抜け駆けるか。

　一乃は赤い瞳を細め、キリカは青い瞳を吊つり上あげる。

「いいわよ。そうね、折角の夏休みですもの」

「うんうん、たまには破目を外さないとねっ！」

　やたらに愛想のいい声で二人が賛同した。

「わかっていただけて、」

「リリスはとても嬉うれしいです」

　きらり、リリスの虹にじ色いろの瞳ひとみが輝く。

　今、彼女たちは通じ合い。

　まるでリングの上に登るように、ベッドの上で車座にぺたりと座る。

　そしてリリスがサイドテーブルを引き寄せ盆を乗せると、外国の怪しい缶ジュースをそれぞれに配った。

「……ラベルが英語ですらないのね」

「妙にカラフルでポップな感じが、逆に不安だよねっ」

「リリスにも正体不明です、処分に困っていたというのが本音です」

「大歓迎ね」

「大歓迎だねー」

「はい、大歓迎です」

　仲良くしましょう、と言いたげにリリスは一乃とキリカへ微笑みかけた。

　作り笑いだとはっきりわかる笑顔だった。

「アハハハ、面白くなってきたねっ！」

「ええ、全くだわ」

　一乃は唇を薄く吊つり上げ、まだシャンプーの香りが残る長い黒髪をかき上げた。

「それじゃあ始めましょうか、」

　宣言し、一乃は最終確認をするように車座に座る面々の顔を順番に見る。

　銀の髪、青い瞳、宗そう司じに借りたサイズの大きなＴシャツのキリカは缶ジュースを片手に、悪戯いたずらな猫のような笑顔で真っ向から一乃を見据える。

　小柄な体に花柄のパジャマを着た、幼く、同じ顔のリリスは缶ジュースを両手で包むように持ち虹色の瞳で静かに一乃を見詰めていた。

「二十四時間優しさバーゲンセール《誰だれにでも優しい人間は誰にも優しくないを地で行く男》白しろ崎さき宗司のハーレム所属女性陣による親しん睦ぼく会かい、

　題して『どきっ、美少女だらけの赤せき裸ら々らガールズトーク』

　どんどんぱふぱふー」

「イチノ、台詞せりふの中にツッコミどころが多すぎて困るよ」

「しかし客観的に見て反論すべき場所がありません、」

「ネーミングセンスは末期的ですが」

「世せい紀き末まつって感じだねっ」

「そこまで言わなくてもいいでしょうに……いいから、始めるわよ」

　照れ臭かったのか、一いち乃のはちょっと頰ほおを染めグラスを掲げる。

　キリカとリリスがそれに続く。

「じゃあ、乾杯」

「かんぱーい！」

「乾杯です」

　彼女たちは軽く缶ジュースをぶつけ合い、プルタブを開け口をつける。

「──ッ！」

　一口飲んだ瞬間、強烈な花の香りが鼻を抜け彼女たちは目を見開く。

　一拍遅れて満ちる爽やかな酸味と甘さ、脳裏に過ぎる南国の楽園の情景。

　一乃たちは意識すらせず、一息にジュースを飲み干してしまう。

「うわあ、これすっごく美お味いしいねっ！」

「ええ、甘酸っぱくて……もっとないの？」

「まだまだ沢山ありますので、すぐに追加を持ってきます」

　余程気に入ったのだろう、リリスが持ってきた追加分も凄すごい勢いで消費されて行く。

　因ちなみに、読めなかったラベルを和訳すると以下のようになる。

『カクテル・初恋の記憶』

　………………ジュースじゃなかった。

「アハハハハハハハハハハハ！　凄いわぁ、ベッドがぐるぐる回ってるわぁ」

　一乃が、けらけらと笑いながらベッドの上でぐるぐる回っている。

　パジャマ代わりの大きめシャツの裾すそも一緒にまくれ、くるくる回り、黒の下着がもろに見えていることすら気にしていない。

　そのすぐ隣ではキリカが膝ひざを抱えて体育座りをし、シャツを大きく押し上げる胸に顔を埋めるようにして俯うつむいていた。

「……死にたい」

　じっとりと湿った声で、キリカが呟つぶやく。

「どーせわたしなんて、胸ぐらいしか取り得のないダメッ娘こだもん。生きてたってしょうがないもんっ…………うううー、寂しいよー、死にたいよー、もうやだよー」

　二人とも見事なぐらいに普段とは逆方向のテンションだ。

　そしてリリスとリリスはそんな二人から少し離れ、向かい合って正座をしている。

「リリスは思うのです、何な故ぜ、服を着ているのかと」

「それは興味深い命題。確かに何故服を着ているのでしょう」

「全裸こそが自然、即ち必然にして文明社会への反逆、」

「なるほどロック、社会倫理を色々無視する予定のリリスにはロックが相応ふさわしいです」

　向かい合うリリスとリリスは、こんな時ですら鏡に合わせたように同じ動作でおもむろに花柄パジャマのボタンを外す。

　声こそ普段どおりに淡々としていたが、虹にじ色いろの瞳ひとみは完全に据わっていた。

　誰だれも止めないので、そのままどんどん脱いでいく。

　かくて白しろ崎さき家に酔っ払い地獄が完成し、後はもはや悲惨の一言。

「キーリカ、むぎゅー、アハハハ、あんた可愛かわいいねー」

　酔っ払い一号こと一いち乃のの口元が猫のように緩み、普段なら絶対言わないような台詞せりふを言いながら、体育座りでぶつぶつ呟つぶやく酔っ払い二号ことキリカを後ろから抱き締める。

「噓うそだ。わたしなんて可愛くもないのにそんなこと言うんだ。可愛いって間に受けて調子に乗ったところで本当のこと話して馬ば鹿かにして遊ぶつもりなんだ！」

「んなことないって、大丈夫大丈夫、おっぱい大きければ何でも許される！　ほれほれ、おっぱい揺らせー、挟めー、いやっほー！」

　無理矢理キリカを引っ張り立たせ、一乃はベッドの上でステップ……のようなものを踏みつつキリカと一緒に左右にぐらぐら揺れる。

「うううううう、好きで大きくなったわけじゃないのにー、みんなソレばっかり言うよー、もうやだよー、死ぬー、死んでやるー」

「死んじゃだめー、一乃さんがちゅーしちゃるからさー、ほーれ、ちゅー」

「うわああああああああん、お酒臭いよー、もー死ーぬーよー」

　一乃が蛸たこのように唇を尖とがらせて、本当にキスをしようと迫り。

　青い瞳ひとみから大粒の涙を零こぼし、キリカがわんわん泣き喚わめく。

「アハハハハ、キリカ泣いたー、夜に泣くからナイターで泣いたー。おもしろ！」

「うわあああああああん、駄だ洒じや落れがつまらないよう、もう死にたいよー」

「もう、おまえは可愛いな！」

「うーそーだー！」

　けらけら笑いながら、ついに一乃は泣き喚くキリカをベッドに押し倒す。

　その隣ではリリスとリリスが、ベッドの上に正座して向かい合っていた。

「パジャマの上を脱ぎました、」

「次は下着を脱ぎます、ブラジャーです。」

「たまに必要ない気もするブラジャーを脱ぎました、」

「次はズボンです。」

「ズボンを脱いだので最後にパンツと靴下を脱ぎます、」

　ぽんぽんぽんと、リリスは無表情のまま景気良く──しかし全く色気はなく、本当に無む造ぞう作さにリリスは脱いでいく。世の男性諸君の幻想をぶち壊すような、色気も恥じらいも全くない無造作な脱衣だった。

　リリスは幼い体を惜しげもなく晒さらしているが、やはり表情に動きはなく、つるつるの肌が薄く赤みがかっているのも恥じらいではなくただのアルコールの作用だ。

「文明の象しよう徴ちようである衣服を脱ぎ去ったリリスはいよいよロック完了です、」

「即ち、リリスは自由です」

「そう自由です。雨の日に、全裸になるものがいてもいい、それが自由です、」

「そう自由です。自由だから兄妹で結婚して子作りして家庭を作っても自由です」

「いざ、兄さまの部屋へ、」

「社会倫理に反逆をしましょう」

　がつん！

　向かい合う二人は同時に立ち上がろうとして、思いっきり額をぶつけた。

「……おぅ、」

「……のぅ」

　ずるずるとそのまま全裸のリリスは崩れ落ちる。

　両りよう膝ひざをついて半端に腰こしを突き出したまま顔面から突っ伏し、動かなくなった。

　かと思うと、すやすやと小さな寝息が聞こえ始めた。




　その頃ころ、宗そう司じは。

「下は女同士で何か盛り上がってるみたいだな」

　布団の上にあぐらをかいて、遠い目をしていた。

「リリスも兄離れの時期か、ちょっと寂しいような複雑だな……」

　妹の成長──実際は、兄離れも何もない完全な誤解だが──を兄は複雑な気持ちで受け止める。言葉どおり、喜びの中に一抹の寂しさが覗のぞいていた。

　ぽん、と、その肩が優しく叩たたかれ宗司は視線を降ろす。

「ペーン……」

「おまえは、ペンギン二号……」

『煉獄カサルテイリオ』森もり塚つか一いち乃のの力の一つ、『煉獄カサルテイリオ』の獣──その一匹、炎のように赤いペンギン（通称ペンギン二号）がいつのまにか隣にいた。

「わぉん」

「うさー」

「犬五号、ウサギ七号まで……なんだよ、皆して」

　赤い子犬こと犬五号、苺いちご大だい福ふくのようなフォルムのウサギ七号までもいつのまにか現れ布団の上に座っていた。

「ペンペン、ペーン」

　ぽんぽん、と、ペンギンはまたその羽で軽く宗司の肩を叩く。

「おいおい、おれは別に、そこまで寂しがってるわけじゃねえよ」

　宗そう司じは思わず苦笑する。

　かつて第三旧校舎で激闘（誇張表現）を繰り広げた一人と一匹の間には、何か、通じるものがあったのかもしれない。

「いくら兄妹だからって、男には話せないこともあるだろうしな」

「わん、わんわん……」

　どこから持ってきたのか、犬五号が缶ビールを口に咥くわえて宗司の前に置く。気を遣ったのか密ひそやかにノンアルコールビールだ。

「飲めってのかよ」

「うさうさー」

　ぴょんぴょんと大福のようなウサギ七号が上下に跳ねて肯定する。

「つうか、どっから持ってきたんだこれ。しかもすげえ冷えてる」

「ペーン」

　野暮なことを言うなと言いたげに、ペンギン二号が肩（羽の付け根）をすくめた。

「……そうだな、細かいことはいいか」

　ぷしゅ──宗司がノンアルコールビールのプルタブを開ける。

「ありがとう」

　そのぶっきらぼうな言葉の中には、あるいは友情に似た何かがあったのかもしれない。

　気のせいかもしれないが、『煉獄カサルテイリオ』の獣たちがほんの少し微笑ほほえんだようにも見えた。

　宗司は勢い良く缶を傾け、その苦い水を一息に飲み干した。

　……そもそも宗司が何な故ぜか普通に動物と会話してるのは、考えてはいけない。

　そしてこの翌日、宗司は昼を回っても起きてこない一いち乃のたちの様子を見に行き、何かもう色々吹っ飛ぶような凄すさまじい光景を目撃することとなる。




「おおおお、まさ、まさまさまさかおまえらがそ、そんな関係だとは思わなかったぜ。いや、大丈夫だ！　おれはそういうのに偏見はない。うん、お互いが愛し合ってるなら性別なんて些さ細さいなことだよ、そうだろ、なあ！」

「待ちなさい、それは大いなる誤解……だと思っ、ううっ、大声、やめ、頭が痛いわ」

「そうだよ、目を覚ましたらシーツ一枚だけでイチノと抱き合ってて、あまつさえイチノがわたしの胸に顔埋うずめてたけどって──状況証拠が揃そろいすぎだよっ！　ううー叫ぶと頭に響くぅ。しかも何があったのか全然思い出せないしぃ」

「わ、私もよ。昨夜何があったのかしら……んうっ、気持ち悪い」

「いいんだ。そんなに取り繕つくろわなくても、おれはおまえらを信じてるから……」

「信じるんじゃないわよ、この馬ば鹿か！」

「もっと疑ってよ、そこは！」

「ばっ、バカ、あんまり動くな！　シーツがずれるっ！」

　思わず叫んだ瞬間、二人は酷ひどい頭痛に顔を歪ゆがめた。

　リリスの方は早々に眠ってしまった分、一乃たちのような頭痛はないが……別の意味でダメージが大きかった。

「リリス、寝る時は、服を着て寝ような。頼むから。お兄ちゃん、ドア開けた瞬間どうしようかと思っちゃったから」

「リ、リリスはもうお嫁に行けません、恥ずかしくて死んでしまいそうです、」

「兄さまに何もかも見られてしまいました」

「せ、責任を取ってリリスをきちんとお嫁に貰もらってください、」

「お嫁にしてくれないと、リリスは兄さまのことを嫌いになります」

「わかったわかった、わかったから涙目で睨にらむの止やめてくれ、お兄ちゃん罪悪感で心が痛い……って、あれ、なんで逆におれが責められる立場になってんだ？」

　大体、こんな感じ。













日誌　七　命題・妹とするデートをデートと呼んでいいのだろうか？






　駅前近くの通りに宗そう司じはいた。

　夏の盛りに蟬せみは鳴なき、それ以上に、行きかう人々──特に、夏休みで学校から開放された宗司と同世代の学生の賑にぎわいが大きかった。

　宗司は相変わらずシャツにジーンズという芸のない格好で日差しを避けるように街路樹の影で人を待っていた。

　程なく、待ち人はやって来た。

「お待たせしました、兄さま、」

「お待たせしました、兄さま」

　幼いが表情に乏しい顔立ちをした双子の少女、小柄な体を包むレモンイエローのワンピースの裾すそを揺らして小走りにやって来る。

　白しろ崎さきリリス──虹にじ色いろの瞳ひとみをした、宗司の妹。

　レモンイエローのワンピースは清せい楚そで、裾には可愛かわいらしいフリルがついていた。

　小さなポニーテイルを作るリボンから、向日葵ひまわりの飾りがついたサンダルまで、全すべてが鏡合せ。二輪並んで咲いた雛ひな菊ぎくのようだ。

「いや、さっき来たところだ……って、言ってもバレバレだよな」

　宗司は苦笑を浮かべる。

「いつも不思議なんだけどなリリス普通に一緒に家から出るんじゃ、駄目なのか？」

　そも兄妹で同居しているのだ、出かけるなら一緒に家を出たほうが効率は良い。

　しかし何な故ぜか、リリスは外で待ち合わせをしたがる。

「兄さまは女心を理解していません、」

「外で待ち合わせて遊びに行くというプロセスが大事なのです」

　淡々と、リリスは言った。

「まあ、いいけどな。それで、どこに行きたいんだ？」

　宗司が問うと、リリスとリリスはすっと両側から宗司の腕をとった。

「特に希望はありません、」

「だから、兄さまがリリスを連れて行きたい場所を選んでください」

　恋人同士がするように、リリスは宗司の腕に自分の腕を絡める。

　出かける前に入浴したばかりのような、すべすべの肌からは薄い石せつ鹼けんの匂においがした。

「また難しい要求だな」

　薄すぎる胸は当たる感触すら殆ほとんどない。

　だが、ぎゅっとくっつかれ、宗そう司じは妹相手だというのに妙に小恥ずかしい。

「兄さま、デートとはそういうものです、」

「リリスも時には兄さまにリードされたいのです」

「……妹が相手でもデートになるのか？」

「勿もち論ろんです、兄さま、」

「デートも同どう棲せいも結婚も、妹相手に出来ないことはりません」

「後ろ二つ明らかにおかしいぞ」

　言いながらも、宗司は考える。

　よく放課後に、他人の悩みを聞くことが多いので女性の知己はそれなりにいる。しかしそこから先に行くことは皆無で、当然デートの経験も皆無だ。

　それでも宗司は、辛うじてデートらしいものを記憶から探り出した。

「よし、じゃあ、行くか」

　行き先を決めて、宗司は左右のリリスを見た。

「はい、兄さま、」

「リリスはとても楽しみです」

　珍しく、リリスはその幼い顔に微笑ほほえみを浮かべた。




　宗司はまず、待ち合わせた通りにあるフルーツショップに行った。

「今日も暑いし、まずは冷たい物でも飲もうぜ」

「兄さま、ここはフルーツショップのようですが？」

「この店、奥でジュースも売ってるんだよ」

「リリスは何度かこのお店に来ましたが、それは知りませんでした」

　所狭しと新鮮な果実を並べた店先からでは見え辛づらいが、奥にテーブルと小さなカウンターがあった。店頭のフルーツを、その場で搾り奥で飲ませてくれるという趣向だ。

　宗司とリリスは奥のテーブル席に座り、宗司は手書きのメニューを見つつフルーツショップの名前が入った前垂れをした中年女性の店員に注文をする。

「おれはオレンジジュース。リリスは？」

「リリスはこのスイカジュースというのが、」

「とても気になります」

「ん、じゃ、注文はそれでお願いします」

「はい、すぐ搾りますからお待ちくださいね」

　店の人は愛想のよい声で答えると、数分後に注文のジュースを持って来た。

　背の高いグラスは搾り立ての果汁と氷で満ち、表面に薄っすらと汗をかいていた。

　オレンジの、そしてスイカの新鮮な香りが宗そう司じたちの鼻をくすぐる。

「良い香りがします、」

「とても美お味いしそうです」

　リリスの声こそ淡々としていたが、その唇は僅わずかに緩み嬉うれしそうだった。

　両手でグラスを包むようにして持ち、リリスはスイカのジュースに口をつける。

　乾いた咥こう内ないに冷たく甘い果汁が染み渡り、ほう、とリリスは息を吐いた。

「いいだろ、ここのジュース」

「はい、兄さま、」

「とても素敵です」

　宗司も、オレンジジュースを口に運ぶ。

　甘みの混ざった爽さわやかな酸味は、搾り立てならではだろう。

「……兄さま、メニューに何やら、」

「カップル専用ミックスジュースというのがあります」

　オレンジジュースを味わっていた宗司は、一瞬、妙な顔をした。

　リリスの虹にじ色いろの瞳ひとみは目ざとくそれに気付き、刃やいばの鋭さを示す。

　スイカのジュースが入ったグラスを置き、手を膝ひざの上に乗せ宗司をじっと見る。

「リリスはとてもこのカップル専用ミックスジュースを、」

「注文したい衝動に駆られました」

「兄さま、リリスと一緒にこの、」

「『カップル専用』ミックスジュースを飲みませんか」

「いやそれは……どうだろう。マジで恥ずかしいぞ。一つのグラスにストロー二本とか漫画みたいなのが出てくる」

　リリスは膝の上の手をぎゅっと握る。レモンイエローのワンピースに皺しわが寄る。しかし表情は変わらない。

「兄さま、リリスはふと気になったのですが、」

「このお店は誰だれに教えてもらったのでしょう」

「ああ、キリカ──にっ、いぅ」

　宗司は涙目になって妙な声をあげた。

　テーブルの下で、リリスとリリスが思い切り足を踏んでいた。

「リリスはとても、」

「不愉快です」

　スイカのジュースを一息に飲み干し、リリスは唇を尖とがらせぷいとそっぽを向いた。

「なんで急に拗すねてるんだよ」

「リリスは拗ねてません、兄さまは本当に女心のわからない駄目な人です」

　明らかに拗すねた声で、リリスは言った。




「……いい加減、機嫌治してくれよ」

「リリスは拗ねていません、」

「全然少しもこれっぽっちも拗ねていません」

　宗そう司じはフルーツショップを出て、拗ねたリリスと一緒にまたしばらく通りを歩く。

　日差しは変わらず強く、宗司の本心としてはどこか屋内に入りたい。

　それも、出来ればリリスの機嫌が直りそうな場所だ。

　宗司は額の汗を拭ぬぐい、ある中型のショッピングビルの前で足を止めた。

「よし、ここならリリスもきっと好きだと思う」

「ここは確か映画館のあるビルですね、」

「映画を見るのですか兄さま？　それとも、お買い物ですか？」

「まあついて来いよ」

　自信たっぷりに宗司はリリスを屋上のペットショップに案内した。

　屋上全すべてがペットショップの敷地で、水槽や籠かごに檻おり、様々な動物がそこにいた。

「リリスはこんなに大きなペットショップに来たのは初めてです、」

「どんな動物がいるのでしょうか、リリスは楽しみです」

　このチョイスは正解だったのかもしれない。

　言動こそ淡々として普段どおりだったが、十三歳の歳相応に虹にじ色いろの瞳ひとみを輝かせて店内を見回しながら歩き出す。

「機嫌を直してくれたようで何よりだよ」

　宗司は呟つぶやきリリスの後ろをついて行く。リリスたちはふと鳥とり籠かごの前で足を止めた。

「綺き麗れいな緑色をしています、オウムのようです、」

「話しかけても大丈夫でしょうか」

「そりゃ、大丈夫だろ、オウムだし」

　すっかり機嫌を直したリリスは目をきらきらさせて籠の中のオウムを見詰めている。

　鮮やかな緑色のオウムは籠の中から円つぶらな瞳できょときょとと、籠を覗のぞくリリスとリリスを交互に見つめしきりに首を捻ひねっていた。

「ではリリスはオウムに話しかけてみます、」

「葉月の頃ころ、いかがお過ごしでしょうか──」

「オウムにそれは無理だろ、『おはよう』ぐらいにしとけ」

　丁寧すぎるリリスに宗司がツッコミを入れると、

「オハヨウッ」

　甲高い声で、オウムが宗司に返事をした。

「あっ、どうも」

　反射的に宗そう司じはオウムに軽く頭を下げてしまい、リリスが小さく噴き出した。

「兄さまこそ、可お笑かしなことをしています」

「ははっ、つい、な」

　照れ臭そうな宗司の手を、不意にリリスがぎゅっと握った。

「行きましょう兄さま、」

「リリスは次は、熱帯魚を見たいです」

「はいはい、熱帯魚な」

　南国の鮮やかな色彩を宿した熱帯魚で満ちた水槽の並び、リリスは一際大きな水槽に顔を寄せてじっと見詰める。

　原色の小さな魚たちが水中で踊り、リリスはそれに見み惚とれていた。

　宗司は、そんな熱帯魚に見惚れるリリスの横顔を静かに見ている。

「可愛かわいいもんだな」

「はい、兄さま、とても綺き麗れいな熱帯魚です」

「あー、そっちもだな」

「そっちも、ですか？」

　不思議そうにリリスとリリスが宗司を振り返った。

　宗司はリリスの顔をじっと見詰めて答える。

「いや熱帯魚見てるリリスが可愛かった」

　かあ、と、リリスの顔が首筋まで真っ赤になった。

「…………兄さま、そんなさらっと可愛いなんて言わないで下さい」

「リリスはとても嬉うれしいのですが、同じくらい恥ずかしいです」

「冷静に言うなよ、おれまで恥ずかしくなってきた」

　ハハハ、と誤ご魔ま化かすように宗司が笑う。

　照れたリリスは少し顔を伏せて宗司の袖そでをちょっと抓つまんだ。

「兄さま、兄さま……、」

「もう一回言ってください」

　リリスとリリスが、ねだるような上目遣いで囁ささやいた。

　妹相手だというのに、思わず宗司の心臓がどきんと鳴る。

「か……かわ…………おおっ！　リリス、あっちにアリクイいるぞ、アリクイとか見るの初めてだよおれ」

　下へ手たな誤魔化しを言って、顔を赤くした宗司は逃げるみたいにアリクイの方へ行く。

　リリスの指先は宗司の袖から引き離される。

　くすりと、リリスは十三歳に似合わぬ妖よう艶えんな笑みを浮かべ、

「兄さま、可愛かわいいです」

　兄の袖そでを抓つまんでいた指で、そっと自分の唇に触れた。

　そしてアリクイのケースを覗のぞき込んでいる宗そう司じの隣に立つ。

「……アリクイって、面白い顔してんな」

　ひゅっと長い口といい、妙に平面的な顔といい、確かに独特の愛あい嬌きようがある。

　宗司がケースを覗き込んでいると、アリクイもその小さな目で宗司を見てはひゅっひゅっと、長い舌を出したり引っ込めたりする。

　ひょっとしたら威い嚇かくのようにも見えるその動作が、いちいちコミカルだ。

「残念ですが兄さま、家でアリクイは飼えません」

「小学生じゃねえんだから、何でもかんでも飼いたがったりしねえよ」

「家計を預かるリリスとしては、一応、釘くぎを刺す必要を感じました」

「うわー、お兄ちゃん信用ないな」

「リリスは兄さまが大好きですが、」

「信用できるかと言うと……」

　リリスとリリスが顔を見合わせ、きらりと虹にじ色いろの瞳ひとみを輝かせた。

「信じてます、兄さま、」

「だからリリスを裏切った場合は覚悟してください」

「怖っ！　なんか、どんどん妹を信じられなくなる！」

「兄さま大好きっ、」

「兄さま愛してるっ」

「あ、お兄ちゃん何でも許しちゃうし妹を全面的に信頼する」

　ちょっと可愛い声で言われて、宗司はあっさり前言を翻した。

　この兄、実は妹に滅め茶ちや苦く茶ちや甘い。

　妹は妹でそんな甘い兄が大好きなのか、照れた兄の顔を見詰める頰ほおが僅わずかに綻ほころんでいた。

「兄さま、リリスはこのお店が、」

「とても気に入りました」

「そっか、そりゃよかった。あっちに触れ合いコーナーもあるけど、行ってみるか？」

「触れ合いコーナーですか、」

「どんな動物がいるのでしょう」

　静かに、リリスは宗司の手を握ろうとする。

「前に来たときは、ウサギだったな」

　ぴたりと途中で手が止まった。

「あの面倒くさい女世界選手権代表みたいな一いち乃のが気に入ってたぐらいだし、今度はキリカを連れて来てもいいかもな」

　この男、学習能力はないのだろうか。

「兄さま、リリスは急に、」

「このお店が嫌いになりました」

　真冬の早朝のような声で告げ、リリスは宗そう司じの袖そでを、肘ひじの皮ごと抓つまんだ。

　と、いうかつねった。

　しかもそのまま引っ張って歩き出した。

「痛い痛い痛い、地味にすっごく痛い！」

「はい、リリスもきっと、」

「痛いだろうと思ってやっています」

「お、鬼だ、鬼妹がここにいる」

「それは違います兄さま、リリスはむしろ、」

「全すべての兄が憧あこがれる理想の妹だと断言します」

「進路希望調査にも、」

「第一志望は兄さまのお嫁さんと書くほどです」

「それを見た先生は間違いなく頭を抱えるだろうな」

「第二志望は兄さまの恋人、」

「第三志望は兄さまの愛人です」

「あっれー、兄離れしたと思ってた妹が、なんか輪をかけてひどいことになってるぞ」

「そんな些さ事じはともあれ兄さま、」

「次はどこへ連れて行ってくれるのでしょう」

「あー、うん、次は……そうだな」




「と、いうことでゲームセンターに来た」

「リリスはゲームセンターに来るのは初めてです」

「ああ、おれも滅多に来ない」

「それで兄さま、ここは誰だれと来て、何をしたんですか」

「ん？　キリカの誕生日にプリクラ撮っただけだよ？」

「プリ……クラ？」

「ええと、撮った写真をシールにしてくれる機械、みたいな感じだ」

「では兄さま、まずそれをやりましょう、」

「その後、リリスは思い切り兄さまの脇わき腹ばらをつねります」

「何な故ぜにそうなるのですか、リリスさん！」

　本当につねられました。




「えー、そろそろ自分の妹が何を望んでいるのかわからなくなりました宗そう司じです」

「初めて来たカラオケを、リリスは物珍しく思っています、」

「狭い部屋に兄さまと一緒でちょっとドキドキしています」

「なんだよ、まだ暗いところ苦手なのか？」

「……全然違います。もっとトキメキ的なものです」

「トキメキ？　えーと、そんなにカラオケに憧あこがれてたのか？」

　宗司を見る瞳ひとみが一気に零下まで落ちた。

　凍りついた虹にじ色いろの眼まな差ざしを向けられた宗司はそっと視線を逸そらす。

「すいません、お兄ちゃん、なんか物もの凄すごく的外れなことを言ったんだと理解しました」

「結構です兄さま、そしてリリスはそろそろ聞き飽きましたが、」

「ここは誰だれと来たのか教えてください」

「何でだろう、お兄ちゃん凄く言いたくない」

「兄さま、自白した方が罪は軽くなります」

「犯罪行為関係ないよ……因ちなみに、キリカの誕生日に来ました」

「わかりました兄さま、」

「因みに、自白した方が罪が軽くなるというのは噓うそです」

「騙だましたな！」

「騙しましたが、謝罪はしません」




　結局、宗司が『デート』と言われて思いつける場所の全すべては誰か別の女と一緒に行った場所だということが判明し、リリスに呆あきれられた。

「兄さまは女たらしで手が早いくせに、」

「色々と奥手すぎるとリリスは思います」

「後半はともかく、前半は否定させてくれ。たらしじゃないし、別に手も早くない」

　気がつけば空は赤く染まり、駅前近くの通りには学生以外の姿も多く見かけるようになった。もうじき夕食に丁度いい時間になるだろう。

　カラオケその他を経由して、宗司とリリスは人で賑にぎわう通りの片隅に立っていて…………宗司は若干、よれっとしていた。

「兄さま、これが最後のチャンスです、」

「リリスが喜び、かつ、他ほかの女と一緒に行かなかった場所に連れて行ってください」

　真冬の如ごとき冷えた瞳でじっ、と宗司を見詰めてそう言う。

　言われる宗司はだらだらと汗を流しながら頰ほおを搔かく。丁度、その背後には街路樹があり獣に追い詰められた小動物のように見えた。

「小学生の頃ころにクラス委員の片山さんと遊びに行った公園、とかも駄目だよな？」

「無論、不可です」

「いやその一つ、思いつくのがあるんだが。多分、納得してもらえない気がする」

「よくわかりませんが、とりあえず、」

「言ってみてください兄さま」

「んー……家で、のんびりする」

　宗そう司じの答えに、リリスとリリスが顔を見合わせぱちくりと瞬きをした。

　雪解けよりも速すみやかにリリスの凍りついた瞳ひとみが溶けて、苦笑のようなものが浮かんだ。

「確かに、リリスは喜びますが、」

「確かに、リリスは納得がいきません」

「……だよなあ」

「さすがは兄さまです、」

「正解のようでいて、まるで正解でない答えを出す才能に溢あふれています」

「しかし、それも悪くはありません、」

「それでは兄さま、帰りましょう」

「一緒に手を繫つないで、」

「兄さまとリリスの家に帰りましょう」

　淡々としているはずのリリスの声は、心なし優しい。

　淡雪が触れるように、小さな手が宗司の手をそっと握る。

「でも、今夜はお仕置きですよ兄さま」

「マジッすかリリスさん！」

「当然です、リリスの妹心は微妙に傷ついたのです」

　夕焼けに赤く染まる駅前近くの通りから、兄妹は長い影と共に自宅へ歩き出す。

　そして自宅に戻り、夕食や入浴を終えたくつろぎの時間。

　宗司が未いまだ大量に余っているスイカを齧かじりながら、リビングにある三人掛けのソファーに座りテレビ（古い映画が流れている）を眺めていると両隣にリリスが腰こしを下ろした。

「おまえらもスイカ食うか？」

　ちらと宗司は両隣のリリスを見た。

　オセロよろしく宗司を挟みこんだ湯上りのリリスとリリスは花柄のパジャマ姿で、その白い肌からは石せつ鹼けんの──どこか懐かしい匂においがする。

「いいえ、兄さま、」

「その前に今日のお仕置きです」

　言って右のリリスが右手を上げた。白いぼんぼんのついた耳みみ搔かきが握られていた。

「お仕置きてそれ、耳搔きじゃね？」

「はい、お仕置きです、」

　左側のリリスが静かに立ち、右側のリリスがぽんぽんと自分の膝ひざを叩たたく。

「…………そこに、頭を、乗せろ、と？」

「おお何ということでしょう、兄さまが鋭いです」

「そのレベルで驚くなよ、つうか恥ずかしいことを……」

　まあお仕置きらしいから仕方ないかと、若干の諦てい念ねんを胸に（少なくとも今日のリリスに逆らうのは無駄だと学習した）宗そう司じはソファーに寝転びリリスの膝に頭を乗せた。

　安らかな眠りを約束するような柔らかくも硬い膝の感触、少し低いリリスの体温、石せつ鹼けんに混ざったリリス自身のどこか甘い匂におい。

　妹が相手なのに宗司の心臓は酷ひどく激しく脈を打ち、顔が湯上りのように赤くなる。

「それでは始めますので、兄さまは動かないで下さい」

「ん、ああ」

　宗司の耳にリリスが軽く息を吹き込み、耳掃除を始めた。

　リリスの手つきは優しく、もぞもぞと耳の内側をくすぐられているような心地よさが膝ひざ枕まくらと相まって宗司は眠るように静かに目を閉じる。

　リリスの膝枕と耳掃除、漂う石鹼の香り、どこまでも宗司の心を鎮めていく。

「とっても気持ち良さそうな顔をしてますね」

　不意に声をかけられて宗司はゆっくり目を開けた。目の前の、吐息に触れるほど近くにリリスの顔があった──最初にソファーから立った左側のリリスが宗司の眼前にしゃがみ込んでいた。

「ああ……気持ちいいな」

「ありがとうございます兄さま、しかし兄さま、これはあくまで『お仕置き』です」

　眼前のリリスが、少しだけ唇を吊つり上あげる。

　それだけで淡々としたリリスの声に顔に奇妙な冷たさが混ざる。

「やば、物もの凄すごくおれ逃げたい」

「逃がしませんよ、兄さま」膝枕耳掃除のリリスが宗司の耳に息を吹きかけながら言う。

「くっ、耳掃除が罠わな……あー、でも気持ちいい」

「それでは正直に答えてください兄さま」

　正面のリリスは言うと、可愛かわいらしく小首を傾かしげて宗司に訊きく。

「リリスのこと、好きですか？」

　実に、答え難がたい問いだった。

　思わず視線を逸そらそうとしたが、がしりと正面のリリスに顎あごを摑つかまれそれも叶かなわない。

　虹にじ色いろの瞳ひとみが、宗司の瞳をじっと覗のぞき込んでいる。

　リリスは表情に乏しい、声の抑揚に乏しい、しかし感情に乏しいわけではなく。

　虹の瞳が、燃え盛る炎よりなお熱い赤に染まって見えた。

「………………好きだよ」

「……」

「おれは皆が好きだよ。リリスも、一いち乃のも、キリカも、冗談みたいな量のスイカを送ってきたクソ親父おやじも、母さんもね──っていってえええええええええええ！」

　耳掃除のリリスがごりっと、確実にわざと宗そう司じの耳の中を抉えぐった。

「そういう玉虫色の解答を、」

「リリスが求めているとでも思ったのですか」

「上う手まく誤ご魔ま化かせたと思ったのにマジギレされてるとな！」

「そんな拙つたない手でリリスを誤魔化せると思ったのですか、」

「これは更なるお仕置きが必要です」

「ちょ、待て、リリス、そこはやめろ、こら、ズボンを脱がすな！」

「駄目です」

「いやああああああああ、やーめーてー」

　夜の白しろ崎さき家に、宗司の悲痛な叫びが木霊こだまする。

　そして、リリスは全すべてを悟りながら語らぬ者が言うように、小さく呟つぶやくのだ。

「兄さまの噓うそ吐つき」






日誌　八　『第一世界』──鏡の中のリリス──






　これは昔話だ。

　白崎宗司がまだランドセルを背負っていた頃ころで、森もり塚つか一乃にも沢さわ村むらキリカにも未いまだ出会ってはいない。しかし宗司は既に『零白夜ラスト・エレメント』だった。

　ある日、宗司の前に虹にじ色いろの瞳ひとみをした一人の女の子が現れ──

「今日、から、あなたの、いもうとに、なり……ました」

　小学生の宗司に、前振りもなく、本当にいきなり妹が出来た。

「……妹？」

　玄関のチャイムが鳴り、小学校から帰ってランドセルを置いたばかりの宗司がドアを開けるなりの出来事に、首を傾かしげる。

　思わず宗司はしげしげと、その女の子──妹を見る。

　粗末な白い服を着たひどく小柄で瘦やせっぽちの女の子、周囲を恐れるように伏せた瞳は、虹のような不思議な色をしていた。

「…………いもうとに、なりました」

　一人ぼっちで見知らぬ異国に取り残されてしまったような、そして実際に一人ぼっちの女の子は、世界の全すべてを恐れるように──その小さな体は震えていた。

「そ、そう……妹なんだ」

「あの……これ」

　思い出したように、女の子はごそごそとポケットから封筒を取り出す。

「ん？　これ、オヤジの字だな」

『そうじへ』と、封筒の表面にでかでかと書いてある。

　女の子から受け取った封筒を開けると、

『ひろった、おまえのいもうとだ、あと、よろしく』

　このひたすらにいい加減な文面と字は間違いなく父親のものだと宗そう司じは確信する。

「漢字使えよオヤジ。もう十さいだぞ、漢字ぐらい読めるっつの」

　文句を言いながら、小学生の宗司は手紙を封筒に収めなおし改めてその瘦やせた小さな女の子を見る。

「妹なのか」

「は……い」

「…………」

「…………」

　お互い、何も言わない。

　宗司はじっと女の子を見ている。

　女の子はずっと黙ったまま、おどおどと下を向いたままだ。

「………………あぅ」

　やがて耐え切れなくなったのか、女の子は恐る恐る、顔をあげ──そして見た。

「一番、たんにんのゴリ丘」

　額に皺しわを寄せて鼻の下を伸ばす、宗司会心のゴリラの顔真ま似ね。

「……えうっ」微妙に怯おびえている。

「二番、入れ歯をなくした校長の挨あい拶さつ『えぇえええ、しぇいとのみなしゃーん』」

　目を半分閉じて、ぷるぷる震える。

「…………あうっ」ちょっと興味を示したようだ。

「三番、教頭のズラ」

「………………あ、あたまずれた」何か目がキラキラし始めた。

「四番、中国人『アイヤー、ラーメンナイアルヨー、ナイアルヨー』」

「ア、アイヤー……」じわじわ近寄ってくる。

　まだまだ続く白しろ崎さき宗司（小学生）オンステージ。

　だがリリスはまだ笑わない。警戒を解いてすぐ傍そばにいるがまだ笑わない。

　色々間に挟み、宗そう司じは当時最高の持ちネタを放つ。

「十五番、ハニワ」

　あんぐり口を開けたハニワの顔真ま似ねとポーズのコンボ。

　給食の時間に披ひ露ろうし、教室を白い霧（噴出した牛乳）で染めた一撃だ。

「…………くすっ」

　蕾つぼみが綻ほころぶような、小さな声。

「やっと笑ったか……ふぅ、てごわい相手だったぜ」

　やり遂げた男の顔で、汗も搔かいてないのに額を拭ぬぐう──この仕草は当時連載されていた漫画のマネだというのはご愛あい嬌きようだ。

　小学生の宗司は少し腰こしを落とし、女の子の顔を正面から見た。

「おまえ、かわいいな」

「……かわ…………かわ、いい？」

　ぱちくりと、女の子は大きく瞬きする。

「うん、かわいい。あ、いけね、じこしょうかいを忘れてたな」

　にかっと笑顔を向けて、宗司は右手を差し出す。

「おれは、しろさきそうじだ」












「あ……わたし…………リリス」

　戸惑ったように、女の子──リリスの視線は宗そう司じの顔と差し出された手の間を彷徨さまよう。

「リリスだな、よし、よろしくリリス」

　宗司は少し強引に、でも優しく、迷うリリスの手を包んだ。

　リリスの幼い手を自分のまだ小さな手で包み込んだ。

「今日から、リリスは、おれの、妹だ」

　優しく握られた手を、笑みを浮かべた宗司を、確かめるようにリリスは何度も見る。

「え…………えと……ええと……よろしく」

　そして、小さな花が咲いた。

「……お、お兄ちゃん」

　彼女が微笑ほほえみ、そして二人は兄妹になった。




　その夜の話だ。

　リリスは着の身着のままで、布団の数も足りないし、部屋の掃除も出来ていない。

「わるいけど、今日は、これでがまんしてくれな」

　宗司は自分の服をリリスに着せて、自分の布団を半分リリスに与えた。

「お、お兄ちゃんと、いっしょに、ねる、の？」

　風ふ呂ろで体を洗った幼いリリスは宗司のシャツを着て、戸惑いながらそう聞いた。

「うん、他ほかにふとんないし。いやか？」

「ううん、いやじゃ、ない」

「ならよかった」

　にこりと宗司が笑うと、リリスはほんの少しだけ微笑みを返した。

　広いとはいえない宗司の部屋。一つの布団に枕まくらを二つ並べて幼い彼らは眠りにつく。

「……あったかい」

　電気を消した部屋に、リリスの小さな声がした。

　やがて夜は深く沈み行き、数時間後の真夜中に宗司はふと目を覚ます。

「……んむぅ、リリス？」

　もぞもぞと目を覚ますと、隣に寝ていたはずのリリスがいないことに気付いた。

　トイレにでも行っただろうか、気になった宗司は布団から出てリリスを探す。

　リリスは一階の洗面所にいた。洗面所の大きな鏡の前に立っていた。

　電気もつけず、シャツを一枚着ただけの姿で立っていた。

　夢を見ているように、悪夢を見ているように、虹の瞳ひとみがじっと鏡の中の己を見ていた。

　鏡の外のリリスは見詰め、鏡の中のリリスも見詰める。

『──おいで、こっちへ』

　鏡の中のリリスが告げる。

　鏡の外のリリスへ告げる。

『──おいで、こっちへ』

　鏡の中のリリスが手を伸ばす。

　鏡の外のリリスへ手を伸ばす。

　鏡の外のリリスは微動だにせず、鏡の中のリリスだけが動き、呼んでいる。

　しかし呼びかけにリリスは応こたえず、ただぼうと魅入られたように鏡を見ている。

『──おいで、こっちへ。こっちは、寂しく、ないよ』

　ぴくん、と、リリスの背せ中なかが震えた。

　鏡の中のリリスがにぃと笑った。

　呼びかけに誘われるように、リリスが鏡に、鏡の中へ手を──

「リリス、夜ふかしはよくないぞ」

　宗そう司じが何でもないように現れ、リリスの肩にぽんと手を置いた。

　鏡の外のリリスがびくんと震える。

　鏡の中のリリスが驚きよう愕がくに目を見開き、唇を震わせてゆっくりと、呼ぶ。

『零白夜ラスト・エレメント』──と。

　鏡の中と外、リリスとリリスの反応の差異。

　見る宗司の眼まな差ざしは、少年と呼ぶには何かが欠けていて、何かが遠すぎた。

　それは砂漠の夜にただ一人で星を見上げる眼差しに似ていて、永久氷壁の内側から外を見ているようでもあった。

「ほら、ふとんにもどろう。あしたは、いろいろ買いものに行くんだからな」

　あまりにも何事もなかったような、普通の、日常の、常識の世界の言葉。

　そこにあるものをそこにあるものとして受け入れる、ただの言葉。

「……お、お兄、ちゃん？」

　鏡に魅入られていたリリスが宗司を見た。虹にじ色いろの瞳ひとみには、知られてはならぬ秘密を知られた者に特有の恐れがあった。

　宗司はその瞳を真正面から受け止めて、そっと、リリスが鏡に伸ばした手を握る。

「おう、リリスのお兄ちゃんだ」

　リリスの冷えた手を、暖めるように包み込む。

「お兄ちゃんの、手、あったかい……」

　安あん堵どに満ちた、リリスのその声。

　鏡の中のリリスが唇を嚙かみ、敵意を込めて宗司を睨にらみ、そして、消えた。

　鏡の中のリリスがいた鏡が、ただの鏡に戻る。

「あ──」

　残されたリリスは何かを確かめるように瞬きをする。だがもう、鏡はただの鏡だった。

「あ、そうじ、おにい、おにい、ちゃんぅ！」

　リリスが宗そう司じの胸に飛び込み、抱きつき、小さく震える。

　何か、ずっとこらえてきたものが溢あふれてしまったように、言葉の通じぬ異国で初めて理解者に会えたように、その虹にじの瞳ひとみがみるみる涙で潤うるんできた。

「たすけ、て、わた、し、すてられ──た」

　宗司は何も言わず、幼い宗司よりもさらに幼く小さなリリスの背せ中なかを撫なでる。

「だいじょうぶだ、おれがいる」

　どこまでも、その言葉は優しい。ただ、何もなく、優しい。

「おれがリリスのそばにいるから」

　だが優しく告げる、宗司の顔は、どこか、悲しい。

「たすけ、て、おにい、ちゃん」

「うん。お兄ちゃんにまかせとけ」

　泣くリリスを慰めながら、宗司はリリスを連れて布団に戻る。

　リリスを抱き締めたまま、再び眠る。

　宗司とリリス、世界の果てに二人きりであるように共に眠った。

「そこにあるものは、そこにあるものなんだ。どんなにこわくても、どれだけ逃げても」

　眠りに落ちようとするリリスに向けて、宗司は小さく告げていた。

「それはずっと、リリスにつきまとう。だから、うけいれるんだ」

「……うけ、いれる？」

「そうだよ。まずは、それからだ」

　幼いリリスにはきっと、宗司の言葉の意味が理解できなかっただろう。

　ただ彼女は抱き締められた熱の心地よさに身を委ゆだねるように小さく頷うなずき、静かに眠る。

　情じよう愛あいという毛布に包まれて、安らかに彼女は眠る。

　それが、リリスが白しろ崎さきリリスになった日の、概おおむね全すべて。

　二人は兄妹として仲なか睦むつまじく暮らし、大きな事件もなく時間は流れて行った。

　いつしかリリスは宗司を『お兄ちゃん』ではなく『兄さま』と呼ぶようになり、

　相変わらず小柄ではあったが多少は背も伸びて、小学生中学年ながらも宗司に代わって家事のほとんどを見事にこなすようになっていた。

　宗司の小さな妹は、いつのまにか立派な妹へと成長していた。

『第一世界シユレデインガー』白崎リリスを受け入れて。

　………………

　…………

　……

「──うわ、すっげえ懐かしい夢見た」

　朝から燦さん々さんと強い夏の日差しがカーテン越しに宗そう司じの部屋に差し込んでいた。

　布団の上で目を覚ました宗司は呟つぶやき、大きな欠伸あくびと共に伸びをする。

　夏休みなのだし、まだ眠ってていいのだが夢見のせいか目が覚めてしまった。

「もう、六年ぐらいになんのか。早いもんだな……むっ、あれ？」

　ふと、すぐ隣の温もりに気付いて見れば、リリスが小学生時代から愛用している花柄のパジャマを着て宗司の両側で眠っていた。

「……ああ、そうだそうだ。昨日一緒に寝ようって言われたんだ」

　十三歳になっても相変わらず幼い寝顔は、相変わらず鏡合わせに同じだった。

　本当に、鏡の中から連れて来たように、同じだった。

「んぅ……、」

「んぅ……」

　小さな呻うめき声をあげて、眠るリリスがもぞもぞ動く。

　宗司は何となく昔のことを思い出して、そっとリリスの頭を撫なでる。

　さわさわと細い髪が掌てのひらをくすぐり心地よい。リスのような小動物に近い感触だ。

　やわやわと撫でていると、もぞりと動き、リリスとリリスが目蓋を開けた。

「兄さま……、」

「くすぐったいです」

　照れたように、リリスの頰ほおは赤い。

「悪い、起こしたか」

　優しく、宗司は微笑ほほえむ。少し遠い目をしたまま。

「兄さま、どうかしましたか、」

「今朝は、雰囲気が少し、違うような気がします」

「ああ、いやちょっと、昔の夢を見てな。リリスが家に来たばかりの頃ころだよ」

　宗司の言葉に、リリスが僅わずか眉まゆ根ねを寄せる。

「……昔の話は、あまり、」

「好きではありません」

「そっか、じゃあ、その話はやめとこう」

　ひどくあっさり言い、宗司はリリスを撫でるのを止やめた。

　虹にじ色いろの瞳ひとみは僅かに寂しげに、そして不安げに、遠ざかる宗司の掌を見る。

「ところで、今日の朝飯なんだ？」

　何事もなかったかのように、宗司は話題を日常に戻す。

　リリスはじっと、何かを言いたげに宗司の顔を見詰める。

「はい、鮭の切り身が余っているので和食です、」

「なめこのお味み噌そ汁と、ほうれんそうの胡麻和あえもあります」

「早速、リリスは朝食を作ろうと思いますので、」

「兄さまは三十分程したら降りて来て下さい」

「いや、たまには手伝うって。普段から任せ切りだしな」

　リリスは視線を逸そらすと、まるで逃げるように立ち上がり背を向ける。

　宗そう司じもまた、それに続いて立ち上がった。

「……わかりました、では兄さまには、」

「食器の準備など、お願いします」

「おう、それぐらいなら任せろ」

　頷うなずく宗司より、リリスは一足早く部屋から出て行く──寸前、ドアの所で振り返った。

　虹にじ色いろの瞳ひとみが、じっと、じっ、と、いつもどおりの宗司を見詰める。

「兄さま、昔の夢を見たのならば、」

「リリスに訊きくべきことはありませんか？」

「ないよ」

　宗司は答えた。

　まるで鏡の中から連れて来たように同じリリスとリリスの顔を見詰め返し答えた。

　矛盾する過去と現在。

　妹としてやってきた一人の少女と、目の前にいるリリスとリリス。

　宗司は一度たりとも、それについて何かを問うたことはなかった。

　ただ当たり前に、受け入れていた。

「リリスは時折不安になります、」

「本当は、兄さまはリリスのことなんて、どうでもよいのではないかと」

　向けられる二対の、すがるような、虹色の瞳すらも鏡のように同じ。

「アホ、妹がどうでもいい兄なんていねえよ」

　ぺしこん、宗司はリリスのデコを叩たたき、

「リリスは、おれの、大事な、妹だ」

　初めての夜のように、優しい微笑ほほえみを浮かべた。

　そうあるものがそうであるように、宗司は全すべてを受け入れる。

　何も訊かず、何も問わず──冷えた掌てのひらを包み込むように、受け入れる。

「……はい、リリスは兄さまの妹です、」

「……ずっと、リリスは兄さまの妹です」

　頰ほおを赤く染めて、リリスは妙に嬉うれしそうに叩かれたデコを押さえた。

「ハッハッハッ、お兄ちゃん朝からものすごく恥ずかしいこと言っちゃったな」

　宗司は冗談めかして肩をすくめる。

　くすりとほんの少し、リリスの唇が綻ほころび笑みの形を作った。

「兄さま、髪の毛にゴミがついています、」

「取ってあげますから、しゃがんでください」

「ゴミ？　ああ、悪いな頼むよ」

　宗そう司じが素直にしゃがむ。

　リリスはしゃがんだ宗司の肩にそっと手を乗せ──

「兄さま、」

「大好きです」

　頰ほおに、唇を寄せた。

「…………えっ？」

　ぽかんとして、宗司が両方の頰を押さえる。

「はい、兄さま、」

「ゴミは取れました」

　虹にじ色いろの瞳ひとみを悪戯いたずらっぽく輝かせてリリスは唇を撫なでた。

　幼い顔に似合わず、妙に、艶つやっぽい仕草に宗司は思わず赤くなる。

「それではリリスは下に降りて、」

「先に顔を洗ってきます」

　何事もなかったみたいに、リリスは背を向けて宗司の部屋を出て行く。

　リリスのいない部屋で、顔を赤くした宗司はなおもしばらく中腰のまま硬直し、

「うわああああああああああああ、落ち着けおれ、落ち着けおれ、リリスは妹、血は繫つながってませんけど妹！　ドキドキすんな、欧米では挨あい拶さつみたいなもんだしオーケイ、何の問題もない、気にするなって気になるわボケがああああああああああ！」

　一人でノリツッコミしながら頭を抱えて絶叫する。




　そして、リリスとリリスはこっそり、宗司が叫ぶ部屋のすぐ外にまだいた。

「ねえリリス、兄さまってばとっても可愛かわいいですね、」

「ええリリス、キスぐらいであんなになってしまって本当に可愛いです」

　閉じたドアに背せ中なかを預けてリリスとリリスはくすくすと、可愛らしく笑っていた。

　鏡に合わせたように、どこまでも、同じように。






日誌　九　宝探しと白崎パパのお仕事






　特に用事はないが部室に集あつまりだらだらと過ごす日々を繰り返し、今日もそうなるとその場にいた誰だれもが思っていたある日の昼下がり。

　部室にはいつもの三人、宗そう司じ、一いち乃の、キリカが集まり古びたテーブルを囲んで冷めた紅茶を飲みながらだらだらと会話をしていた。

　一乃は赤と桜色のセーラー服姿で、キリカはいつもの夏服（カッターシャツとスカート）だった。キリカのスカートが普段より短めに折ってあるのが唯一の変化だった。

　荒あら谷や学がく園えん自体が高所にありそれなりに風も吹くのでエアコンのない第三旧校舎にいるのもそれほど苦ではない。

　やかましい蟬せみの声と共に冷やりとした山風が部室の窓を通り、一乃の長い黒髪を、キリカの銀に輝く髪を撫なで揺らして過ぎ去っていく。

「暇だわ……」

「暇だねえ」

　アンニュイに、テーブルに頰ほお杖づえを突いた一乃とキリカが息を吐く。

　一乃の長い黒髪と端整な横顔は、キリカの輝く銀髪と愛らしい顔は、そんな何気ない仕草すらも絵になるようだった。

　宗司は絵になりようもないじとっとした目でそれを見て、やっぱり溜ため息いきを吐ついた。

「今更じゃねえかよ。一乃、また何か妙なゲームを思いついたりしてないのか」

「ゲーム？　なんでそんなことをする必要があるのよ」

「よーし、何回でも言ってやるからよく聞け、一応、ゲーム同好会だおれたちは」

「そういえばそんなものもあったねー」

　ぐでっと昼寝する猫のようにキリカがテーブルに突っ伏し大きく欠伸あくびをした。

「ふなぁー、うにゃー机、ちょっとひんやりしてて気持ちいいよー」

「そう、じゃあ私もやってみましょうか」

　一乃までぐでっと机に突っ伏した。長い黒髪がぱさりと机の上に広がった。

　なまじ中途半端に涼しいので、何もする気が起きないのだろうか。

　いっそ冗談のように暑ければ、涼を取るために行動したかもしれない。

　随分前にビニールプールを用意したように。

「大体、やる事もないのに集まるのが間違えているのよ。どこの馬ば鹿かなの、夏休みまで集まるなんて決めたのは」

「ソージー」

「ああ、宗そう司じだったわね……」

「おまえらじゃああああああああああああああああああ！」

　血管切れそうな勢いで宗司が絶叫した。

「おれは用事がねえなら集あつまる必要ないだろと主張した側だ！　泣かすぞおまえら！」

「サディストね、私を性的に痛めつけて泣かせたいなんて」

「ソージの変態レベルが段々上がっていくよー、でもちょっと痛くするぐらいならキリカさん的にもオーケイだよ？」

「ふふっ、ベッドの上でなら、いくらでも泣いてあげるわよ。むしろ泣かせなさい」

「それ言うと思ったよー、イチノ」

「言っておかないと駄目だと思ったのよ、もしくはメイド的に『ベッドの上でも奉仕しろなんて、えっちぃご主人さまには困ったものね』もいいかしら」

「あー、それはいいねー。唐突にメイドネタに持ち込む強引さがいいよー」

「でしょう」

「テンション低いなおまえら……おれまで何もかも面倒くさくなりそうだ」

　冷たいものでも買ってこようかと思いながら、宗司はカッターシャツの襟元をぱたぱたと揺らして風を送り込む。

　丁度、その瞬間に宗司の携帯電話が鳴った。

　電話が鳴るのも珍しければ、着信メロディ未設定の普通の呼び出し音も珍しい。

「誰だれだ……うげっ」

　宗司は携帯電話を取り出し着信番号を確認するや、凄すごく嫌そうな顔をした。

　机にべたっとひっついている一いち乃のとキリカをちらと見て、宗司は席を立つ。

「悪い、ちょっと外すな」

　そのまま部室の外に出て、着信ボタンを押した。

「…………もしもし、何の用だクソ親父おやじ」

『おーっと、久しぶりなのにご挨あい拶さつだなバカ息子』

「息子と娘を放ほうり出して、世界中うろつき回ってるような奴なんてクソ親父で充分だ」

『カッカッカッ、違いねえ、違いねえ』

「で、珍しく電話して来たってことは、なんかトラブルでもあったのかよ」

『そりゃおまえ、可愛かわいい息子の声を聞きたくなってだな』

「噓うそだろ」

『カッカッカッ、大したことじゃねえよ。おまえ、夏休みだろ、彼女の二、三人とリリスも連れて南の島に遊びに行けよ、で、そのついでに宝探しだ』

「普通彼女は二、三人もいねえよ。つうか、そもそも彼女いねえよ」

『いや、これは父親の勘だが、おまえは何かおれと同じ道を歩く気がする…………気をつけろ、女ってマジで恐いぞ。特に覚悟を決めた女は最強だ』

「なんだそりゃ……まあ、いいよ。で、南の島で宝探し？　正気かおっさん」

『まあ細かいことは宝の地図と一緒に送った手紙読め。宝探しっても難しいもんじゃねえよ。知り合いの金持ちが持ってる小さな無人島──ああ、別荘があるからそこ使え──で文字通り遊びついでに探してくれりゃいい』

「南の島で宝探しなんてイベントが日本の高校生に起こるなんて思わなかったぜ」

『カッカッカッ、それもまた人生よ。そこにあるもんは、いつだってそこにあるんだぜ』

　その言葉に、宗そう司じがシニカルな笑みを浮かべた。

「わかってる……おれは、上う手まくやってるよ、普通にな」

『約束を忘れるなよ宗司。上手くやるんだ、全すべてを上手く。そして絶対に踏み外すな』

　ある種の追認か、そのやり取りが終わり宗司は似合いもしないシニカルな笑みを消す。

「たまには日本に帰って来いよ。おれはともかくリリスに顔を見せてやれ」

『カッカッカッ、ま、機会があればな』

　電話が切れた。

　宗司はしばらく自分の携帯電話を見詰めて、軽く肩をすくめ、部室に戻った。

「やっぱり、夏は小悪魔ナースと一緒に南の島へ旅行よね」

「いやいや、夏はネコミミチャイナを連れて南の島でバカンスにゃー」

「そうだな、夏は小悪魔ナースとネコミミチャイナ連れて南の島へ遊びに行くのも素敵だよなって、おいこらそこ！」

　扉を開けるなり、やる気ゼロでうだうだしていた二人が小悪魔ナースとネコミミチャイナになり机の上でグラビアポスターのようにしどけなく寝そべっていた。

「よっしゃ、順番に突っ込むぞ。まず盗み聞きをするな！　そしてあの電話五分ぐらいだぞ、物理法則無視した速度の着替えとかしてんじゃねえ！　そしてナチュラルについてこようとすんな！　最後に、小悪魔ナースとネコミミチャイナは南の島と関係ない！」

　ミニ丈黒ナース服と膝ひざ上うえストッキングの隙すき間まから覗のぞく太ふと腿ももの白さにも、ハートにくりぬかれたチャイナ服の胸元から零こぼれ落ちそうなぽよんと大きな胸の谷間にも、宗司は惑わされず全てをツッコミきった。

「そんなことはいいから、私たちも連れて行きなさい」

「断る」

「ソージ、この格好を強制されたって職員室に乗り込んでもいいのかなっ？」

「是非、僕と一緒に南の島に行きましょう！」

「あらそんな、催促したみたいで悪いわね」

「いえいえ、こんな美しい女性と一緒に南の島なんて、僕は三国一の幸せ者ですよ！」

「アハハハ、もうソージったらお世辞が上手なんだからっ」

「お世辞？　ハハッ、僕は噓うそがつけない男と近所で評判なんでしてね──」

　きらりと歯を光らせてやたら爽さわやかな笑みを浮かべたかと思った次の瞬間、がくりと、宗そう司じは膝ひざをつく。

「ちくしょう……こんな敗北感を味わったのは久しぶりだ。おれ、悪くねーじゃん。こいつらがいつも勝手に着替えてるだけじゃん」

「宗司、素直になりなさい」

「本当はちょっと嬉うれしかったりするよねっ？」

「まあな、おれも男の子だし！」

　立ち上がった宗司はまたもきらりと歯を光らせた。

「冗談はともかく、ま……悪くないな。どうせ暇だし」

「ええ、少なくとも部室でだらだらしているよりは建設的ね」

「宝探し、だっけ？　ちょっと面白そうだよね」

　小悪魔ナース一いち乃のとネコミミチャイナキリカの瞳ひとみはきらきらと輝いていて、宗司にすら二人がとても南の島に行きたがっているのがわかった。

「まあ、いいか」

　二人が楽しそうならそれでいいと、宗司はあっさり受容した。

「ところで、好奇心からの質問なのだけれど、あなたのお父さまはどんなお仕事をしているの？　海外にいると聞いた覚えはあるのだけれど」

「そーいえば、わたしも聞いたことなかったね？」

「……あー」

　言い辛づらそうに、宗司は少し目線を逸そらし、もごもごと呟つぶやく。

「その…………世界中で活躍中の…………ぼ…………か」

「ぼか？」

「ソージ、全然聞こえないんだけど」

「…………ぼ、冒険家」

　一乃とキリカがフラダンスする犬を見たような顔をした。

　想像は出来るが、実在しているとは思えないものを見てしまったような顔だった。

「あの、宗司……それは、笑うところなのかしら？」

「マジなんだよ、それが。いや、人探しとかそんなこともしてるから半分は探偵とか何でも屋みたいなもんらしいんだけどな」

「…………ごめん、ますます胡う散さん臭くさくなったよ」

「だよな。おれもそう思う、でもあのクソ親父おやじ、名刺にもマジで冒険家って書いてる」

「独自の世界に生きてるわね……」

「正直、『煉獄カサルテイリオ』とか『道化師の栄光バツドジヨーク』よりユニークな肩書きだよね『冒険家』」

　笑うに笑えない一いち乃のとキリカ、宗そう司じはどよんとした空気を纏まといがくりと肩を落とす。

「あの、これも好奇心からの質問で悪いのだけれど、お母さまは……」

「親父おやじは独身だよ」

　ゾンビのように宗司は顔を上げた。

「えっ、あれ？　じゃソージは？」

「でも、妻的な存在が三人いる」

「……ごめんなさい宗司」

「……ごめんね、ソージ」

「謝るな！　逆に辛つらいから謝るな！　しかも心底むかつくことに三人ともびっくりするぐらい美人で、ハーレム状態を認めてんだ！　つうか、元々友だちだったらしい！」

　宗司は頭を抱えて絶叫する。

「高校時代からの付き合いで、文化祭の終わりに全員揃そろって告白して、結局そのままずるずる行って全員といいかんじのまま今に至るって、どこのラブコメだ！　ちくしょう、納得いかねえ！　たとえ親父が世界を救ったヒーローとかでも絶対納得しねえ！」

　エキサイトする宗司の肩を、ぽん、と一乃とキリカが叩たたいた。

「親子ね」

「そういうのを、同族嫌悪って言うんだよソージ」

　ぽんぽん、とまた宗司の肩を叩いた二人は初めて見るような優しい顔をしていた。

　あんまりにも優しい顔だったせいで、宗司は何も言えなくなってしまう。

「さてと、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなったし今日は解散して南の島へ行く準備をしましょうか」

「オッケー、じゃソージ、日程決まったら連絡してね」

「おいて行ったら地の果てまで追い詰めて七つに引き裂くわよ」

「アハハハ、七つですませるなんて、イチノも優しくなったねっ」

「ふふっ、私はいつだって慈悲深いわよ」

「わーお、それこそまさに『悪い冗談バツド・ジヨーク』だよ」

　冗談を言い合いながら、二人は部室を出て行った。

　二人の後姿を見送って、宗司はぽつりと呟つぶやく。

「小悪魔ナースとネコミミチャイナのまま帰りやがった……」

　二分後、制服に着替え忘れた二人が凄すごい勢いで戻って来た。

「どうして小悪魔ナースのまま着替え忘れていると言ってくれないのよ！」

「危うくソージのためのネコミミチャイナ姿が他人に見られるところだったよっ！」

　責められる宗司は、何か理不尽なものを感じた。






日誌　十　宝探し？　何それ？　食えるの？






『　宗そう司じへ

　男ならここで一発決めろ、だが責任は取れ（学生結婚も許す）


追伸・宝探し頑張れ』



「本題と追伸の内容逆だろうがクソ親父おやじがああああああああああ！」

　揺れるフェリーの上で、宗司は父親からの手紙（と宝の地図）を読み直していた。

　手紙はごらんの通り酷ひどいもので、地図の方も負けず劣らずだ。

　今まさに目指している無人島の地図で、年季が入っているのか端が茶色っぽく変色し、宝の目印らしきものが……軽く四十個ほどあった。

　ここまで目印が多いと、逆にノーヒントだ。

「これでどうやって探せばいいんだよ……」

　朝から電車とバスを乗り継ぎ、さらに島の管理人が操縦する船、合計六時間近い長時間移動（時刻は既に十四時近い）に宗司の声はやや疲れていた。

「宗司！　島が見えたわよ！」

　対照的にやたらと元気な一いち乃のの声がして、宗司は船ふな縁べり──一乃の隣に立った。

「ああ、あの島なのか、やっと着いたな」

　陽光を反射し硝子がらすの欠片かけらをまぶしたように輝く青い海にぽつりと浮かんだ南の島。

　グラウンド付きで学校を二つ建てたら島は埋うまる程度のサイズしかない無人島だ。

「南の島といえばえっちぃイベントか連続殺人事件よね！　今から楽しみだわ、どっちを起こそうかしら！」

「目をきらきらさせてとんでもない行動計画立ててるんじゃねえよ！」

　一乃の声は珍しくはしゃいだように高く、海風に激しくなびく長い黒髪を抑えようともしない。島を見詰める赤い瞳ひとみは宗司の指摘どおりきらきらと無む邪じや気きに輝いていた。

「わお、凄すごい！　砂浜が真っ白だよ。砂糖をまぶしたみたいだねっ！」

　反対側の船縁にいたキリカが青い瞳を輝かせて宗司を挟んで一乃の逆隣から身を乗り出す。二つに括くくった銀色の髪は船上の海風で尻尾しつぽのようにばたばたと揺れていた。

　なるほど、船上からもわかるほどに眩まぶしく白い砂浜は砂糖をまぶした菓子に似ている。

「潮の匂においがしまくるのに、砂糖を連想できる辺りがおまえらしいよ」

　呟つぶやき、宗司は何気なく左右の二人を交互に見た。

　二人とも肩を出したキャミソールに脚を出した短いボトム（一乃がスパッツ、キリカがホットパンツ）の組み合わせを着ている。

　一いち乃のは長い黒髪に合わせて黒のキャミソールを、キリカは己の碧へき眼がんに合わせて青のキャミソールをチョイスしたようだ。

「……おまえら、上に何か着ろよ。目のやり場に困、じゃなくてほれ、日焼けするぞ」

「日焼け対策ぐらいしているわよ」

「そうだよ、色々塗って来たもんねっ」

「そうすか」

　生返事をする宗そう司じの視線は二人の間でふらふらと定まらない。

　薄手のキャミソールは向かい風を浴びて体にぴったりと張り付き、すらりとした一乃の、胸がぽよんと大きく膨ふくらんだキリカの、ボディラインを浮かび上がらせる。

　何とも目の毒で、宗司はそわそわと落ち着かない様子だ。

　幸いなのは、見られる側の二人が視線に気付かず瞳ひとみを輝かせて島を見ていることか。

「に、しても、変な形の島だな」

　こほんと咳せき払ばらいし宗司は視線を二人から島へと向ける。妙にバランスの悪い形の島だ。砂浜から島の半ばまで平地が続き、そこから急に盛り上がり小高い丘になっていた。

　丘を除いた島全体に、葉の尖とがった木がぽつぽつとまばらに生えている。

「あの丘は随分と見晴らしが良さそうです、」

「周囲には島もありません、きっと綺き麗れいな水平線が見えます」

　一乃とキリカに遅れ、リリスとリリスが背伸びして宗司の肩に顎あごを乗せ島を見た。

「……ちっ」

「むうー」

　途端、左右の一乃とキリカが対抗するように宗司の腕に抱きつく。

「うわっ、あぶなっ！」

　宗司はバランスを崩しかけ、船のへりを強く摑つかむ。

　文句の一つも言おうとしたが──二の腕やら背せ中なかやらに当たる柔らかい感触から、女性陣が揃そろって南の島用に涼しげな薄着をしていたと思い出し何も言えなくなる。

「くうっ……その、おまえら、離れろ」

「嫌よ、だって夏で海で無人島なのよ！」

「嫌だよっ！　夏で海で無人島だもんっ！」

「嫌です、兄さま、夏で海で無人島なので嫌です」

　しかしまあ、離れてくれるわけもない。

　左右の一乃とキリカなど、ますますぎゅっとくっ付いてくる。

　キャミソール越しの柔らかいものが二の腕に当たる、と、いうか押し付けられている。

　背中にくっついているリリスの服装は二人に比べれば露出度も低く大人しいのだが……着ているのはお揃そろいの白い、そして薄いワンピースだった。

　清せい楚そなワンピースだったが、薄い生地越しに体温すら伝わってくるような状況ではある意味キャミソール並みに心を乱す。

　多分こっちもわざとやっているのだろう、宗そう司じの背せ中なかにぴったりと体を寄せていた。

　右に左に後ろに、宗司は微妙に違った柔らかさと熱を感じる。

　潮の匂においに混ざって淡い花の匂いが、甘いミルクの匂いが、リリスの石せつ鹼けんの匂いがして宗司はもう日差しとは確実に別の理由で顔を赤くして呻うめく。

「ぐうううう、は、はやく、島につけ。おれを解放してくれ……」

　祈るような言葉だったが、その祈りを叶かなえてくれるような存在は世界になかった。

　因ちなみに宗司はいつものシャツとジーンズとやる気のない格好だ。一々、服装を考えるのが面倒くさいのだろう。




　それから島まで五分程度だったのだが、宗司にはまるで永遠のように長い時間だった。幸せだったのか不幸だったのかは、本人にもよくわからない。

　何はともあれ、島に到着して宗司は左右に後ろからの密着状態から解放された。

　簡易桟橋で船を降り、宗司たちは真っ白な砂浜に立つ。

　照りつける太陽で熱され輝く砂浜、きらきらと輝くサファイアの海。

　一いち乃のがキリカが、リリスが海の青さと砂の白さに思わず感嘆の声をあげる。

　普段から素直なキリカはともかく、クールな一乃と淡々としたリリスですら子どものように瞳ひとみを輝かせていた。

「凄すごいわね、まるで映画の舞台みたいだわ！」

「早く泳ごうよ、きっと気持ちいいよっ！」

「こんな綺き麗れいな海を、リリスは初めて見ました！」

「おまえら元気だな。おれは移動だけでちょっと疲れたぜ……それと、忘れてるかもしれないが一応、目的は宝探しだからな」

「もちろん覚えているわ。だから泳ぐわよ！」

「うん、遊ぼ遊ぼっ！」

「リリスも遊ぶべきだと主張します！」

「……まあいいよ、つうか、おまえら妙にテンション高くね？」

「全然高くないわ！」

「そうだよ！　普通のテンションだよっ！　さっ、急いで水着に着替えるよっ！」

「リリスはいっそもうここで着替えてしまえばいいと思います」

「屋外ストリップね、望むところだわ」

「望むなアホ！　ちゃんと屋内で着替えろ！」

「ソージは室内ストリップの方が好きなんだねー」

「解釈がおかしいにも程があるな」

「つまり兄さまはどこで脱がせたいのですか、はっきりしてください」

「普通に荷物置いて、普通に部屋で着替えろって言ってんだよ！」

　明らかにテンションが高い三人に向けて宗そう司じは叫び、三人の背せ中なかを押す。

「ほれ、別荘に行くぞ、どうせすぐ近くだ」

　実際、別荘は砂浜に近く、その白い壁が既にここから見えていた。

「はいはい、わかったわよ。ならさっさと行って着替えて泳ぐわよ！」

「オッケ！」

「はいっ！」

　南の島に興奮して、目をキラキラ輝かせた女性陣は荷物を手に小走りで別荘へ向かう。

「やれやれ」

　宗司は小さく肩をすくめずっしり重い自分の荷物を持って彼女たちに続いた。

　砂浜から見える距離だ、すぐに別荘に到着する。

　そのある意味異様な外観に、テンションが上がっていた一いち乃のたちすら足を止めた。

「これが別荘か……別荘？」

「誰だれだか知らないけれど、ここの持ち主はかなり捻ひねくれてるわね」

「んー、同意見だけど、それにしても変な方向に捻くれたねー」

「捻くれ過ぎて逆に真っ直ぐだとリリスは思います、」

「別荘と言えど、家は、家ですから」

　まばらな木に隠れ、砂浜からでは別荘の全景がよくわからなかったが、近付いてみれば……何というか、普通の家だった。

　住宅街に幾つも並んでいる建て売り住宅を、そのまま南の島まで運んできた感じだ。

　まるっきり、別荘という感じはしない。

　それでも一応は無人島の別荘らしく、自家発電機と貯水槽のある小屋が隣接していた。

「……まあ、入るか」

「そうね」

　自家発電機と水道の動きを確認して、一行は別荘に入る。

「うわあ、南の島まで来てるのに、何な故ぜか自分の家に帰ってきた気分だ」

　玄関もドアも、内装までも普通の建て売り住宅そっくりだった。

「とりあえず、着替えて泳ぎましょうか」

「じゃー、着替えてリビングに集合だねっ」

「わかりました、では急いでリリスも着替えます」

「はいはい、リビングな」

　部屋割りはすんなりと決まった。二階が丁度三室なので女性陣はそちらに。

　宗そう司じは一階一番奥の部屋を選んだ、というか一階にはリビングや浴室等を除いてそこしか部屋がないだけだ。

　ぱたぱたと足音をさせて階段を上る女性陣を見送り、宗司は奥の部屋に向かう。

　日光差し込む窓際の古びた机とベッドしかない殺風景な板張りの部屋だった。あらかじめ島の管理人が用意してくれていたベッドシーツがマットレスの上に畳んで置いてある。

　宗司は荷物を殆ほとんど放ほうり投げるとリビング（ソファーセットと対面式のキッチン付き）へ行き、ソファーに座って女性陣が姿を見せるのを待つ。

　水着に着替えるのは、少しゆっくりしてからでもいいと思っていた。

「……一応、宝探しもやらないとな」

　ポケットから目印過剰の『宝の地図』を取り出し、宗司はうんざりと溜ため息いきを吐ついた。

「最悪、これ全部回るしかないのか……」

　地図を逆さにしたり、光に透かしたりするがやはり正解への手がかりは見当たらない。

　地図相手に暇を潰つぶしていると、ばたばたと二階から女性陣の降りて来る足音がした。

「おっ、来たか」

　宗司はリビングの入り口に視線を向けた。

「さあ、移動に時間が掛かった分、泳ぐわよ！」

「わーい、魚とかいるかな、熱帯魚的なの！」

「ビーチボールの準備は万全です！」

「万全です！」

　ほんの一瞬、影のように水着姿の一いち乃のたちが……通り過ぎて行った。

　ばたん、別荘のドアを蹴けり飛ばすように開ける音がひどく大きく宗司のいるリビングに響き、そして、消えた。

「あっれー？」

　恐らく、一乃たちは海に直行したのだろう。

「まあ、泳ぎたがってたもんね……」

　よいしょ、と、宗司はソファーから立ち上がり、

「うおおおおおお、ガチで置いて行かれたあああああああああ！」

　宝の地図を引っつかんで自分の部屋に戻り、窓際の机の上に投げ置き着替えた。




　そして、普段は宗司を追い掛け回しているくせに、こんな時に限って宗司のことを綺き麗れいさっぱり忘れている女性陣は、

「海よ、海よ海！　地味にわたし、海で泳ぐの初めてよ。凄すごいわ青いわ！」

「知ってる知ってる知ってる？　海の水って塩辛いんだよっ！」

「あなどれません、海、」

「塩味で、しかも天然流れるプールです。波とかなんであるんでしょう！」

　テンション跳ね上がって、色々ダメな感じだった。

「私、ちょっと海水が本当に塩辛いのか確かめてくるわ！」

　長い黒髪を括くくった一いち乃のは普段のクールぶった態度も忘れて赤い瞳ひとみを輝かせ、真っ先に海に飛び込む。

「あ、わたしも行くよっ！」

　やや遅れて、キリカが続く。

「リリスたちも行きましょう、」

「待ってください、リリスは何か、忘れている気がします」

　さらに遅れてリリスが続こうとして、ぴたりと波打ち際で脚を止めた。

　その頃ころには既に、一乃とキリカは海に飛び込んで凄すごい勢いで泳ぎ遠ざかっていた。

「リリスは果たして、」

「何を忘れているのでしょうか……」

「多分、お兄ちゃんの存在そのものかな」

　南の島にまるで似合わない、どんよりとした空気を振りまきながら宗そう司じが出現した。

「……ああ、」

「兄さま、おいたわしい」

「うん、お兄ちゃん妹にすら忘れられて結構傷ついてるからね？」

「すいません兄さま、」

「青い海と白い砂浜が、リリスを狂わせたのです……」

　しゅんとリリスが頭を垂れると、宗司は慌てて首を振る。

「いやいやいや、軽い冗談だから気にするな、そんな傷ついてないから！」

「つまり、少しは傷ついたのですね、ごめんなさい兄さま、」

「許してください、兄さまに嫌われたらリリスは生きていけません」

　フォロー虚むなしく、リリスのしょんぼり具合は増加した。

「いや、おれは傷つかないから気にするなって、なあっ！」

　宗司は何か話題を変えようとして、リリスを見てふと気付く。

「あれ、その水着、新しいのだな？」

　リリスの幼く華きや奢しやな体を包んでいるのはフリルがついたセパレートの水着だった。

　特に下のフリルはスカート状になっていて可愛かわいらしい。

　宗司に言われて、リリスははにかんで顔を上げる。

「はい兄さま、」

「リリスは今日の為に新しくこの水着を買いました」

「この水着はどうでしょうか兄さま、」

「リリスに似合っていますか」

　恥ずかしそうに頰ほおを染めながらも、リリスとリリスは宗そう司じによく見て欲しいのか、後ろで手を組んで背筋を反らす。

　顔立ちが幼く、胸の膨ふくらみが全くないリリスの少しだけ大胆な水着姿は、恥ずかしがる仕草と相まってひどく愛らしい。

「へえ……」

　しげしげと宗司はリリスの水着姿を眺める。

「夏なので、ちょっぴり冒険してみました、」

「変、でしょうか兄さま」

　宗司に見詰められて、リリスは恥ずかしげにもじもじと体を左右にくねらせた。

「いや、可愛かわいいし似合ってる」

　素直に宗司は答えると、恥ずかしげな顔をしていたリリスはぱあと花開いたように嬉うれしそうな顔をした。

「ありがとうございます、兄さま！」

　褒められてよほど嬉しかったのか、声こそ淡々としていたがぴょんぴょんと子どものように跳ねている。

　その度に下のフリルが揺れてその下が見えた。

　水着だし見えても問題はないのだろうが、宗司は少し気恥ずかしくなって頰を搔かく。

「ああ、似合ってるけど……ジャンプはやめような」

「は、はうっ、」

「み、見ないで下さい、兄さま」

　指摘されてようやくちらちら見えていることに気付いたのか、リリスは慌ててフリルを押さえた。

　見えて問題なくても、やはりそれなりに恥ずかしいらしい。

「兄さま、」

「えっちぃです……」

　リリスは唇を尖とがらせて、ちょっと拗すねたような上目遣いで宗司を睨にらんだ。

　宗司は妹相手に不覚にもどきりとする。

　兄妹の間に少し気まずい空気が流れ、同時に、海に飛び込んでいたキリカが捕まえたでっかいヒトデに興奮しながら戻ってきた。

「ねえねえねえ、見て見て見て、ヒトデ凄すごい！　わたしの顔より大き……あ、ソージだ」

　キリカもすっかり宗司のことを忘れていたのだろう。宗司を見ると少し驚いた顔をし、そして宗司とリリスの間に流れている妙な雰囲気に気付く。

　こんな時だけは回転が速いキリカの脳髄は、大体何があったのかを二秒で察する。

「はうあ、リリスに先を越されたよ！」

　捕まえたヒトデを砂浜に放ほうり投げるや、キリカはリリスを押しのけ宗そう司じの前に出る。

「じゃーん、宗司、水着姿のキリカさんだよっ、しかも水着は新しいの！」

　よほどスタイルに自信がなければ着られないだろう、大胆なビキニ姿だった。

　布地は三角形で、サイドはヒモ、はちきれそうな体には頼りないほどに大胆だ。

　しかし、押しのけられたリリスが悔しげに爪つめを嚙かむぐらい、似合っていた。

「どう？　可愛かわいいでしょっ！」

　宗司の目の前でキリカは片手を腰こしに片手を頭に当て腰を捻ひねった。

　にこにこと笑いながら、グラビアアイドルがボディラインを強調するようなポーズを取ったキリカは一いち乃のやリリスにはない、健康的な魅力に溢あふれている。

「え？　ああ、まあ、い、いいんじゃないでしょうか」

　宗司が歯切れ悪く頷うなずくと、キリカはぷうと頰ほおを膨ふくらませた。

「んーもう、もっとちゃんと見てよっ！」

　不満そうなキリカは次々にポーズを変えていく。

「ほらほらー」

　前かがみになって、ぎゅっと大きな胸を二の腕で挟んで強調してみたり。

「こんなのとかさー」

　素直に両手を頭の上で組んで胸を反らしてみたり。

「にゃーん」

　両手の手首を曲げて、腰を捻り、ネコミミっぽくしてみたり。

「……いいいいい、いいんんじゃないでしょうか！」

「ニャハハハ、ソージ顔真っ赤にゃーー」

「うるせえ、何をどれだけ食ったらそんな成長するんだおまえは！　そもそもその水着明らかに水泳用じゃねえだろ！」

　まあ、泳いだら確実に脱げるだろう。

「そこは大丈夫だよ、『道化師の栄光バツドジヨーク』の力で肌に固定してるからちょっとやそっとの波じゃ脱げないもんっ！」

「心底くだらねえことに異能の力使ってんじゃねえぞ！」

「アハハハ、いーじゃん、どうせ南の島だし、誰だれも見てないしー」

「そういう問題じゃねえだろ」

　言い合いながら、宗司はリリスの時より顔を赤くして全力で視線を逸そらし続ける。

　しかしキリカはポーズを変えながら、視線を逸らした先に素早く回りこむ。

「兄さま、」

「不潔です……」

　しかもリリスがじとっとした目で宗そう司じを睨にらむ。

　前門のキリカ、後門のリリス。

　宗司はだらだらと汗を流し、はっと気付いたように掌てのひらを打つ。

「おれもちょっと泳いでくることにした！」

　バスケットボールの試合でもしているかのように、宗司はキリカの脇わきをすり抜けマークを逃れ、海に飛び込むや全力で泳ぎだした。

「あっ、ソージ待って──よっ、あうっ」

　キリカはすかさず追いかけようとしたが、自分がさっき放ほうり投げたヒトデに躓つまずいて転んでしまった。

　そのおかげで宗司は、幸運にもキリカの手を逃れた。

　砂浜を離れて、海面に浮かぶ宗司は安あん堵どの息を漏らす。

「やれやれ、あいつらどんだけ元気なんだ……そういや一いち乃のはまだ見てないな」

　泳いでいるのだろうかと首をめぐらせ周囲を見るが、一乃の姿はなかった。

「ありゃ、あいつどこにいるんだ？」

　ばしゃん！

　宗司が言った瞬間、ワンピースの白い水着を着た一乃が、まるでイルカが跳ねるように勢い良く海中から飛び出して来た。

　きらきらと舞い散るのはその黒髪から弾はじけた輝く海水の雫しずく、白の水着よりもなお白く水を弾く白い肌、彼女は海の姫のように事実イルカに跨またがって…………良く見たらイルカではなくマンボウに跨っていた。

「ふぅ……あら宗司、奇遇ね」

　しかも赤い。

「『煉獄カサルテイリオ』じゃねえかあああああああああああああ！」

「サカナ四号と名付けたわ」

　宗司の近くに現れた一乃は、濡ぬれた黒髪をかき上げ言う。

「浮き輪代わりに何か呼べないか試してみたら、出て来たの」

「自発的に呼んだのかよ、つうか呼べるのかよ！」

「やってみたら出来たわ」

「やるな！　そしてそんな下らない理由で異能を使うんじゃねえ！」

「五月蝿うるさいわね全く、いいじゃない、どうせ誰だれが見ているわけでもないわ」

　ふう、と息を吐いて一乃は肩をすくめた。

「マーンボー」

　一乃に同意するようにサカナ四号（赤いマンボウ）が、鳴ないた。

「もうマンボウはそんな声で鳴かないというか、マンボウは鳴かねえだろとツッコミを入れることすら馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　宗そう司じはぐったりと疲れ、そして色々と諦あきらめた顔で首を振った。

「ふふっ、ツッコミ係も大変ね」

　言いながら、一いち乃のはサカナ四号の背せ中なかから下りる。

　一乃を下ろしたサカナ四号は勝手にふらふら泳ぎだす。

「……いいのか？」

「別にいいわよ。さっきも言ったけれど、誰だれが見ているわけでもないでしょう」

　確かに、周囲には人影どころか船も島も（無論、宗司たちが滞在する島を除いて）見えない。ここで異能を使っても目撃される可能性は皆無だろう。

「そういう問題でもないと思うんだけどな」

「まあまあ、折角の南の島なのだから楽しみなさい」

「ああ、素直にそうするよ」

　ふうと宗司はもう一度溜ため息いきを吐つき気持ちを切り替える。

　サカナ四号登場の衝撃ですっかり忘れていたが、一乃の白い水着も──

「…………」

　宗司はあることに気付き、あんぐりと阿あ呆ほうのように口を開けた。

　一乃はようやく気付いたのかと言わんばかりに、唇の端を吊つり上あげる。

「ふふっ、どうしたのかしら、私の水着姿に見み惚とれでもしたの？」

　ある意味では、その通りかもしれない。

　白いワンピースのように見えた一乃の水着は、白のスクール水着だった。

　しかも白のスクール水着は濡ぬれて……

　ちょっと、透けてる。

　白より白い、透き通るような一乃の肌が、見えていた。

　熟したトマトか茹ゆでた蛸たこか、宗司の顔は下から上へ赤くなっていく。

「おおおお、お、おま、おまおま、なんつう、格好を」

「あら、露出度的には一番大人しいわよ」

「そりゃまあ、その通りなんだが……ひたすら目のやり場に困る」

　一乃の姿を直視できず、宗司は俯うつむいてそう言った。

「安心なさい宗司、最近の水着は質がいいから白でも透けないわ」

「いや、微妙に透けてんだよ！　だから目のやり場に困ってんだよ！」

　思わずツッコミを入れた瞬間、顔を上げてしまい一乃と目が合った。

「宗司のえっち」

　艶つやっぽく、ちろりと舌を覗のぞかせて一乃が唇を舐なめた。

　何もされてないのに背筋を指でなぞられたような気分になる。

「ぐぐっ、こ、この女……わかっててやってやがる」

「諦あきらめなさい、宗そう司じが可愛かわいいせいでつい弄もてあそびたくなるのよ」

「被害者にも関かかわらず責任を負わされるとは何たる理不尽！」

「仕方ないわね。それならお詫わびにちょっと愉快な豆知識を教えてあげるわ」

「む、ちょっと惹ひかれる単語だな、豆知識」

「そうね、ちょっと頭まで水の中に浸つかってくれるかしら」

「おうよ」

　どぶん、と宗司は素直に頭まで海に潜った。

　丁度、目の高さに一いち乃のの腰こしがくる。

　当たり前だが宗司はスクール水着を間近で観察したことはない。

　腰の部分に、何か横線のようなものがあることに初めて気付く。

「知っているかしら、スクール水着は胸元から入る水を逃がすために──」

　海面から言う一乃の指先が、その横線を抓つまみ。

「穴が開いてるのよ」

　くいと、持ち上げた。

「──！」












　不意打ちで現れた、白いお腹と小さなへそ──

　ぶぼあっ！

　宗そう司じは鼻から思い切り海水を吸い込んでしまい、慌てて水中から顔を出す。

「げほっ、げほっ！　うお、つーんとする鼻が、うぉぇっ！」

「どうだったかしら宗司、一いち乃のさんの愉快な豆知識」

「なにが豆げほっ、げほっ！」

　鼻を通り過ぎた海水に、むせて苦しんでいる宗司はまともにツッコミができない。

　その脳のう裏りにはしっかりと白いお腹と小さなへそが焼きつき、今もちらちらと過よぎる。

「それは悲しいわね」

　立ち直りきれていない宗司の背に、ふわりと、一乃が抱きつく。

　痛んだ鼻は、潮に混ざる微かすかな淡い花の匂においを感じる。

　背せ中なかにあたる仄ほのかな柔らかさと、水を吸ったスクール水着の生地。

「私だけ恥ずかしい思いをして、あなたが喜んでくれないのでは、無意味でしょう」

　囁ささやく、一乃。その顔は赤みを帯びて少し俯うつむいていることに宗司は気付けない。

　ただ何な故ぜかどきりとして、海水を吸い込んだ痛みも忘れてしまう。

「一乃──？」

「ねえ宗司、こんな南の島でふたっ──」

　ぽすん、べちゃ、ごすん。

　極めて軽い、軽い、ちょいと重い、音が三つ続いて一乃の声が途切れた。

　抱きつく手も緩み、宗司は振り返り一乃を見た。

　ビーチボールが傍そばに浮かび、肩口に巨大なヒトデが、頭の上にもやっぱり大きなクラゲがあった……さきほどの音は、この三つが一乃にぶつかった音なのだろう。

「やったー、命中だよっ！」

「素晴らしいです、」

「さあ沢さわ村むらキリカ、次はこの拳こぶし大だいの石でいきましょう」

　砂浜から、そんな声がした。

「……だ、大丈夫か一乃？」

　しかし一乃は答えず、ぷるぷると震えがしりと頭の上のクラゲを摑つかむ。

「…………殺す」

　ぞわり、寒気のする声。

　クラゲを、そしてヒトデを放ほうり投げ、一乃は指を鳴らした。

　すかさず一乃のもとへ戻ってくるサカナ四号、一乃を乗せて──マンボウとは思えない程の速度で白く高い水柱を上げ一目散に岸へと泳ぎだす。

「あ、おい、置いてくなよ！」

　ビーチボールだけは回収し、宗司はその後を追いかけたがサカナ四号に乗った一いち乃のが早すぎて全く追いつけない、どころか差は開くばかり。

　宗そう司じが岸まで残り半分の段階で、既に一乃は岸へ上がっていた。

「やべえ、南の島まで来て本気の殺し合いとかやめてくれよ！」

　焦りにペースを速め、宗司は岸へ急いだ。

　そしてやっとのことで、ビーチボール片手に岸まで戻れば一乃たちは、

「全く見苦しいわね。露出度を上げればいいと思っているような、即物的な考え方しかできない胸が牛並みなら頭も牛並みの女は」

「はんっ、そっちこそ　貧ひん相そうな体を誤ご魔ま化かすために白いスクール水着なんて着てるくせにっ！　やーいこのマニア狙ねらいのマニア好みのマニア女ー」

「リリスから言わせてもらえば、どちらもどちらです、」

「そんな破は廉れん恥ちな格好で兄さまの気を惹ひく前に、リリスのようにスタンダードな可か憐れんさを身につけるべきですこの雌豚どもが」

「黙りなさい、無特徴妹」

「引っ込んでなよっ、ぺたんこ御ご用よう達たし！」

「なっ、じゅじゅじゅじゅ十三歳は成長期です！　リリスはまだ成長します！」

　何な故ぜか、三みつ巴どもえで罵ののしり合っていた。

「……いかん、ちょっとホッとした自分がいる」

　呟つぶやくと、一乃たちは揃そろって宗司を見た。

「丁度良かったわ宗司」

「そーだね、最終的にはこれが一番だよ」

「兄さま、リリスは兄さまを、」

「いつだって信じています」

「何の話だ？」

「大したことではないわ、誰だれの水着が一番魅力的だと思うか尋ねるだけよ」

「ああ、そんなことか──」

　だっ！　宗司は逃げ出した。

「遅いよソージ！」

　しかし回り込まれてしまった。

　しかも脚を引っ掛けられて顔面から砂浜に突っ込んだ。

「逃げる必要はありません兄さま、」

「ただ自分の気持ちに正直になり『おれは妹以外の女に興味はねえ！』と、力強く叫んでいただければリリスはそれで満足です」

「そこまで重症なシスコンじゃねえぞおれは！」

　ぺっぺっ、と砂を吐きながら宗そう司じが顔を起こす。

　宗司はすっかり囲まれていた。

　居並ぶ、水着姿の女たち。

　薄く慎ましい体に張り付くような白いスクール水着を着た一いち乃の。

　紐ひものビキニではちきれんばかりの肉体を包んだキリカ。

　華きや奢しやで幼い姿をフリルのついたセパレートの水着で飾る妹のリリス。

　赤く、青く、虹にじ色いろの瞳ひとみがじっと答えを待って宗司を見ている。

　宗司は、正直な気持ちを彼女たちに告げた。

「ごめん、方向性が違いすぎて優劣とかつけられない」

　確かに、正直な答えではあった。

　そして正直に答えた宗司は……

「ふぅ……こんなものかしらね」

「んー、穴掘りって意外に疲れるんだね」

「いい経験でしたとリリスは思います」

　一乃たちにより、砂浜に首まで埋うめられました。

　何かを諦あきらめたように遠い目で宗司は首を振る。

「正直に答えたのにこの扱いはひどくね？」

「正直すぎる答えは、時に誰だれからも賛同を貰もらえないものよ」

「ちくしょう、そんな大人の意見は大嫌いだ！　こうなったらロックだ、汚い大人の社会に反抗してやる！」

「あら面白そうね、私も参加しようかしら」

「ごめん、今のなし！」

「うわ、ソージが一瞬で反抗心を捨てちゃったよ」

「一乃が参加した段階で、社会への反抗を通り越して社会へのテロリズムになるだろ」

「なるほど、納得です」

「……あなたたち、私をどういうイメージで見てるのよ」

　白スクール水着の一乃は軽く嘆息し、濡ぬれた長い黒髪をかきあげた。

「まあいいわ、宗司はしばらくそうして反省なさい」

「じゃ、さ、わたしたちはビーチバレーでもしようよ、ほら投げちゃったのをソージが一緒に持って帰ってくれたし」

　紐ビキニのキリカがビーチバレーをぽよんとした胸の支えにするように抱えて言う。

「ビーチバレー……初めてだわ、やってみましょうか」

「リリスも特に反対意見はありません、」

「丁度、二対二になります」

「宗そう司じ、審判をお願いね。終わったら掘り起こしてあげるわ」

「はいはい、わかりしたよ、審判ですね、やらせてもらいますよ」

「反抗的ね」

「砂浜に首まで埋うめられて反抗的にならない人間はいねえよ」

「宗司、どうやらあなた、首の上も埋めて欲しいみたいね」

「ハハッ、審判は任せてくれ！　おれは首まで埋まってビーチバレーの審判をするために生まれて来た人間だ！」

「わお、その断言っぷりがちょっとカッコイイよソージっ！」

「兄さまは変わってしまいました、」

「ゲーム同好会に所属して以来……」

「やめてリリス、そんな本気で気の毒そうな顔をしないで。キリカも感心しないで褒められると余計に恥ずかしいってーかもう、さっさと試合始めろ！」

「最後に自や棄けになったわね」




　一応、砂浜に線を引いてコートらしきものを作り、首まで砂に埋まった宗司が審判ということでビーチバレーは始まった。

「では、リリスのサーブです」

　サーブ権を取ったリリスがサーブを打つ。

　ネットがあると仮定しての高いコースでのサーブ。

「よしっ、じゃイチノ、トスだよっ！」

　脚を取られる砂の上、素早く移動したキリカがボールを打ち上げる。

「任せなさい」

　砂浜を蹴けり、高く、一いち乃のは跳んだ。

「──すげぇ」

　審判の宗司が思わず感嘆の声を漏らした。

　長い黒髪をなびかせ、全身のバネを使い体を弓なりに反らした見事な跳躍。

「食らいなさい、必殺稲妻アタック！」

　一乃の拳こぶしが強く、ビーチボールを叩たたき、リリス側のコートに向かって落ちていく。

「…………普通のスパイクじゃん」

　ツッコミ気質の審判が野暮なことを呟つぶやいたが、選手たちは聞いていない。

「──ならば、リリスも」

　威力はあるが素直すぎるスパイクは、リリスにあっさりと拾われる。

「トスです！」

　わざと高く、高すぎるほど高くリリスはトスを上げた。

　リリスとリリスの間にはアイコンタクトすら必要ない。

「行きます──」

　トスを受けてアタック役のリリスが跳ぶ。

「させないよっ！」

　ブロック狙ねらいでキリカが跳び、一いち乃のが叫んだ。

「待ちなさいキリカ、罠わなだわっ！」

「気付いても、」

「もはや、遅いのです」

　トス役だったリリスが、アタック役のリリスに僅わずか遅れて跳んでいた。

　アタック役のリリスはわざとボールを打たず、

「必殺、」

「時間差アタック」

　トス役だったリリスが絶好のタイミングでスパイクを放った。

「くっ、まだよ！」

　コートラインギリギリへ落ちるボールを拾おうと体を倒し手を伸ばす──それでも、ほんの十センチ距離が足りない。

　無情にも、ボールは一乃の指先をかすめて、砂浜に落ちた……

　ついでに、体を倒しすぎた一乃が砂に脚をとられて転んだ。

「きゃっ」

「ポイントリリ──って危ないっ！」

　首まで砂に埋うまった宗そう司じに避よけられようはずもなく、転んだ一乃が宗司の上へ、抱きつくように落ちて来る。

　むぎゅっ。

　宗司の顔が白スクール水着を着た一乃の仄ほのかな胸の、小さな谷間に包まれた。

「……」

「……」

　あまりのことに宗司も一乃も何も言えず。ぼひゅんと凄すごい速さで顔を真っ赤にする。

「…………あ、あの、一乃さん、その、離れてくれませんかね」

「…………そ、それが宗司、あの、腰こしが抜けて立てないのよ」

「………………じゃあ、このままなんでしょうか」

「………………ええと、このままでは嫌かしら」

　あんまり嫌じゃないが、宗司が素直にそれを言えるわけもなく口をもごもごさせた。

「んっ、駄目よ宗司、動かないで」

　ぴくんと、宗司の口の動きを感じて一乃の背筋が震える。

　宗そう司じには見えないが一いち乃のの赤い瞳ひとみが少し潤うるみ、その吐息は艶つやめいて熱い。

「動かれると、どきどき、しちゃうわ」

　濡ぬれた恥ずかし気な声、顔を包む柔らかい感触の向こうからは既にどきどきと激しく鳴っている心臓の音が聞こえていた。

　ごくりと宗司は思わず、唾つばを飲む。

「って、いつまで引っ付いてるのさっ！」

　てりゃっ、とばかりにキリカが一乃の脚を摑つかんで無理矢理引ひき剝はがした。

「あんっ」

　宗司から引き離された砂浜の上に寝転ぶ一乃が妙に色っぽい声を上げる。

　白いスクール水着に包まれた白い肌まで僅わずかに桃色を帯びて上気し、腰こしが抜けたどころか身の力が抜けたようにくたりとしていた。

　それがまた色っぽく、宗司は懸命に一乃から目を逸そらしてキリカに礼を言う。

「すまんキリカ、助かった……」

「ううん、いいんだよー、だってゲーム中の事故だもんねっ。うっかり宗司に抱きついちゃったり、胸を押し付けちゃったりしても、事故だもんっ」

「ええ、そうです兄さま、」

「競技中の事故では仕方ありません。何が起きても事故です」

　キリカの、そしてリリスの朗らかな声に宗司は何な故ぜか嫌な予感を覚えた。

　顔を上げて、宗司はキリカとリリスの顔を見る。

　彼女たちは笑っていた。

　しかしその青と、虹にじ色いろの瞳は、獲物を狙ねらう鷹たかのように鋭く輝いていた。

「じゃ、ビーチバレー再開だね」

「はい、沢さわ村むらキリカ、」

「ビーチバレーを再開しましょう」

「くっ……待ちなさい、私も、参加するわよ」

　よろりと、一乃までも立ち上がる。

　一乃とキリカとリリスにリリスの間で、火花が散り。

　ビーチバレーの名を借りた、何か別の競技が始まった。




「あーっと、うっかり躓つまずいちゃったよっ！」

　むぎゅー。

「いやあああああああああああ！　おっきくて柔らかいよおおおおおお！」




「いけません、リリスはうっかり砂に足を取られてしまいました、」

「リリスはリリスを支えようとして失敗しました」

　むにゅー。

「うぎゃああああああああああ！　柔らかい向こうに肋ろつ骨こつの感触がするよおおおお！」




「ああ、またもやボールを取り損ねて躓つまずいたわ」

　むきゅー。

「助けてええええええええええ！　ジャストフィットなサイズぅううううううう！」




　このような事故が連発し結局ビーチバレー的な意味では決着がつかなかった。

　幸い、宗そう司じの精神が限界に達する前にビーチバレーは中止になった。

「た、耐え切った。おれは耐え切ったぞおおおおお！」

「ふふっ、気持ちよかったでしょう？」

「その問いには答えたくない」

「アハハハ、面白かったねー」

「面白くねえよ！」

「落ち着いてください兄さま、」

「まだ時間はたっぷりあるのですから。次は一緒に遊びましょう」

　ようやく砂から出してもらえた宗司は、水着姿の少女たちを眺めて少し微笑ほほえむ。

「そうだな、遊ぼうか」

「では、次は地獄の砂浜鬼ごっこよ」

「は？」

「ほら、捕まえてごらんなさい」

「ほーら、こっちだよー」

「兄さま、早くリリスを捕まえてくださいね」

　きゃっきゃっ、と妙に楽しそうに声をあげて走り去っていく一いち乃のたち。宗司はしばし驚き硬直していたが、

「よっしゃ、全員捕まえたる！　待ってろこら！」

　何か開き直ったようにテンションを上げて、砂浜の上を走り出した。




　日がくれるまで宗司たちは海で遊んだ。

　太陽が沈み別荘に引き上げると、一乃たちはシャワーを浴びるや夕食も取らずに自分の部屋に引っ込んで眠ってしまった。

　南の島に興奮してテンションが上がって遊びまわった疲れと、島までの長時間移動の疲労があったせいだろう。

「ったく、子どもみたいにはしゃぐからだ」

　事故連発のビーチバレーで精神的に疲れていたが、体力的には余裕のあった宗そう司じは簡単な夕食をすませベッドと文机ふづくえぐらいしかない部屋に戻った。

「……む、いかん、おれまで本来の目的を忘れるところだった」

　部屋に戻るとまず目に入ったのが、窓際の机の上に出しっ放しだった宝の地図だ。

　この島に来た目的は、宝探しだ。

「まあ、今日は疲れたしいいか。失なくさないようにしまっとこ……ん？」

　宗司が地図を手に取る、数時間、机の上で日光を浴びた地図に変化があった。

　冗談のようについていた印が消え、たった一つだけ残っている。

「……日光が鍵かぎ、だったのか？」

　偶然もいいところだが、宝探しが前に進んだ。

「とりあえず、さんざん遊んでくれた一いち乃のたちに感謝だな」

　宗司は大おお袈げ裟さに肩をすくめ天井を見上げた──二階では一乃たちが静かに眠っていた。






日誌　十一　宝探し






　翌朝、遊びすぎて疲れたのか、一乃たちは起きてこなかった。

　宗司はリビングで一人、地図を眺めながらぼうとしていた。

「……あいつらがいると面倒くさいが、いねえと静か過ぎて困るな」

　昼前になり、ようやく一乃たちがのそのそと目を覚まし二階から一階へと下りて来た。

　日記を読み終えた宗司は、ほぼ同時に現れた三人の寝ね惚ぼけ顔を見て思わず苦笑する。

　三人とも瞳ひとみはとろんとしていて、髪は跳ねたり曲がったりしていた。

　一応、パジャマから着替えているだけ、彼女たちを褒めるべきなのかもしれない。

　昨日と同じく一乃とキリカは色違い（一乃が黒、キリカが青）のキャミソールを上に、下は一乃がスパッツ、キリカがホットパンツとサイクリングにでも行くような服装だ。

　リリスとリリスはいつものように鏡合わせに同じく昨日と同じ白のワンピースだ、良く見たら寝癖の付き方までも同じだった。

「おはよう……っても、昼だけどな。食事、どうする。一応おれが作っといたぞ」

　パチリ、女性陣が目を開いた。

「あなた料理が出来たの？」

「……味には期待すんなよ」

「カップ麵めんとかじゃないよね、ソージ？」

「無人島でどうやってカップ麵手に入れるんだよ、普通にオムレツだよ」

「兄さまの料理は久しぶりです、」

「リリスは楽しみです」

「ありがとう、おまえだけはおれの味方だ！」

　思わず駆け寄って、がしりとリリスの手を握る。

　瞬間、一いち乃のの赤い瞳ひとみが吊つり上あがり、キリカの碧へき眼がんがついと鋭さを増した。

「でも本当に期待すんな。自慢じゃないがおれの料理は小学生後半から進歩してねえぞ」

「大丈夫よ宗そう司じ、たとえ泥団子を皿に載せて出されても笑顔で食べてあげるわ」

「味には全く期待しないけど、ゲテモノ的な意味で楽しみだよねっ！」

「そこまで絶望的にひどくはないぞ！」

　真っ向から毒を吐きながら、一乃とリリスはぎゅっと宗司の腕を取りそのままリリスから引ひき剝はがすようにテーブルに連行した。

　そのままソファーに座らせ、自分たちは左右に座る。

　リリスとリリスは余裕を見せつけるようにゆっくりと、その対面に腰こしを下ろした。

「リリスは妹ですので、当然、」

「兄さまの料理をしばしば食べています」

　自慢気に言い、リリスは薄い……と、いうか、まるでない胸を張った。

　一乃が口く惜やしげに爪つめを嚙かみ、キリカは銀の髪を逆立てる。

「こうなったら戸籍を偽造して私も宗司の妹になってやろうかしら」

「じゃあキリカさんはペットの猫的なポジションを狙ねらっちゃうよっ」

「一乃、それ犯罪。キリカ、物もの凄すごい犯罪臭がするから勘弁して」

「お兄ちゃんがそう言うなら仕方ないわね」

「うにゃー、ご主人さまがそう言うなら諦あきらめるにゃ」

「既にもう妹で飼い猫だとっ！　こいつら躊躇ためらいがねえ！」

　宗司は思わず立ち上がりツッコミを入れ、そのついでにキッチンへ向かうことにした。

「丁度いいからオムレツ持ってくる。人数分は用意してるから仲良く食べてくれ……くどいようだけど、期待はすんなよ」

「ええ、期待はしないけれど楽しみにしているわ」

　女性陣を代表するように一乃が言った。

　赤い瞳が、青い瞳が、虹にじ色いろの瞳が、じっと宗司を見詰めていた。

「こいつらは、本当にもう」

　彼女たちのこんな何気ない動作が、嫌でも宗そう司じに思い出させる。

　一いち乃のも、キリカも、妹のリリスでさえもタイプさえ違うが美しい少女なのだ。

　だからと言って、宗司に何が出来るわけでもないのが悲しいところだ。

　宗司は程なく四人分のオムレツとロールパン、インスタントのコーンスープを持って来てそれぞれの前に並べた。

　確かに、普通のオムレツだった。

　やや形が崩れていたり、焦げがあったりするがあくまで普通の範はん疇ちゆうだ。

　一乃たちはスプーンを取り、オムレツを一口食べる。

「普通ね」

「普通だね」

「はい、普通です」

　味の方も、大体外見どおりだ。

「だから期待すんなって言っただろう」

「でも、私は好きよ」

「うん、いいよねこのオムレツ」

「リリスも、兄さまの味が、」

「とても好きです」

　ちらと視線を戻せば彼女たちは優しい顔をしていた。

「……どうも」

　宗司はひどく照れ臭くなり、思わずぶっきらぼうに言ってしまう。

　しかしその頰ほおは微かすかに赤く、一乃たちには宗司の本心がバレバレだったろう。

「ふふっ、あなたって本当に可愛かわいいわね、照れてるの？」

　長い黒髪をかきあげて、一乃は指先で悪戯いたずらっぽく宗司の頰をつんつん突く。

「て、照れてねえよ」

　宗司が一乃の指から体を逃すと、今度は逆の頰をキリカが突いた。

「アハハハ、照れてる照れてる。でもさ、噓うそはついてないんだよ。なんかね、普通なんだけど、ほっとする味」

　悪戯猫のような笑顔で、青い瞳ひとみをきらきらと輝かせていた。

「恥ずかしい形容だな」

「兄さまらしい味なのです、」

「だからリリスも、とても好きなのです」

　対面のリリスが虹にじ色いろの瞳を緩めて、柔く微笑ほほえむ。

　三方向から褒められて、あるいはからかわれて、宗司は居心地悪そうに顔を背そむける。

「いいから、黙って食えっての」

「ふふっ、そういう反応が可愛かわいいのよ、あなたは」

　息を吹き込むように、一いち乃のに耳元で囁ささやかれ宗そう司じの精神は降参した。

　そして、女性陣がオムレツを食べ終わると食器を片付け、食後に紅茶を淹いれた。

　宗司も一緒に紅茶を飲み、一つほうと溜ため息いきを吐ついて切り出す。

「そういえば、宝探しなんだがな」

「宝探し？」

　紅茶を飲んでいた一乃が首を傾かしげた、しゃらりとまだ櫛くしも通してない髪が揺れた。

「そーいえば、そんなのもあったねー」

　キリカはカップを湯のみのように両手で包み、ふーふーしながら紅茶を飲んでいる。

「おまえ、別に猫舌じゃなかったよな」

「そうなんだけどね、何だか最近熱いものが苦手になって来たんだよ」

「そのうち猫になったりすんなよ」

「猫になっちゃったら、ソージの家で飼ってもらうからオーケイかなっ」

「だから犯罪の臭いがするから……いや、普通の猫ならいいのか」

「もちろんネコミミ生やしただけの猫娘キリカさんだけどねっ！　昼も夜もなく宗司にべったりくっついて甘えまくりだよっ！」

「犯罪だ！　て、そうじゃねえ、また話題がずれてる！」

「今のは、兄さまが話題をずらしたのだと思います」

「おれに代わって的確なツッコミをありがとうリリス」

「お任せください兄さま、炊事洗濯掃除に夜よ伽とぎ、」

「万能素敵妹のリリスですから」

「一つおかしいのが混ざってたが、ツッコミ入れてたら話が進まないからスルーする」

　宗司は強引に話題を戻す。

「まあ、例の宝探しだよ。場所がわかったからちょっと掘り出してくる」

「へえ、よくわかったわね。あんな地図で」

「偶然だけどな。おまえらも来るか？」

「ええ、行くわ」

「宝物が何なのか、見てみたいもんね」

「リリスは兄さまの行くところならば、」

「どこへでもついていきます」

　口々に言うと、女性陣は立ち上がった。

　すっかり忘れていたくせに、いざ掘り出すとなると乗り気のようだ。




　一いち乃のたちが身だしなみを整えるのを待ち、宗そう司じはスコップを手に別荘を出た、

　女性陣の服は朝食兼昼食の宗司作オムレツを食べた時と同じくキャミソールにワンピースだったが、しっかり顔を洗い髪を梳とかしている。

　別荘の外に全員が揃そろうと、宗司はスコップを手に先頭に立ち宝物の場所へと歩き出す。

「じゃ行くぞ」

「はーい。でさ、ソージ、宝物ってどこに埋うまってるの？」

「行けばわかる。つうかすぐだ」

「あら、宗司がいつのまにか焦じらしプレイを身につけているわ」

「何でおまえの発言はいちいち卑ひ猥わいなんだ！」

「ご安心ください兄さま、」

「リリス的には焦らしプレイも放置プレイも問題ありません」

「あああああもう、リリスがどんどん悪い影響を受けてやがる！」

「アハハハ、シスコンだねっ」

「ぬぐぐ、確かに若干その気があるかもとおれも思い始めてきた……あ、この辺だ」

　元々狭い島だ。あっさりと地図にあった場所に辿たどり着つく。

　海岸とは逆方向に十五分ほど進んだ小さな丘の頂上、夏草が生い茂り太陽の照る場所。

　そこに立てば、遥はるか水平線の果てまでも見えた。

「何か……目印的なもんがあると思うんだが」

　件くだんの宝は恐らくこの辺り、何か無いかと全員で近辺を探す。

「兄さま、何かそれっぽいものがここにあります」

　リリスに呼ばれて集あつまれば、夏草に埋まるように一抱えほどの真っ白な石板があった。

「墓標……いえ、記念碑みたいね」

「ま、とりあえず掘ってみるか」

「何が埋まってるのかな？　やっぱり宝石とか？」

　宗司は手にしたスコップで無む造ぞう作さに石板の下を掘ると、すぐにこつんとスコップが何かにぶつかった。土を払い除のけると三十センチほどの鉄の小箱が姿を見せる。

「これか？　何かすぐ見つかったな」

　ひょいと箱を持ち上げて、宗司は蓋ふたに手をかける。

「鍵かぎはかかってねえな」

「そのようね」

「ソージ、早く開けてよー」

「っ、森もり塚つか一乃、沢さわ村むらキリカ、」

「邪魔です、リリスにも見せなさい」

「ああはいはい、すぐ開けるから落ち着けよ」

　小箱を囲んで円えん陣じんを組むように一いち乃のとキリカにリリスとリリスがぐるりと陣取り、目を輝かせ、視線で早く開けろと催促する。

　宗そう司じは珍しくも子どもっぽい彼女たちに小さな苦笑を浮かべて小箱を開けた。

　中には紙切れ、




『ふはははははは、よくぞこの宝を掘り出した。

　そう真の宝とは金や宝石などではなく、共にある仲間たちとの何だろ友情とか？　知恵とか？　まあ、そんなん？

　ぶっちゃけ、宗司と一緒に来てるだろう女の子とか娘のリリスに楽しい思い出作ってもらおうみたいな？　結構真面目まじめに宝探しをしただろう宗司はざまあ。超ざまあ。




　追伸、（笑）


宗司の父より』






「（笑）、じゃねえぞこらああああああああああああああああああああああああ！」

　ツッコミ役がぶちキレ叫び、ぐしゃりと紙切れを握りつぶした。

「あのクソ親父おやじ！　何が（笑）だ、日本に帰ってきたら絶対殴る、全力で殴る。泣き喚わめいても許さんぞクソ親父め！」

「ソージ落ち着いてよ、何かキャラ変わってるよっ！」

「……こ、ここまでマジギレした兄さまを、」

「リリスも初めて見ました、ちょっと新鮮で、こんな兄さまも良いとおもいます」

　宗司の剣幕に押されるように女性陣は揃そろって若干身を引いた。

「とんだ宝探しね……あら、まだ何か入ってるわよ」

　呆あきれ顔の一乃が丘に吹く風になびく髪を抑え、その赤い瞳ひとみがふと気付く。

「ああん、まだ何か仕込んでやがるのかクソ親父め！」

　血管が切れそうなほどに荒すさんだ顔をした宗司がそれを手に取る。

　数枚の写真だ、十年程度かやや端が変色している。

「誰だれかしら、これ？」

　冬色の森を背景に一乃の見知らぬ男と、彼を囲む三人の美しい女の写真。

　囲まれる男は妙に疲れた顔をしていて、三本の鎖に繫つながれた獣を連想させる。

「……親父と母さんたちだ」

「あらそうなの……宗司には似てないのね」

「でもなんか、立ち位置はそっくりだよね」

「はい、この疲れた顔から溢あふれる哀愁が、とてつもなく兄さまに似ています」

　女性陣が興味深そうに写真を見詰める中で誰が気付いただろうか、刹せつ那なよりなおも短い時間、宗そう司じの表情が、消えていた。

「……クソ親父おやじめ」

　宗司は指先に力を込めて、写真をまとめて破り捨てようと、

「面白い写真ね」

　一瞬だけ速く、鮮やかなほど静かに、一いち乃のが一枚目の写真を宗司の手から抜き取る。

「あ、こら、返せ」

　大声を出し、宗司は写真を取り返そうと手を伸ばす──同時に残りの写真をさり気なく、誰だれにも気付かれないようにポケットの中に隠した。

「実に示し唆さに富んだ写真だわ」

　宗司の伸ばした手を、一乃は黒髪を揺らしひらりとかわし、キリカに写真を渡す。

　受け取ったキリカは、写真を見て、きゅぴんと瞳ひとみを輝かせた。

　もしも彼女が悪戯いたずら猫だったらその思いつきに、耳がぴん、と立っていただろう。

「にゃーるほどー、はいこれリリス」

　次に受け取ったリリスも写真を見詰め、虹にじ色いろの瞳と小さな唇を笑みの形に吊つり上あげる。

「ああ、なるほど、」

「確かに示唆に溢あふれているとリリスは思います」

　写真を見終わり、揃そろって何かに気付いたらしき彼女たちは揃って宗司に向き直る。

　こんな時だけ息ぴったりに、彼女たちは見事な笑顔を浮かべていた。

　棘とげを隠した花に似た笑顔だ。

「……おまえたちが何を思いついたのか、おれは不安でならない」

「大したことじゃないよっ、気にしない気にしない」

「そうです、兄さま深く考えてはいけません」

「まったくね。はい宗司、写真を返すわ」

「そういうもんか？」

　疑問符を浮かべた宗司に一乃が写真を渡した、瞬間、一乃は宗司の腕に飛びつくように抱きついて、ぎゅっと体を押し付け恋人同士のように腕を組む。

「な、何のつもりだ！」

　薄いキャミソール越しに一乃の小さな胸の感触が当たり動揺する宗司、その隙すきを逃さずキリカとリリスが動く。

「てりゃっ！」

　むにょん、そんな音が聞こえてきそうなぐらいにぎゅーっとキリカが逆の腕に抱きついてくっついてくる。こちらも薄いキャミソール一枚、一乃以上に強烈な感触に宗司の脳髄の温度が跳ね上がる。

「それでは兄さま、」

「失礼します」

　言葉こそ礼儀正しかったが、行動には容よう赦しやなくリリスとリリスは背後から宗そう司じの首に腕を絡めて抱きついた。ちょっと背伸びをしてリリスとリリスは宗司の頰ほおに自分の頰をくっつける。脳髄が沸ふつ騰とうしているくせに、宗司はリリスの仄ほのかな柔らかさとつるつるの頰の感触だけをしっかりと拾い上げて実感する。

　長い黒髪と赤い瞳ひとみの森もり塚つか一いち乃のは黒いキャミソールにスパッツで、輝く銀の髪と碧へき眼がんの沢さわ村むらキリカは青いキャミソールにホットパンツ、小さなポニーテイルと虹にじ色いろの瞳の白しろ崎さきリリスとリリスはお揃そろいの白いワンピース。

　彼女たちの香りは混ざり、少女と女の境目の、花の蕾つぼみのような匂においがする。

　それは魔女の毒薬か、淑しゆく女じよの媚び薬やくか。

　容姿も体格も全く違う彼女たちの攻撃に、宗司はもはやパニックだ。

「ななななな、なんだ、なんだこれ、何が狙ねらいだ。動けないおれにトドメを刺す気か！」

　微妙におかしなことを宗司が言い、一乃がくすりと赤い唇を吊つり上あげた。

「その写真から学ぶべきことを学んだのよ」

　宗司父の写真──丁度宗司の現状のように、女性陣にがっちり囲まれた男の図。

「そう、私は森塚一乃、十六歳、」

　ふわり、宗司の腕を抱いたまま一乃は長い黒髪をかき上げる。

「敵と一時手を組んででも、宗司を縛り付けておく有効性に気付いた策さく士しな少女」

「えっ、何ソレ怖い！　っていうか何でそんなことを！」

「アハハハ、優柔不断男はきちんと手綱摑つかんで追い詰めないといけないよねー」

「リリス的にも概おおむね同意します」

「おれの味方がいないのはどういうことだろうな」

「日ごろの行いでしょう、ふふっ、先達に見習って写真の一枚も欲しいところね」

「気が利くことに定評のある素敵な妹リリスもさすがにカメラは持っていません」

「わたしもだよ、あんまり写真を撮る習慣ないし」

　どうやらこれ以上はないようだと宗司が胸中で安あん堵どした。

「ペーン！」

　何かどこからともなく、妙にごついカメラを持ったペンギン二号が出現した。

「物理法則を守れやああああああああああ、この不思議生命体があああああああ！」

「ペーン」不思議生物に何を言っているんだと言わんばかりにペンギンは嘴くちばしの端を歪ゆがめてシニカルな笑みを作る。

「そもそもそのカメラどこから持って来やがった！」

「ペン！」

「なにぃ、別荘の中にあっただと！　あの親父おやじ、まさかそこまで仕込んで──」

「うわあ、ソージがペンギンとナチュラルに会話してるよ」

「もっと、リリスたちは兄さまに優しくなるべきかもしれません」

「でも、写真は撮っておくべきよね」

「何だか眼まな差ざしが生暖かい、しかも結局あんまり優しくない気がします！」

「ペンペン」

　まあ、諦あきらめろと言いたげにペンギン二号がカメラを構え、

　かしゃっ！

　シャッターを押した。

　色とりどりの美少女たちに囲まれているのに、鋼鉄の鎖で繫つながれた獣のような宗そう司じの姿が見事フィルムに焼きつくことになった。

　しかし、彼女たちはこれで許すつもりなどないようだ。

「さてと、次は水着に着替えて砂浜で撮りましょうか」

「次はポジション換えてねっ、わたしもソージにぴとっとくっついてみたいっ！」

「リリスもポジション換えには賛成です、」

「恋人のように兄さまと腕を組んでみたいと思っています」

　口々に言う一いち乃のたちに、宗司は為なす術すべもなく引っ張られていく。その後ろをカメラを持ったペンギン二号がぺたぺたとついて行く。

　一度だけ、宗司は溜ため息いきを吐ついた。

「……まあ、いいよ、おまえらが楽しそうだし」

「ええ、楽しいわ、でもそれ以上に嬉うれしいわ」

　宗司の腕を取り引っ張っていた一乃が、宗司の顔を見上げる。

「あなたとの思い出が増えていくのが、とても」

　同じように、逆の腕に抱きついていたキリカが背せ中なかのリリスが宗司の顔をじっと見る。

「な、なんだよ」

　戸惑う宗司に、彼女たちは、見み惚とれてしまうほどに美しく、

「覚悟するのね」

「覚悟してねっ」

「覚悟してください」

　恐ろしく、微笑ほほえみ告げるのだ。




　絶対に、逃がさないから──と、













日誌　十二　エンドオフ・エンドレスエンド






　無人島の夜は、時が止まったように静かだった。

　月夜を映す海の小さざ波なみ、星を砕いた白い砂、浜辺に立つ人影二つ。

「こんな時間に呼び出して、何の話だ」

　白しろ崎さき宗そう司じと森もり塚つか一いち乃の。

　黒髪を夜風に揺らし海を眺める一乃の背せ中なかに、宗司は声をかけた。

「つうか、わざわざ制服なんて持ってきてたのかおまえ」

　南の島の夜の浜辺にはまるで不釣合いに、彼女は制服──宗司と初めて出会った夜のように──黒いセーラー服姿で、ゆっくりと振り返る。

「この制服が、一番、私らしいと思えるのよ」

　なびく黒髪をゆっくりとかき上げて、赤い瞳ひとみが宗司を見詰めて、その唇が言葉を紡つむぐ。

「今日のあなたは、あなたらしくなかったわよ」

「何のことだ？」

「宝探しよ。出てきた写真、破ろうとしたでしょう」

「ああー、ありゃ、クソ親父おやじにむかついてだな……」

　言い訳めいた宗そう司じの言葉に、一いち乃のは赤い瞳ひとみを細め皮肉の色を浮かべる。

「頭に馬ば鹿かがつくほどのお人好しのあなたでも、八つ当たりで写真を破ったりするのね」

「いやまあ、おれも人間ですのでそういう時もあったりなかったり……」

「私はてっきり、他ほかの写真を見られたくなかったからだと思ったわ」

　宗司の表情が消える。一乃の指摘した写真はまだ宗司のポケットの中にある。

「あれは、おれのガキの頃ころの写真でな、見せるのが恥ずかしかったんだよ」

　一歩、一乃は歩を詰めて赤い瞳はじっ、と月のように静かに宗司を見詰める。

「あなたは噓うそも、芝居も、隠し事も上手よ、でも、絶対にばれないほど上手ではないわ」

　また一歩、すぐにでも抱擁できそうなほどに近く、一乃は宗司を見上げる。

　月夜に黒衣、燃えるような赤い瞳。

　夜に閉ざされた世界でちろちろと燃える炎のよう。

「おまえが何を言っているのか、おれにはよくわからないな」

　宗司は悲しげに微笑ほほえむ。それはキリカの誕生日に見せた笑みに、ひどく似ていた。

「ならわかりやすく言ってあげましょう」

　夜風が一乃の長い黒髪を静かに揺らしていた。

「宗司──あなたのことを、もっと、」

　それは神聖な誓いの言葉のように響き、

「私たちは知りたいの」

　魔法のように忽こつ然ぜんと、キリカとリリスが夜の砂浜に姿を見せた。

　右後ろからキリカが、光学迷彩の如ごとく夜よ闇やみの中から浮かび上がるように現れる。

　左の後ろからはリリスが、砂浜に落ちていた鏡の破片から現れる。

「……勢ぞろいか」

　宗司は彼女たちの顔を見回し、キリカで視線を止めた。

　惜しげもなくその魅力的な体を晒さらすホットパンツにキャミソール、昼間と同じ姿の彼女は、いつもと同じように無む邪じや気きな猫のような笑顔を浮かべている。

「よう、どんな手品使って隠れてたんだ」

「凄すごいでしょ。『道化師の栄光バツドジヨーク』の力で体色変化、ほとんどカメレオンだよねー」

「ああ、正直びっくりした。『道化師の栄光バツドジヨーク』って、んなことも出来たのか」

「異能凄いねどんどん進化してるよ、でも、それは割とどうでもいいんだよ」

　不意にキリカは笑顔を収め、その真昼の海のように澄んだ碧へき眼がんが深い静寂を宿す。

「今のわたしさ、かなりニュートラルなんだよ。一回リセットかかってるからさ」

「……よくわからんが。まあ、中間というか客観なわけだな」

「だから、まだ諦あきらめてないし、まだ満足してない。ソージのことを、もっと、知りたい」

　キリカの青い瞳ひとみは宗そう司じを見詰め、そして、見詰め返される。

「そうか」

　宗司はリリスとリリスに視線を向けた。小さな手を繫つないだリリスとリリス、小さなポニーテイルも虹にじ色いろの瞳も幼い体も何もかもいつものように鏡に合わせたように同じ。

　お揃そろいの白いワンピースは月光に照らされ輝く砂と同じ色をしていた。

「そっちも、新技か？」

「リリスとリリスは『第一世界シユレデインガー』、兄さまに依存する不確定存在、」

「彼我の区別なく、兄さまがそこにいるのならばリリスもまたそこにいるのです」

「ごめん、お兄ちゃん理系科目はあんまり得意じゃないから意味がちょっと……」

「リリスは兄さまを慕う素敵な妹ですので、」

「そんなことは当然知っています」

　表情の無い顔、虹色の瞳だけは感情も顕あらわに──狂熱を宿して宗司を捉とらえ、捕える。

「リリスは兄さまと過ごす日々を大切に思っています、それを崩そうとするなら、」

「仮令たとえ兄さまでも、許しません」

「だから兄さま、もっとリリスに、兄さまを見せてください、」

「リリスが心安らかに妹として、兄さまに全すべてを委ゆだねることが出来るように」

「……」

　沈黙のまま、宗司は一いち乃のに視線を戻した。

　夜風になびく長い黒髪からは、淡い花の匂においがしていた。

　暗くら闇やみに咲く、小さな、赤い花だ。

「私も、キリカも、リリスも、望みは同じよ」

　花は月のように、

　静謐せいひつに微笑む。




「あなたのことを、知りたい──」




　想いを込めた、その言葉。

「……わからないな」

　だが彼は氷のように静かに、静寂のように冷たく、

「絆が欲しいなら、おれが手を繫ぐ。

　運命に抗うなら、おれが隣に立つ。

　孤独に震えるなら、おれが抱き締める。

　おれに出来ることなら、何だってする。

　それじゃあ、駄目なのか？」

　ただ、悲しげに微笑ほほえみ返す。

「駄目よ」

　そこにいる彼女達の意思を代表するように、一いち乃のは告げる。

「もう、優しさだけでは足りないわ」

「……」

「あなたは、何を隠しているの」

　そっと一乃が歩む。

「教えてよソージ」

　キリカもまた。そしてリリスも、宗そう司じに近付く。

「兄さま、あなたは、噓うそ吐つきです」

　手を伸ばして、触れる。

　一乃が宗司の手を強く握り締めた。

　キリカは宗司の腕に自らの腕を絡める。

　リリスとリリスが宗司を後ろから抱き締めた。

　鎖と呼ぶには、その束縛は儚く見えた。

　逃がさないというよりは、まるで、すがるように。

「何もないよ、噓も秘密も、何もない」

　宗司は噓を吐いた。

　………………

　…………

　……

　そして夜が明けた次の日のこと。

　朝食を終えた、別荘のリビングにはいつものように全員が揃そろっていて。

「『絆が欲しいなら、おれが手を繫つなぐ』（きりっ）」

「いやああああああ、やめて一乃ぉぉぉぉぉぉ、物凄い恥ずかしいぃいいいいい！」

「はいはーい、二番キリカさん『運命に抗うなら、おれが隣に立つ』」

「やーめーてー、無駄にかっこいいポーズ決めて台詞再現とか勘弁してえええええ！」

「『孤独に震えるなら、おれが抱き締める』と、リリスは兄さまの声真似をしたりなんかします」

「お兄ちゃん、リリスだけは信じてたんだけどな……」

　昨夜の出来事をネタに、女性陣による華麗なる宗司遊びが開催されていた。

「次は三連続だよっ！　しかも『道化師の栄光バツドジヨーク』でソージに変身して完全再現っ！」

「悪魔だ、悪魔がここにおる」

「ノンノンノン、キリカさんはただの『道化師』さっ！」

「上手いこと言っているようで、別に上手いこと言えてないとリリスは思います」

　まるで、昨夜の全てが冗談だったかのような彼女たちの振る舞い、宗そう司じもまた何事もなかったかのように──いつものように、対応している。

「……」

　一いち乃のが小さく、唇を嚙む。

　誰にだってわかっていた。

　この光景は、辛うじて沈黙により保たれている。

　錆びた歯車が軋んだ音と共に回りだしたように、ゆっくりと、だが確実に、

　何かが、終わり始めていた。

「宗司、この島から戻ってからの話なのだけれど」

「ん、なんだ？」




「しばらく、あなたの家に居候させてもらうわ」




「……はっ？」

　彼女は、終わろうとする何かを、変えようとしていた。






暗黒に堕する天使に捧ぐ鎮魂歌（別名・あとがき）






「ククク、そう我輩こそが嵐の夜に（中略）たる者、締め切り直前は目が死んでいると評判なる闇の住人、満月の夜に魔と契り結んだ無職！　さあ、我に慄おののけ担当編集よ」

「なんです、その悲しい自己紹介」

「ふっ、我が黒の叡えい智ちが紡ぎし黒の賛歌だよ……いやね、あとがきのネタに困ったから自己紹介でもして誤ご魔ま化かそうかなと。あ、ちゃんと担当さんの紹介文も作ってますから」

「げっ……それは、あっ、ネタならあるじゃないですか、一、二巻の重版とか」

「ククッ、我が血の信徒たちが紡ぎし祈りが顕けん現げんしたか。それもまた実に喜ばしいことだ。ところで、我輩作、汝の紹介文であるが」

「熱心なファンが多くて、アンケートもたくさんいただけて助かりますね本当に」

「うむ、ところで汝の紹介文であるが」

「おおっと残念ですが、そろそろ行数が尽きそうですよ！」

「なにぃ！　我輩としたことが……ところで担当よ、四巻登場予定の新キャラなのだが」

「何でそういう大事な話を一番最後にするかな！」
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